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　よし、風ふ呂ろ場ばに水を張ったぞ。

　覗のぞき込むと湯船には異世界の街並みが広がっていた。俺は息を止めて、先ほどコンビニで買ったものの入ったビニール袋ぶくろを片手に、水面へと飛び込む。

　目を閉じて数秒。意識をシェイクされるような気持ち悪い感覚が俺を襲おそう。これにはまだ慣れない。

　拳こぶしを握にぎって耐たえていると、すぐに光がまぶたを刺さした。

　──俺は目を開く。辺りの景色は一変していた。

　見たこともない花が咲さき誇ほこっており、漂ただようのは現代日本とはまるで違ちがう清せい涼りような空気だ。呼吸をするだけで肺が満たされてゆくような心地ここちを感じる。解放感の味がした。

　今回はどこかの庭園のようだ。やけに綺き麗れいな場所に出ちまったな。もしかしたらどこかの敷しき地ちに不法侵しん入にゆうをしてしまったのだろうか……。

　出口を俺自身が決めることができないっていうのが、けっこうな難点だよなあ。

　だって、下へ手たしたら見られちまうんだぜ、これ。出入りをさー。




「──ホントだ」




　意外なほどに近くから声がした。俺は体を硬こう直ちよくさせる。

　油の切れた人形のように振ふり返ると、そこには『彼女』がいた。

「半信半疑だったけど……、あんた、本当に行き来できるのね……」

　ちょっと現実ではありえないくらいの美少女である。プラチナブロンドの髪かみをツインテールにしており、勝ち気な瞳ひとみはエメラルドのような輝かがやきを放っていた。

　ふんわりとしたスカートや華か美びな刺し繡しゆうの縫ぬいつけられたブラウスなどは、現代日本ではなかなか見ることのできない上等な仕立てだ。

　そんな衣い裳しように身を包んだ小こ柄がらな体たい軀くは、彼女のお人形さん感を特に強めていた。

　美少女は腰こしに手を当てたまま、地面にうずくまる俺を見下ろしている。

「こ、これはリルネお嬢じよう様さま、いったいなんのことでしょうか」

　とりあえずごまかしてみようとはするが、しかしリルネは俺の言葉を相手にしなかった。

　ちらと俺の近くに落ちているビニール袋を見やり、自らの綺麗な髪を手で払はらう。陽光に反射して長い髪が銀糸のようにキラキラと輝いた。

「ま、いいわ。あんたもあたしもこの世界では異い端たんだもの。お互たがいの秘密は決して他言しないでおきましょう。いいわね？」

「も、もちろんだとも、お嬢様」

　俺は年とし端はもいかない少女に見つめられて、慌あわててうなずく。我われながらの下僕体質だが、それだけが理由ではない。

　彼女はイルバナ領を治める領主のご令嬢、リルネ＝ヴァルゴニス。

　魔ま法ほう学校創設以来の天才と謳うたわれ、入学からずっとぶっちぎりで首席を維い持じし続けている魔法少女であり──。

　──そしてその正体は、日本人ぜんせの記き憶おくを持ったままこの世界に生まれた、転生人なのであった。

　十五歳で死んで、この異世界で十四年生きているらしいから、合算すると普ふ通つうに俺より年上なんだよなあ……。







　俺が出た庭園は幸いにもヴァルゴニス家のものだったらしい。知り合いの家でよかった。

　ヴァルゴニス家に出入りするのは今が初めてじゃない。老ろう婆ばのメイドや禿はげ頭の使用人たちは俺を見るなり「おおっ、お嬢様がまたしても友達を家に！」やら「これはおもてなしをしないといけませんな！」と口走り、リルネにしっしっと追い返されていた。かわいそうに。

　つか俺、今年で二十五だぞ。それでもリルネお嬢様の友達に見えんのか……。まあ童顔って言われているしな……。

　軽く凹へこみつつ、客間に招かれる。

　謎なぞのはく製があったり、足が埋うまりそうな絨じゆう毯たんが敷しいてあったり、ソファーは腰まで沈しずみ込みそうなものだったり、相変わらず超ちよう絶ぜつ金持ちの家だ。緊きん張ちようしてしまう。

　そんな俺の前で、リルネはキラキラと目を輝かせていた。

「やだ、なにこれ、本当に……ポテトチップス！」

　両手をぎゅっと握ったまま、彼女はテーブルの上に並んだ三つの菓か子し袋ぶくろをまるで恋こい人びとを見るような目で眺ながめていた。目の中にハートが飛び交かっています。

　するとだ。その様子をうっすらと開いた扉とびらから、トーテムポールのように並んで盗ぬすみ見ている使用人たちが「なんですか、あの光を反射する包みは……？」やら「ううむ、見たことのない光こう沢たく……。さぞかし名高い珍ちん品ぴんでしょうな」と口々に言う。いえ、ただのプラスチック包装紙です。

「もう、じいやたちはいいから放ほうっておいてってば！」

　立ちあがったリルネはのっしのっしと歩き、バンッ、と勢いよくドアを閉めた。しばらくリルネはドアに耳をくっつけていたが、気配が遠ざかってゆくのを確かく認にんすると「は～～～」と深いため息をつく。

「普段めったに人を呼ばないからって、なんなのよあの人たちは、もう……。家に初めてやってきた彼氏じゃないんだから……」

　そんなリルネは微び妙みように顔を赤らめつつ、早足でこちらに戻もどってくる。

「で、うすしおと青のりとコンソメパンチを選んできたんだけど、よかったかな」

「ああもうなんでもいいわ！　最高よ！　ああっ、この人生でまたお菓子に巡めぐり合える日が来るとは思わなかったわ……！」

　大好物を前にした犬のように、舌なめずりをするリルネお嬢様。ドアを閉めたのは、そんなはしたない顔を使用人たちには見られたくなかったからかもしれない。

「すごい、もう、あたし初めて遠くの山に第三位魔法をぶち込んで山やま肌はだを抉えぐり取ったときより感動しているわ」

「なんかすごいこわいこと言っている」

　俺は茶をすする。苦い。

　リルネは待ちきれないとばかりに、うすしおの袋を開いた。極ごく上じようのワインを味わうようにまず匂においを楽しむと、一枚を摑つかむ。その手はぷるぷる震ふるえていた。

「この世界に転生して十四年……、どれほどこの瞬しゆん間かんを待ちわびたか……っ！」

　そこまでありがたがられると、なんか背中がかゆくなってくるなー。

　リルネはパリッとポテトチップスをかじった。

　次の瞬間、頰ほおに手を当てて「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」と悶もだえる。表情がなんか微妙にエロいので、あんまり見つめないようにした。

「ああっ、この芳ほう醇じゆんな塩気！　上質な油！　ポップな食感！　どこを取っても記憶の中にある味と一いつ緒しよだわ！」

　何度もぎゅっぎゅっと拳を握って、リルネは力説する。それから先はもうやめられないとまらないという感じだった。

「うう、何度挑ちよう戦せんしても、同じものを再現することができなかったのよね……、そうそう、こういう感じ、こういう感じだわ……」

　銀ぎん髪ぱつ美少女はリスもかくやという速さでパリパリむさぼると、あっという間に一袋を平らげた。
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　我こそが世界で一番幸せものであるという顔をして、おなかをさする。

「はあ……、ありがとう、本当にありがとうね、ジン」

「お、おう」

「あたしこの世界にすっかり慣れたと思ったけど、でもやっぱり昔のことを思い出すと胸がきゅんとしちゃうわね……」

　そう言って、リルネは笑った。目の端はしにうっすらと涙なみだが浮うかんでいる。なんて感情表現の豊かなやつだ。

　ポテトチップスひとつでこんなに感動してもらえるなんて、俺がお菓子会社の社員だったらむせび泣くところだぞ。

　ま、彼女の助けになれたのならよかったか。

　俺は「それじゃあ」と言い、立ち上がろうとした。

　だが、リルネは俺を離はなしてはくれなかった。

　満面の笑えみで彼女は膝ひざを打つ。

「ええ、それじゃあお礼をしないとね！」

「えっ」







　夕刻に差しかかろうという時間。辺りが茜あかね色いろに染まる中、俺とリルネは街の大通りを歩いていた。

　昼間あんなに元気だった露ろ店てんの商人は店じまいを始めようとしている。異世界は夜が早いんだな。

　リルネは先ほどから俺に街の案内をしてくれている。あれが衛兵の詰つめ所、あれが聖堂、あれが武器屋、あれが防具屋、という具合だ。

「あ、ほらほら、あれがあたしの通う魔法学校よ。どう、大きいでしょう？　イルバナ領、テトリニの街の魔法学校は、西方四領の中でもっとも発達した魔法学校なんだからね！」

「ふーん、学園都市みたいなもんか」

　石いし畳だたみは綺き麗れいに整えられているし、街のあちこちには魔力で光る魔法灯が備えられている。学校があるぐらいだし、ここは豊かな街なんだな。

　と、そこにリルネぐらいの年の女の子たちが通りすがった。育ちの良さそうな少女たちだ。

　その四人はこちらを見て気づくと、小さく頭を下げる。

「リルネさま、ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

「え、ええ、ごきげんよう」

　リルネは身を引きながら微笑ほほえんだ。

　その笑顔がひきつっている。なんだ？

「四日後はお誕生日ですわね。本日、リルネさまの誕生日プレゼントをみんなで買いにきていたんですの」

「あ、あら、そうなの？　べ、別にそんなに気を遣つかってもらわなくても……」

「なにをおっしゃるんですかリルネさま！　リルネさまは魔法学校の未来そのものですわ！　わたくしたち、本気でリルネさまをお慕したい申し上げているんですからね！」

「そ、そう？　あ、ありがと……」

　リルネはどんどんと小さくなっていった。

　なんか俺の前とずいぶん態度が違ちがうじゃないか。

　彼女は四日後に十五歳になるのか。今が二月二十四日だから、《二月二十八日》が誕生日だな。そんときにはまたポテトチップスでも買ってくるとするか。どうせ喜ぶだろう。

　少女たちは魔法学校の学友なのだろう。そのうちのひとりが俺を見て首を傾かしげた。

「あら、そちらの方はどなたですの？」

　言外に『変わった格好をしていますね』という雰ふん囲い気きを感じる。黒くろ髪かみ黒目がこの世界で珍めずらしいのもあるだろう。

　リルネは少し慌あわてながら、余よ裕ゆうのない態度でご学友のお嬢じよう様さま方に言う。

「こ、この方は、わ、わたくしの護衛を務めてくださるジンさまですわ。……ひ、東の国からやってきたのです」

　お嬢様たちの目が輝かがやき始めた。ていうかリルネ、『わたくし』て……。

「まあ、東の国から」

「それでご立派な顔立ちをされていらっしゃるのね」

「わたくし、東の国のお話を聞きたいですわ」

　甘い声でさえずるお嬢様方に、リルネはあわあわと首を振ふる。

「だ、だめです。今は、少し忙いそがしくて……、そ、それでは皆みなさま、また学校で。ごきげんようっ！」

　リルネはまるで逃にげるようにしてその場を離れてゆく。俺も一応頭を下げて、彼女のあとに続いた。

　お嬢様方は名残なごりを惜おしむように俺たちを見送っていた。

　俺は小声でつぶやく。

「なんだお前、イジメられているのか？」

「まさか、その反対よ。慕われて慕われて困っちゃうわ」

「本当に困っていたみたいだな」

　リルネは「うぐっ」とうめいた。

「だ、だってしょうがないじゃない！　あたしもうすぐ合算で三十よ。あんな若い子と話が合うわけないじゃない!?　あたしにあんなキラキラ☆キャピキャピしてろっていうの!?　自分でやってて痛々しくなるわよ!?」

「わ、悪い。俺が悪かった」

　魔ま法ほうひとつで山肌を削けずり取るような魔法使いだ。イジメられるわけないか。

　しかしそこでリルネは気落ちした表情で俯うつむいた。

「……なんの話をすればいいかわからないから、いつもひとりでいるの。だってその方が、気が楽だし……。それにクラスメイトの子って、ちょっとこわいから」

「こわい？　あいつらがか？」

　それ以上、リルネはなにも語ろうとはしなかった。黙だまり込んだ彼女の顔は大人びていて、孤こ独どくの影かげが見え隠かくれしているようだった。

　まさかリルネより腕うでっぷしが強いわけでもあるまいし……。俺は首を傾げた。女子同士だから色々とあるんだろうか。わからない。ただ、なんとなくだけどリルネは学校に気の置けない友達がいなそうだな、っていうのだけは感じ取れた。

　リルネの勇名はイルバナ領にとどまらず、他国にも響ひびき渡わたっているらしい。仕官の口が山ほど舞まい込んできているのだとか。

　彼女の異名は『煌フレ炎アマ師スター』。放つ炎ほのお魔法が、太陽のごとく煌きらめいているからだそうで。こんな小さな女の子がとんでもない異名を持っているものだ。

　こんなにも美少女で、才さい気き煥かん発ぱつで、家いえ柄がらもよくて、すごいな。

　これこそまさしく転生チートだ。

「……なに？　あたしをじっと見て。見みとれた？」

「いや、異世界転生は大成功だったな、ってさ。俺もそっちがよかったな」

「なに言ってんのよ。あんたはいつだってポテトチップス食べられるじゃない」

「俺にとってはあんまり大事じゃないんだけどなあ！」

　ふふっ、とリルネは笑った。

「いいじゃない、あんたの能力。異世界と現代を行き来できるんでしょ？　やり方によってはいくらでも儲もうけられそうじゃない」

「んーまあ」

　俺は現代から好きなものを持ってくることができる。ただし人を連れてきたりは無理だ。生き物もダメだった。持ってくることができるのは、あくまでも『物』に限られるようだ。

　しかし、そうだな、現代の日本では安価で流通していて、それが異世界では高値で売れるものなんて、いくらでもあるだろう。香こう辛しん料りようなんかはその最たるものだが、百円ショップで売っているメガネとか、あとはポリタンクなんかもあれば便利そうだ。

　逆にこの世界でお金を稼かせいだら、それを金に換かえて現代に持って帰ればいい。換かん金きんには多少時間がかかるかもしれないが、それでもたちまち億万長者になれる。

「ね、手を組みましょうよ。あんたは現代の道具を仕入れてくる。あたしは有名になって商会を作ってそれを売り払はらう。お金なんて腐くさるほど貯たまるわよ」

「まあ、考えておくよ」

　俺は頭をかきながらそう答えた。あまりにもうますぎる話だ。

　まだこの異世界のこともほとんど知らない俺にとっては、軽くうなずける話じゃない。

　リルネは肩かたを竦すくめた。

「ま、いいわ。その代わりあんたにもいい思いをさせてあげるわよ。すべてあたしに任せなさい」

　はあ、と俺はうなずいた。

　異世界ならではの絶景スポットとかに連れていってくれるんだろうか、とそのときまでは思っていた。







　違った。

「おい」

　ここは怪あやしげな路地を行った先の怪しげな建物の怪しげな地下室だった。

　リルネが顔パスで通された先は薄うす暗ぐらく、扇おうぎ状じように広がっていて、まるでなにかの発表会を催もよおすステージのようだった。

　だが辺りに蔓まん延えんするいかがわしさが意味するものは、ここがまっとうな場所ではないということだ。甘ったるい香かおりがするのは、特とく殊しゆな香料を焚たいているからだろう。

　昔、会社の先せん輩ぱいに無む理り矢や理り引っ張られていったキャバクラにも似ているが、それよりもなんかもっとアンダーグラウンドな気配が強い……。

「リルネ、ここは」

「あ、ほらほら、見て見て、出てくるわよ」

　すると男に連れられて、五人の少女たちが現れた。

　薄絹をまとった彼女たちは髪も爪つめも肌はだも綺麗に整えられていたが、しかしその首には紛まごう方なき金属製の首輪がはめられている。

「おい、おい」

　俺は二度ほどうめいた。リルネは、むふーと笑いながら、壇だん上じように手を伸のばす。

「さ、好きな奴ど隷れいを選んでいいわ、ジン！　あたしのオゴりよ！」

「待てえ！」

　俺はがしっとリルネの首根っこを摑つかんだ。すると辺りからどよめきが起きる。

　陰かげに潜ひそんでいる男たちが「あのリルネに手を上げようとしているだと……!?」と口々につぶやいた。ホントなんなんだこのご令嬢。

　顔を近づけて小声で怒ど鳴なる。

「あのさ、俺は別にずっとこの世界にいようとか思っているわけじゃないんだけど！」

「あら、大だい丈じよう夫ぶよ。あんたがいないときはうちで預かっておいてあげるから」

「旅行中のペットじゃねえんだぞ！」

　俺は頭をかきむしった。

　やっぱりこの女はちょっと、いやかなりおかしいんじゃないだろうか。

　元日本人ということで、似たような倫りん理り観を期待していた俺がバカだった！

「なによ、あんた男のくせに美少女奴隷ほしくないの？　頭おかしいんじゃない？」

「それは完全に俺の台詞せりふなんだが！」

「あたしが成人したら買い漁あさろうとしているけど、まだ年ねん齢れいが足りないからあんたに買ってあげようとしているんじゃないの！　いいじゃない奴隷ぐらい！　学校に友達がいないんだから、せめて話し相手ぐらい望んだっていいじゃない！」

「お前がほしいだけじゃねえか！　つか、いきなり家に奴隷が増えていたら両親ビビんだろうが！」

　そう言うと、リルネは急に冷たい目をした。

「母様は死んだわ。父様はあたしに興味ないもの」

「……お前」

　俺がなにも言えなくなったところで、リルネが逆ギレした。

「新しくメイドがひとり増えたとでも言うわ。それぐらいの自由は与あたえてもらっているもん。いいから！　誰だれかひとり選びなさいよ！　選ばないんだったらあたしが勝手に買って帰るからね！」

　いや、正直に言おう。俺だって男だ。なんだってできる女の子をもらえるというのなら、妄もう想そうの翼つばさが羽ばたいてしまうだろう。

　壇上に並んだ女の子たちはみな、頭が小さくて足が長くてスタイルがよくてスラッとしていて、見目麗うるわしい子たちばかりだ。

　現代日本でなら手を繫つなぐどころか、言葉を交かわすことすら叶かなわないだろう。それが俺の所有物になるだなんて夢のようである。

「だいたい、ここであたしが買わなくても、いつかは買われちゃうんだからね、この子たちは。ド変態な貴族に買われたりするかもしれないのよ。いいの？　あんたはそれでも。助けられる子をひとり見捨てていいの？」

「うっ……」

　こいつ……。今度はそんな言い方で来やがったか。

　しかし『人を助ける』という俺にとってのキラーワードを盛り込んでくる辺りが、賢さかしいというか、性格が悪いというか……。

　俺は観念した。

「わかったよ、リルネ」

「ふふん、最初からそう言えばいいんだわ！」

　壇上の五人はいずれもも極ごく上じようの美少女たちだ。なんでこんなところで奴隷にさせられているのかわからないが、よっぽどの事情があるのだろう。

「ええっとねー、あたしの好みはねー、あの右から二番目のー」

「ただし、買う奴隷は俺に選ばせてもらう。他ほかの奴隷を見せてくれ」

　俺はそう言って、裏に案内してもらった。

　ついてくるリルネは不満そうだ。

「ねえ、なんであの五人じゃだめなの？　みんなすごい美少女だったじゃない」

「だからだよ。あの五人は放ほうっておいても、誰かいい人に買ってもらえるだろう。だったら買い手のいないような子がいい」

「はー、偽ぎ善ぜん的ねー」

　リルネは呆あきれたようにため息をついた。いいんだよ。

　裏にいた女性は三十人ほどか。他に男の奴隷も何人かいた。この街では男奴隷のほうがよく売れるそうだ。男手はどこでも足りないんだろうな。

　鍛きたえ上げられた筋肉を持つ半はん裸らの男奴隷を見て、リルネはうっとりしていた。お前どっちでもいいのかよ……。

　奥まったところに、ひとつの牢ろうがあった。

　そこにはひとりの亜あ麻ま色いろの髪かみを持つ女性が繫がれている。

　うなだれていて、顔は見えない。

「あの子は？」

　リルネにくっついてきた奴隷商に問う。

「へい、あの女は『魔ま女じよ』でございやす」

「……魔女？」

　俺のつぶやきに反応して、女性は顔をあげた。他の美少女たちに比べてわずかに年上なのだろう。とても綺き麗れいな顔立ちをしている。

　──だが、右目と左目の色が異なっていた。

　右は蒼あおだが、左はなんというのだろう、光がない白色という感じだ。俺は『宝石みたいに綺麗だな』と思った。

「不気味な力を持っているっていうんで、農村から売られてきたんですが、あの目でしょ？　こわがって誰も買い手がつかなくて、処分に困っているんですよね」

「……処分」

　長い髪の隙すき間まから見える彼女の顔は、もはやなにもかも諦あきらめているようだった。

　──俺はその顔を見た直後、反射的に答えていた。

「リルネ、あの子がいい」

「えっ？」

　リルネは目をぱちくりとさせる。

　俺はもう一度言った。

「あの『魔女』をくれ」

　奴隷商は慌あわてて首を振ふった。

「さ、さすがにそいつは。リルネお嬢じよう様さまの家に、魔女を送るわけにはいきませんぜ。悪いことは言わないから、やめとけよ旦だん那な」

「そうよ、ジン。もっと他にかわいい子がいっぱいいるじゃない。どうしてわざわざこの人を選ぶのよ」

　俺は眉まゆ根ねを寄せた。どうしてって聞かれると少し困る。買い手がつかないだろうから買おうとしたのは間ま違ちがいないんだが。

　──でも。

「あの目が、綺麗だったから、かな」

　俺は本気で気に入ったのだ。

　まるで異世界を象しよう徴ちようするかのような、彼女のその不思議な目が。

　奴隷商はやめたほうがいいと連呼していたが、リルネはすぐに「そうね、確かにね！」と言ってうなずいてくれた。

「どうなっても知りませんぜ」

　俺よりも一回り以上も大おお柄がらな奴隷商は牢の鍵かぎを開ける。俯うつむいた魔女がなんの反応も示さないことに対して苛いら立だったのか、その髪をわしづかみにした。

「おら、新しいご主人様のお目見えだ！　這はいつくばって頭ぐらい下げねえか！」

　男が彼女を押し倒たおそうとしたその瞬しゆん間かん──。

　俺は奴隷商の太い手首を摑んでいた。

「──乱暴はよしてくれ。そんなものは見たくない」

「あ？　ああ……？」

　奴隷商は顔を赤くして必死に振りほどこうと力を込めるが、しかし無む駄だだ。俺の手はびくりともしなかった。彼女の頭から手を離はなすまで、力を緩ゆるめる気もない。

「な、なんだあんたは……、そんな細っこいのに……」

　リルネが肩かたを竦すくめる。

「そいつはあたしの護衛よ。怒おこるとこわいから言う通りにした方がいいわ」

「りっ、リルネお嬢様の、護衛……!?」

　奴隷商は目を剝むいた。慌てて女性から手を離したので、俺も手首を離す。すると、俺から距きよ離りを取って「す、すいませんでした！」と必死に頭を下げてきた。

　俺はそちらを見ず、魔女に手を差し伸べた。

「大丈夫か？」

　魔女と呼ばれた女性はゆっくりと顔をあげる。

　髪の隙間から覗のぞく白色の目が俺の顔を映し出す。星々の輝かがやきを閉じ込めたかのように綺麗な瞳ひとみだ。みんなはどうしてこれが邪じや悪あくなものに見えるのだろう。俺には不思議だった。

　彼女は薄うすい唇くちびるをそっと開く。

「……あなたは、とても強い光を、持っていますね……」

「え？」

　なんだなんだ。

　光……？

「わたしが、ずっと待っていた光……、それはきっと、あなただったんですね……」

　彼女が俺を見つめるその瞳に熱が籠こもってゆく。

「……その力、魔女なんかじゃないよな」

　俺は彼女に手のひらをかざした。そうして小さく口の中で「ジャッジ」と唱える。

　すると俺の眼前に、半はん透とう明めいのウィンドウ（としか呼べないようなもの）が浮うかんできた。






名　前：スターシア

種　族：人族

性　別：女

年　齢：19

職　業：占うらない師し

レベル：３

称しよう　号ごう：ジンの奴ど隷れい、憂ゆう慮りよの魔女

スキル：人族語、呪族語

固　有：未来眼（レベル１）








　未来眼。

　彼女のその目は、未来眼というのか。

　なんだかよくわからないけど、でもたぶん悪いものじゃないだろうさ。

　俺は手を伸のばした。

「じゃあいこう、スターシア。よろしく、俺はジンだ」

「……はい。シアはご主人様のために、忠誠を誓ちかいます」

[image: ]







　俺は現実世界ですごく嫌いやな目に遭あって、そうして逃にげるようにしてこの世界にやってきた。飛び込んだ川が異世界に繫つながっていたのだ。

　そこでなんやかんやあって、このリルネという少女と出会い、また彼女が異世界転生人であることを知った。ま、こいつに俺の秘密もバレちまったんだけどな。

「ねえねえ、これあの子に似合うと思わない？」

　リルネは、片付け途と中ちゆうの露ろ店てんに立ち寄って、蝶ちよう々ちようのブローチを見せてきた。

「うん、いいんじゃないかな」

「そうよね！　ま、あたしの見立てだから当然よ！　すみませんこれひとついただけますかー」

　嬉うれしそうにリルネはブローチを購こう入にゆうしてきた。なんだかんだ、優やさしいところあるんだな、こいつ。

　ブローチを入れた小さな袋ふくろを抱かかえながら、リルネはにまにまと笑う。

「あたしと友達になってくれるかな、あの子」

「ああ、普ふ段だん通りのお前なら、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　俺とリルネは帰路につく。スターシアは明日、奴隷商が責任を持って綺麗にしてから屋や敷しきに届けてくれるらしい。

「そういえばさ、あんた」

「ん」

「あの子の前で、なにか変なことをしたでしょう。名乗ってもいないのに、名前を知っていたじゃない」

「ああ」

　そのことか。リルネはどうせ俺が現代から来たことも知っているからな。俺は包み隠かくさずに喋しやべることにした。

「異世界と現代を行き来する以外に、もうひとつ能力があってさ。あるキーワードを言うと、相手のステータスが見られるんだ」

「へー、鑑かん定てい能力ね」

　この力は異世界に来てから芽生えたものだ。誰だれに教えられたわけでもないのに、なぜか知っていた。手を伸ばしてものを取るのと変わらないような感覚で使えたのだ。

「ま、なんに使うかわかんないけどな。相手の名前や年ねん齢れい、特とく殊しゆ能力を知れるぐらいで」

「あら、それでスターシアの力が禍まが々まがしいものではないって気づけたんでしょう？　だったら十分役に立っているじゃない！」

　いや、彼女に鑑定能力を使ったのは、買うと決めたあとだったんだけどな……。

　まあいいか、また『偽ぎ善ぜん者しや』って言われるだろうし、そういうことにしておこう。

「ねえねえ、あたしのも見たの？」

「え？　いやそんな、だれかれ構わず見ないよ。プライバシーの侵しん害がいじゃん」

「あんたって本当に善人の鑑かがみみたいなやつね……。なんか話していると自分がすごいゲスなのかもしれないって思えてくるわ」

「いや、それは事実そうだと思うぞ」

　奴隷商のところでのやり取りを見ていたらな。

　リルネは俺の袖そでを引っ張ってきた。

「ねえねえ、じゃあ試ためしにあたしのも見てみてよ」

「えー？」

「なんか秘ひめられた力とかあるかもしれないじゃない。ちょっとわくわくするわよね。本当あたしってチート主人公って感じ！　ね、早く早く！」

「あ、はい」

　俺は言われるがままリルネに「ジャッジ」とつぶやく。






名　前：リルネ

種　族：人族

性　別：女

年　齢：14（＋15）

職　業：魔ま法ほう使つかい

レベル：[image: ]

称　号：煌フレ炎アマ師スター、サラマンダーと契けい約やくを結びし者、孤こ高こうの首席、領主令れい嬢じよう










スキル：炎ほのお魔法第三位、水魔法第六位、風魔法第四位、土魔法第四位







回復魔法第七位、強化魔法第五位、神聖魔法第五位

高速詠えい唱しよう、威い力りよく倍撃、混合魔法、魔力高こう揚よう

人族語、森族語、騎き馬ば自在、魔典書写










固　有：転生者、魔力十倍








　さすが煌フレ炎アマ師スター、たくさんスキル持っているなー。

　と、俺はその最後に不思議な表記を見た。




《エンディングトリガー：１》




　なんだこれ。今まで鑑定を使った相手には、こんなのなかったぞ。

　そこには物ぶつ騒そうな文字列が並んでいた。




《二月二十七日、リルネの死の運命を覆くつがえせ》




　心音が高鳴る。胸が苦しい。いったいなんなんだこれは。

　俺は反射的に思い出していた。

　二月二十七日は、三日後だ。

　リルネの誕生日の前日、彼女になにかが起きるのか？

　なんだよこれ。なんでこんなのが見えちまうんだ。

「どうかした？　なにが書いてあったの？」

　純じゆん粋すいな好こう奇き心しんから俺に尋たずねるリルネに、俺は。

　俺は──。

「……実は」

　──静かに口を開いたのだった。




　◇　◆　◇　◆　◇




　きょうの出口は、風ふ呂ろだった。

　いつかはこんな日が来るような気がしていたのだが、思ったより早かったな……。

　湯ゆ煙けむりの奥には、湯船に浸つかったままこちらをきょとんと見つめているふたりの女の子がいる。

　ひとりはリルネ。そしてもうひとりはスターシアだ。

　リルネは長い髪かみを後ろでまとめていて、スターシアも彼女を真似まねたのか同じようにアップにしていた。本来は奴ど隷れいと主人が一いつ緒しよに湯ゆ浴あみするなんて考えられないことだろうが、そこはリルネがきっと押し通したのだろう。友達になれたのだろうか。よかったな。

　当然どちらも全ぜん裸らで、玉のような汗あせがうなじや鎖さ骨こつを滑すべり落ちるその様子すらも見えてしまう。ただひとつ首に光るスターシアの金属製の首輪が、なんだかやけに艶なまめかしく見えた。

　リルネの胸はまだまだ成長途中といったものだが、スターシアはなかなか立派なものをもっていた。着やせするタイプなんだな、ということが知れる。鑑定スキルではバストサイズまではわからなかったからな。

　なんてことをのんびりと考えている場合じゃない。

　俺は凍こおりつくふたりに、小さく謝った。

「あ、なんかすいません」

　スターシアが「きゃあ！」と叫さけんで胸を隠しながら浴よく槽そうに潜もぐった。魔女と呼ばれていた割にはなんとも可愛かわいらしい悲鳴だ。

　そしてリルネは顔を真っ赤にしながらこちらに手を突つき出してきた。

「あんたわざとやってんじゃないでしょうね！」

「出てくる場所は選べないんだってば！」

　俺は慌あわてて浴室を飛び出した。背後でなにかが爆ばく発はつするような音が響ひびく。

　あいつ人に魔法撃うちやがったぞ！







　駆かけつけたお年寄りのメイドさんたちに事情を説明すると、「あらあらまあまあ、リルネお嬢じよう様さまもお年とし頃ごろになりましたのねえ」だなんて笑っていたので、子ども扱あつかいされたリルネは余計にむくれる結果になってしまった。

　いやあ来る時間帯が悪かったな。これから夜の六時ぐらいは避さけるとしよう……。

　パジャマ姿のリルネがソファーにふんぞり返っている前で、俺は床ゆかに正座をしていた。

「まったく……、早いところあんたがどっから出てくるのかの検証をしないといけないわね……」

「そうだな……。基本的には水場から水場へと出るんだが……」

　風呂上がりのリルネに客間へと通された俺は、こくこくとうなずく。変なことを言ったらぶっ飛ばされてしまいそうだ。

　それでもあまり怒おこっているように見えないのは、俺の来訪がわざとではないと知っているからだろう。どちらかというと恥はずかしいので怒っているフリをしているようだった。

「ま、とりあえずきょうはいいわ」

　お許しが出た。

　腕うでを組んでいたリルネは、生なま乾がわきの髪に手を当てる。

「風魔法と、炎魔法をミックスして、と……」

　するとその小さな手から熱風が巻き起こった。風はリルネの髪をあっという間に乾かしてゆく。ドライヤーである。すごい。

「大したものだな」

「でしょ、髪は乙女おとめの命だからね。自分で編み出したのよ」

「へー」

　なんでも混合魔法と呼ぶらしい。これほどスムーズに発動ができるのは、学校の生徒だけではなく教師を含ふくめても一ひと握にぎりしかいないのだとか。

「あと、あんたに見せたいものがあるのよ」

「ん、なんだ？」

「スターシア、入りなさい」

　すると小さく「失礼します」という声がして、ガチャリと扉とびらが開いた。

　そこには、ひざ下まで伸のびたロングスカートのメイド服に身を包んだ亜あ麻ま色いろの髪の乙女が立っていた。彼女はスカートをつまんで優ゆう雅がに一礼すると、こちらに頭を下げた。

　そうして、少し恥ずかしそうに聞いてくる。

「ど、どうでしょうか……。おかしくは、ありませんか？」

　先ほどのお風呂を思い出して多少緊きん張ちようしていた俺だったが。

「かわいい」

　思わず口走ってしまった。するとスターシアは顔を赤くして目を見開き、固まった。リルネは満足そうにうなずいている。

「いいじゃない、似合うわシア。さすがあたしの見立て通りね！」

「いい仕事するじゃないかリルネ」

「ふふん、でしょう。こう見えても現実世界ではばっちりコスプレとか……」

「とか？」

「……、なんでもないわ」

　リルネは仏頂面で顔をそむける。こいつ、もしかしてと思っていたが腐くさってやがったのだろうか。

　褒ほめられたスターシアは「えへへ……恐きよう縮しゆくです……」と蚊かの鳴くような声でつぶやいていた。かわいい。

　そんな彼女の裸はだかを不ふ可か抗こう力りよくとはいえバッチリと見てしまったことが、なんだかすごい申し訳ない気分だ。

「とりあえず、あんたがいない間はうちでメイドをやってもらうことにしたわ。なかなか飲み込みがいいから助かるってばあやが言っていたのよ」

「きょ、恐縮です……」

　そんな彼女の左目には、眼帯が取り付けられていた。

　魔眼に対する偏へん見けんはあちこちにあるらしい。というのも、かつて人にん族げんに災わざわいをもたらした悪魔が魔眼を持っていたからだとか。

　というので、おとぎ話になっているぐらい魔眼は恐おそろしい存在だと思われているようだ。

　そういう意味では、彼女に眼帯を贈おくったのはいいアイデアだと思う。スターシアだって自分に過失がないところで怖こわがられたりしたくないだろう。

　せっかくあんなに綺き麗れいな目を隠かくすのはもったいないなーって思わないでもないのだが、まあそれはふたりきりのときに見せてもらえばいいだけだ。

　しかもこの眼帯には蝶ちよう々ちようの飾かざりが取り付けられていた。髪飾りにする予定だったやつを眼帯にくっつけたのだろう。オシャレだな。

「ナイスだぞ、リルネ。あとでご褒ほう美びをやろう」

「コンソメパンチがいいわ」

　味を指定してくるようになりやがった。贅ぜい沢たくになってこの。

「じゃあスターシア、ジンを部屋に送ってあげてちょうだい」

「あ、はい……、かしこまりました」

　俺とリルネの視線が交差した。

　リルネはしっかりとうなずく。なんだかんだずっと気にしすぎないように努めているのだろうが……、その目にはわずかな不安の色が隠れているのを、俺は見た。







　リルネに彼女が辿たどる運命を告げたのは、前日のことだった。

『……なによ、それ』

　帰り道。リルネは狼ろう狽ばいしていた。知り合って間もないが、俺の前ではいつだって自信満々だった彼女が、だ。

『そんなの、あるわけ……』

　最初はリルネも信じ切れない様子だったが、俺が知らないはずの彼女のスキルや称しよう号ごうを当ててゆくと、やがて声が震ふるえてきた。

『あたしが死ぬって言うの……？　あと三日で……？　ちょっと待ってよ！　なんなのよそれ！』

　俺はリルネを諭さとした。

　そうして俺が知る限りの状じよう況きようを話す。

　今まで鑑かん定ていスキルで『エンディングトリガー』などというものが見えたのはリルネだけであること。もしかしたらこの力が間ま違ちがっているのかもしれないこと。だが、十分に気を付けてほしいこと、など。

『……わかったわ、ジン。そうね、考えてみればこれはチャンスなのよね』

　俺が辛しん抱ぼう強く語りかけると、リルネはすぐに落ち着いた。

『事前情報がなければ、あたしはなすすべもなく死んでいたかもしれないわ。あんたが教えてくれたから、あたしは立ち向かえる。準備だってできるし、心構えだってできるわ。ありがとう、ジン』

　背に隠したリルネの右手がわずかに震えているのを、俺は見てしまった。

　……こわいよな。自分が死ぬなんて言われたら。

　しかしリルネはそう言った。微笑ほほえんでみせた。

　その儚はかない笑顔を前に、俺の胸には込み上げてくるものがあった。

『お礼を言われるのは、まだ早い』

『え？』

　聞き返すリルネに、俺は自らの胸を叩たたいた。

『こいつはお前に与あたえられた指令じゃない。俺が為なすべきことだ。だってエンディングトリガーには、死の運命を覆くつがえせって書いてあったんだからな』

『だからって、あんた普ふ通つうの人間でしょ!?　そりゃ、多少体を鍛きたえているからって』

『なんとかなるさ。俺には唯ゆい一いつ無む二にの能力がある』

　現実世界と異世界を行き来できる能力。

　そして目の前の人物の特性がわかる鑑定スキル。

　このふたつがどれぐらい役に立つかはわからないが、でもリルネに危機が迫せまっているということはわかったんだ。

『だから、一緒に頑がん張ばろう、リルネ。俺も協力するから』

『あんた、本当にあたしなんかのために……？』

　リルネはエメラルド色の瞳ひとみを大きく開いた。こちらに向けてゆっくりと伸ばしてきたその指先を、しかし彼女は途と中ちゆうで引き戻もどす。

『……なにが目的なの？　あたしを助けたら、あたしのこともスターシアみたいに奴隷にしようって思っているの？』

　放たれた言葉はあまりにも予想外のもので、俺は動どう揺ようした。

『なにを言ってんだよ』

『領主の娘むすめと結けつ婚こんして、イルバナ領を自分のものにしたいの？　そんなことをしたって無む駄だよ。だってあたしは父様にはあまりよく思われて──』

『そんなことは言わなくていい！』

　俺が怒ど鳴なると、リルネはビクッと震えた。

『俺はお前を助けたいから助けるんだ。お前がなんと言おうが、俺はお前を勝手に助けるぞ』

『……なんなのよ。現代日本から来たんでしょ、だったら自分のことだけ要領よく考えてりゃいいのに！』

『そうだな。だから俺はあっちの世界で馴な染じめなかったんだ。人を騙だましたり騙されたりなんて、もう嫌いやだ』

　俺がつぶやくと、リルネは肩かたを震わせた。

　母親と死に別れ、父親と仲が悪く、友達がいなくて、メイドたちとも打ち解けている様子はない。リルネは恐らく異世界でずっと閉へい塞そく感かんを抱いだいて過ごしていたのだろう。

　もしかしたら己おのれの魔ま法ほうの才能をひけらかすのは、そんな自分の立場を認めたくなかったからかもしれない。

　そんな彼女がかすかな希望を抱きながら俺を見た。

『……信じて、いいの？』

　ゆっくりとこちらに伸びてくる小さな指先を摑つかんで。

『当たり前だ。よろしくな、リルネ』

　俺はそう言って笑ってやった。







　そんなことを思いながら、俺はヴァルゴニス家の離はなれのベッドに潜もぐり込んでいた。

　もう日付は変わった頃ころだろうか。俺は現実世界から持ち込んだ時計を眺ながめる。時刻はまだ二十二時だ。異世界の夜は早いな。

　きょうはまだ二月二十五日。日付が変われば二月二十六日になる。

　俺は前日から泊とまり込みで、リルネの身辺警護をしようと思っていた。リルネに近づくやつを片かたっ端ぱしから鑑定するのだ。

　スキルで得られる情報は大したことがないかもしれない。だが、少なくとも相手がどんなスキルを所持しているのかはわかる。素す性じようを偽いつわった暗殺者なら恐おそらく職業で知れるだろう。

　他ほかにも屋や敷しきの警護のためにたくさんの防犯グッズを買ってきた。異世界の道具だ。とっさに隙すきを作るぐらいのことはできるかもしれない。

　緊張で目が冴さえてきた。

　そんなとき、部屋のドアが控ひかえめにノックされた。

　俺が入室の許可を出すと、ランプを片手に入ってきたのはスターシアだった。ベッドから身を起こす。

「どうした？」

「あ、……もう、眠ねむってらっしゃいましたか？」

「いいや、少し考え事をな」

「そ、そうでしたか……」

　スターシアはその場にとどまっていた。彼女は先ほどのロングスカートのメイド服ではなく、なにやらネグリジェのような薄うす絹ぎぬの上からナイトガウンを羽織っていた。

　なんだか艶なまめかしいその格好に、どきりとしてしまう。

　俺は立ちあがって手持ち無ぶ沙さ汰たに彼女を眺める。

「え、えと、なに？」

「……浴室では、うろたえてしまい、申し訳ありませんでした」

「え!?」

　まさか彼女からそのことを口に出すとは。

「いやいや、あれはお互たがいに事故だったってことでひとつ、水に流してもらうっていうのはどうだろうか」

　言いながら、それはなんとも男にとって虫のいい話だな、と思う。

「……わたし、こういったことは不作法なのですが」

　スターシアが部屋の中に入ってくる。後ろ手にドアを閉めると、彼女は緊きん張ちようした面おも持もちで告げてきた。

「もしご主人様がよろしければ、今宵こよいの夜よ伽とぎをさせていただきにと、参りました」

「えっ、ちょっ」

　俺が狼狽すると、彼女は小首を傾かしげる。

「ご主人様のために体を差し出すのは、女奴ど隷れいの仕事のひとつと聞いております。……ご迷めい惑わくでしたか？」

「いや、迷惑ではないのだが！」

　ど、どうしよう。

　リルネが奴隷を買おうと言ったときから、この展開を想像していなかったわけではないのだが。

　その日が来るのが早すぎる！　まだ顔を合わせた回数も二回三回ぐらいなのに！

　俺は色気を醸かもし出す十九歳の肢し体たいから目を逸そらしつつ、問う。

「す、スターシアは嫌ではないのか？」

　するとスターシアは俺のそばにやってきて、くすりと微笑んだ。

　体は十分すぎるほど大人なのに、その笑顔はどちらかというと無む邪じや気きでかわいらしかった。

「わたしも人間です。嫌だという感情はもちろんあります。ですが……、ジンさまに対しては、どうもうまく働かないようです」

「……それって？」

　スターシアは胸むな元もとを撫なでながら、俺を覗のぞき込むようにして真しん剣けんな眼まな差ざしを向けてくる。

「あの暗い牢ろう獄ごくで、わたしはずっとご主人様をお待ちしておりました。いつかこうなる日も、夢見ていたのかもしれません」

　なんということだ。なぜだかわからないが、俺たちは両りよう想おもいだったようだ。

「ご主人様、わたしは初めてですが、精いっぱいがんばりますので、どうか」

　スターシアの指先が俺の手の甲こうをくすぐるように触ふれる。

　思わず背筋からわきあがってくるなにかがあった。これはやばい。

「は、初めてって、スターシア」

「ええ、お恥はずかしながら……、わたしは村でも『魔女』と呼ばれ、遠ざけられていましたので」

「……そんなに、美人なのに、か？」

「あら、ご主人様はお上手ですね、うふふ。大だい丈じよう夫ぶですよ、そうおっしゃっていただけなくても、わたしの気持ちは変わりません」

「ち、違う。そうじゃなくて」

　俺はスターシアの肩を摑んで、目を見つめながら告げた。

「スターシアは美人だ。俺は心からそう思っている。そんなスターシアの初めての相手になれるなら、なんというかその、光栄だ」

「……ご主人様、わたしはそのような優やさしい言葉をかけていただけるのは、初めてです」

　彼女の目がうっとりと潤うるむ。

「わたしはご主人様に選んでいただいたときから、ご主人様のものです。どうぞ、お好きになさってください」

　やばい。さらにいいムードになってしまった気がする。

　スターシアはめちゃくちゃ美人だ。それに胸も大きいし、お尻しりも結構むっちりしている。抱き心地ごこちはきっとたまらないだろう。しかもスターシアはそれを望んでいると来たものだ。なんて都合のいい展開だ。

　俺だって人並みに性欲はある。今すぐにスターシアを抱だき寄せてあれこれしてしまいたいという気持ちは噓うそじゃない。むしろ男なら誰だれだってそうしたいだろう。

　──これが平時なら、だが。

　俺は頭をかく。

「……そうだな、実は三日後、リルネの誕生日なんだ。無事その日を迎むかえることができたら、そのときは改めてスターシアを俺のものにするよ」

「三日後、ですか？」

　ベッドの近くに立つスターシアはきょとんとしていた。

「ああ。ちょっと今、心配事があって、なかなか寝ね付つけないぐらいでさ……。それが終わったら、だな」

「……そうですか、わかりました」

　くすりと微笑ほほえむスターシア。なんだか俺の心をすべて見み透すかしているかのようだ。

　かわいいけれど、そこにはなんだか魔ま性しようの魅み力りよくがあるように感じられる。

　……ハマってしまいそうだ。

「でしたら、こういうのはいかがでしょうか」

　スターシアはランプをテーブルの上に置くと、俺の手をぎゅっと握にぎってきた。やわらかい。

　そのままベッドまで導かれる。

「わたしが、ご主人様の眠るまで、おそばにおりますので」

「そ、そうか」

「ええ、ご主人様はわたしの光。どうか、ごゆるりとお眠りくださいませ」

　俺はベッドに横になった。すると、その隣となりでスターシアが添そい寝ねをしてくれる。彼女の髪かみからは甘い匂においが漂ただよってきた。

　なんだかいい年した大人がこうやって年下の女の子に撫でられながら寝るのは、とても恥ずかしいことのような気がする。

　だけど、妙みように落ち着く。

　俺が薄目を開くと、まるで大切なものを見つめるように目を細めて微笑んでいるスターシアと目が合った。

　むずがゆい気分だ。

「……その、ご主人様っていうの、やめないか？　俺のことはジンでいいよ」

「では、ジンさま」

　ん……、まあ、いいか。

　俺がこうしてほしいと言うと、スターシアは素す直なおに従うようだ。きっといいことも悪いことも、なのだろう。

　この権力を悪用するわけにはいかないな。

「……眼帯の奥の目、いつもはなにが見えるんだ？」

「ときどき、ジンさまのお姿が見えます」

「……俺の未来、か？」

「わかりません。以前に見えた光景では、傷だらけのジンさまの前にたくさんの暗くら闇やみが道を塞ふさいでおりました」

「不ふ吉きつな暗雲かな……」

　どうやら艱かん難なん辛しん苦くが立ちはだかる人生になるようだ。

「ですが、ジンさまの周りにも、たくさんの光が浮うかんでいます。きっと、ジンさまはおひとりではなかったのだと思います」

「そうか」

　だったらいいな。

「願わくは、わたしもそのひとりになりたいと……、想っています」

「ああ、ありがとう」

　それから少し、スターシアととりとめのないことを話しているうちに、眠気はすぐやってきた。

「おやすみ、スターシア」

「おやすみなさいませ、ジンさま」

　翌日からは、たくさんの客が屋敷を訪おとずれた。




　◇　◆　◇　◆　◇




　校門の前で待っていると、次々と生徒たちが飛び出してきた。こうして見ていると、異世界でも学校の様子はあんまり変わらないな。

　年ねん齢れいはまちまちだ。小学生ぐらいの子もいれば、俺とそう変わらないような年に見える大人もいる。魔法学校の中には学生寮りようもあり、大半の生徒たちはそこに入っているそうだ。リルネのように歩いて通っているやつのほうが珍めずらしいらしい。

　パーティーの準備で大おお忙いそがしの使用人たちに代わって、本日は俺がお嬢じよう様さまのお出で迎むかえだ。どうせ家にいたって役に立たないからな……。

「あ、あの」

「……ん？」

　どこからか話しかけられた気配を感じ、俺は辺りを見回した。しかし、そんな人ひと影かげは……。あ、いた。塀へいの陰かげからこちらへこちらへと手招きしている少女だ。

　無ぶ遠えん慮りよに近づいてゆく俺に少女は「以前、リルネさまとご一いつ緒しよにいた殿との方がたですよね？」と尋たずねてきた。俺は首しゆ肯こうする。この街では黒髪は存外目立つのだ。

　金きん髪ぱつの巻き毛を結ゆわった少女は、俺を上目づかいに見つめながらおそるおそると。

「あの、今年もリルネさまのパーティーは、学生は立ち入り禁止なんでしょうか？」

「え？　そうなの？」

「ああいえ、すみません、例年そうなので……、あ、私メイって言います。リルネさま、学校でも常におひとりなので、お誕生日会で仲良くなれたらいいな、って。同じように思っている子はいっぱいいて、あの、それで……」

　メイと名乗った子はずいぶんと緊張しているようだ。俺はふうむと口元に手を当てて考える。リルネは自分には友達がいないと繰くり返していたが……。

「リルネ……お嬢様って、やっぱりいつも学校でひとりなのか？」

「はい。質問とかには答えてくださるんですけど、でもやっぱり近寄りがたい雰ふん囲い気きがあって、グループとかには興味なさそうで……、でも魔法の授業でかすり傷を負ったときとかは、回復魔法もかけてくれて……、いつも気難しそうな顔をしていますけど、本当は優しい人だって私はそう思うんです。だから……」

　だから、もっと仲良くなりたい。メイの目は俺にそう訴うつたえていた。

　俺はなんとなく思った。リルネは友達がいないんじゃなくて、あえて友達を作らないようにしているのではないだろうか。そしてそれはこの世界のことが原因ではなく、リルネの前世に由来しているのではないだろうか。

　だってこの世界のリルネという少女は順じゆん風ぷう満まん帆ぱんで、なんの向かい風もない人生を送っているのだ。そう考えるほうが自然だろう。

　リルネの前世の話か。なんか聞きづらいな。

　黙もつ考こうしている俺に、声がかけられた。

「ジン、お出迎えご苦労だわ。待った？」

「ああ、リルネお嬢様。今来たばかりですので、お気になさらないでください」

　リルネはふと気づく。

「って……メイさん？」

　メイは慌あわてて両手と頭を一緒に振ふる。

「ああいえええ、リルネさま！　それではごきげんよう！」

「え？　ええ、ごきげんよう」

　たったったとスカートを翻ひるがえしながら走り去ってゆく女の子の後ろ姿を、リルネはぽかーんと見送る。

「……なんだったのかしら」

「あの子はお前と仲良くしたいらしいよ」

「はあ、あたしと……？　ずいぶんと酔すい狂きような子もいたものね……」

　心底不思議そうな目をするリルネに、俺は思い切って尋ねてみた。

「……なあ、リルネ。お前って前世でなにかがあったのか？」

「別になにもないわよ。なんにもない、平へい凡ぼんな人生だったわよ」

　リルネは平へい淡たんな口調で言う。先を歩く彼女の背を眺ながめながら、俺は腕うで組ぐみをする。

「でも、聞いたぞ。お前、学生たちは呼ばないようにしているんだってな、誕生日」

　うっ、とリルネが言葉を詰つまらせた。

「べ、別にいいじゃないの。どうせあたしと話したって誰も楽しいだなんて思わないわよ。流行はやりの話もできないしね。それだったら、最初から呼ばないって明言しておいたほうがいいでしょ。わざわざ来てあたしと気まずい時間を過ごすこともないわ」

　顔を見ればわかる。少なくともあのメイって子は心からリルネと友達になりたがっていた。リルネは思い込んでいるだけだ。

「お前は嫌いやなのか？」

　リルネの銀髪のツインテールが力なくしおれる。

「あ、あたしは嫌じゃないけど……、でもあの子たちのほうがきっと嫌よ。顔を見ればわかるんだから。将来のコネとかのために仕方なくあたしと話しているだけなんだって」

「うーむ」

　こいつの自じ虐ぎやく的なところは。なんなんだろうか。誰もが畏い敬けいするような大魔法使いさまのくせに、クラスメイト相手だとこんなにも卑ひ屈くつになっちまうのは。

「……ま、焦あせることはないか」

「なによ、なんの話なの？」

「いや、別に」

　リルネは自分が疎うとまれていると思い込んでいる。同世代とは話が合わないのだと感じている。俺がなにかを言っても、仕方ない。そこで俺は少し面おも白しろいことを思いついた。

「今度の誕生日はにぎやかにしような、リルネ」

「そうね、無事に迎むかえることができたらね」

　俺はリルネに黙だまってこっそりと招待状を送ることにした。お節せつ介かいかもしれないが、リルネの誤解を解いてやりたいのだ。

　リルネは友達欲しさに奴ど隷れいを買いたがるようなやつだ。もし成功すれば、きっと喜んでくれるだろう。俺はひそかに計画を企くわだてる。

「なにニヤニヤしてんのよ、気持ち悪いわよ？」

「ちょっとお前への誕生日プレゼントを考えていてな」

「ポテトチップスがいいわ！　箱でちょうだい！」

　リルネは目を輝かがやかせながら往来で叫さけんだ。その笑え顔がおをあのメイって子にも見せてやればいいのにと、俺は心から思った。







　屋や敷しきは来客のお出迎えでてんてこ舞まいだった。

　魔法学校の天才、リルネお嬢様の十五歳のお誕生日の準備をするために、だ。

　もちろん老メイドたちは全員駆かり出されていたし、帰ってきたばかりのリルネお嬢様もまたお綺き麗れいな赤いドレスに身を包み、来客たちの相手をしていた。

　お誕生日パーティーの前々日からこの盛り上がりだ。本格的なパーティーが始まるのは明後日あさつてからなのに、すごい人気である。

「当然でしょ、あたしは西方四領だけじゃなくて、神聖王国、海洋国家にも名前が響ひびいているのよ。それに魔ま法ほう使つかいの行き着く最さい高こう峰ほう『ヴァルハランドの塔とう』の使徒だって、あたしの将来に注目しているんだから」

「ヴァルハランドの塔？」

　なんだそれ。

　リルネは得意げに語る。

「全世界で百人にも満たない魔法使いの聖地よ。そこでは命を蘇よみがえらせる魔法や、異世界から人を召しよう喚かんする魔法、時空を遡さかのぼる魔法、不老不死の研究など、さまざまな魔法の秘ひ奥おうが日々探求されているのよ！」

「そ、そうか、すごいな」

　俺は何度かうなずいた。なんだかわからないがすごいのはわかった。

　そんなすごいお嬢様の近くにいる俺は、相変わらず彼女の護衛という立場だ。借り物の衣服に身を包み髪かみを整えた姿は、リルネに言わせると『馬ま子ごにも衣い裳しようね』ということらしい。やかましい。

「じゃあ、あんたは引き続きお願いね」

「あいよ、お嬢様」

　手を振ると、彼女は再び屋敷の門のほうへと向かった。出迎えの役目がまだまだ残っているらしい。

「……さて、と」

　俺はポケットの時計を見やる。時刻は午後二時。あと十時間で運命の日がやってくる。

　きょうの日のために俺が現代から調達してきたのは様々な防犯グッズだ。窓まど枠わくに取り付けた電池式のセンサーライトは、この世界の人間ならきっと驚おどろくだろう。

　屋敷の死角っぽい場所には防犯ミラーも取り付けた。ひとつ一万円以上もするから、そんなにたくさんは買えなかったが。

　リルネには防犯アラームを持たせてある。もしかしたら声が出せない状じよう況きように追い込まれるかもしれないからな。

　屋敷は二階建てになっていて、一階には玄げん関かんホール、食堂と調理場、洗い場、浴室、それに客間や応接間、衣裳部屋、それに住み込みで働くメイドや執しつ事じたちの部屋がある。体育館並みに広く、部屋数はなんと十二部屋だ。でかい。

　二階にあるのは、リルネの部屋の他ほか、父の執務室と空き部屋が三つだけ。本来は両親など家族のための部屋らしいが、今は使われていない。

　ああ、あと地下室もあったな。食料貯蔵庫と物置か。離はなれも三つある。急な来客のための客室だ。今俺が泊とまっているところだな。

　貴族の屋敷ってのはすごい。東京だったら土地代合わせて数億しそうな建物だ。

　ま、これぐらいの大きさでも、リルネの防犯アラームなら隅すみ々ずみまで届くだろう。近所に迷めい惑わくを掛かけちまうかもしれないが。

　俺は玄関ホールで、侵しん入にゆう者しやがやってきたときの想像を働かせる。何事にも備えは必要だ。そんなときだった。

　ガチャリと開いた扉とびらから、リルネによく似た雰囲気を持つ男性が現れた。

「……君が、リルネが最近雇やとったという護衛か」

「あ、はい。ジンと言います」

　撫なでつけた銀髪といい、背筋が伸のびた立ち姿といい、遠目から見たら上品な優やさ男おとこといった風だ。恐おそらく社交界ではさぞかしモテただろう。声にも艶つやがあった。

　しかし、その目は抜ぬき身の刃やいばのような光を放っている。

　俺はピンと来た。彼がリルネの父親にしてイルバナ領の若き領主、クルス＝ヴァルゴニスだ。

　彼がわずか二十六歳で領主となったのには理由がある。彼の妻と両親、兄弟たちが、南方にある自由都市群への視察の際、現れた刺し客かくに殺害されたのだ。

　クルスはそのときただひとり家族の下もとを離れていたため、難を逃のがれた。その後、彼は速すみやかに家か督とくを継つぐと、兵を動かして下手人たちを皆みな殺ごろしにしたという。

　まあ、明らかに胡う散さん臭くさい話ではある。リルネが警けい戒かいするのもわかる。彼女はクルスを『実の父親ながら、なにを考えているかわからない不気味な人物』と評していた。

　クルスは俺の前で微笑ほほえんだ。

「初めまして。話は先ほど伺うかがったよ。とても見聞の広い人物だと聞いている。これからもリルネのために働いておくれ」

　笑うと目元がリルネによく似ている。

「は、はい。もったいないお言葉です」

　こんな感じの言こと葉ば遣づかいでいいのだろうか、と俺はぎこちなく返す。

　参ったな、リルネにこの世界の社交マナーとか少しでも教わっておくべきだった。

　ぎくしゃくした俺を見て、クルスはひょうひょうとした笑みを浮うかべている。

　しかし『見聞の広い人物』とはよく言ったもんだな。間ま違ちがっちゃいない。

「ではまた」

　クルスが通り過ぎてゆくのを、俺は頭を下げて見送った。

　一応、鑑かん定ていしておこう。






名　前：クルス

種　族：人族

性　別：男

年ねん　齢れい：32

職　業：領主

レベル：38

称しよう　号ごう：イルバナ領領主、血ち塗ぬられた過去

スキル：人族語、森族語、岩族語、政治第六位、用兵第六位








　しかし、大した情報は出てこなかった。







　すぐに日が暮れた。今夜俺は、リルネの部屋に潜ひそむことになった。

『死の運命』がなんの意味を指すかわからなかったため、俺は手当たり次し第だいに物資をリルネの部屋に置いていた。

　災害に対する備えとして防災リュックを。二階の部屋の窓からは縄なわ梯子ばしごを落とせるようにしたり。あとは救急医い療りようセットもだ。毒を持つ生物が入ってきたときのために殺虫剤ざいなども用意した。

　リルネからは『用心のしすぎよ』と笑われたが、備えあれば患うれいなしっていうしな。

「見ててね」

　パジャマ姿のリルネはクローゼットを開く。たくさんの服が詰つめ込まれていた。本来は衣裳部屋が他にあるものだが、普ふ段だん使う服はここに入れてあるらしい。

　さらにその奥の壁かべにリルネが触さわると、それは引き戸になっていた。ちょうど人ひとりぐらい寝ね転ころべるようなスペースがある。

　どうやら今夜の俺の寝ね床どこのようだ。ちゃんとシーツが敷しいてあるのは、まあ、ありがたいな……。

「どう？　あたしが作ったのよ。秘密基地ってわくわくするでしょう？」

「子どもっぽいところもあるんだな、お前……」

「なによその目。あたしはまだ十四歳よ」

「合わせたらとっくにアラサーだろ」

　俺が事実を告げるとギロリと睨にらまれた。すみません。

　時刻を確かく認にんする。午後十時。あと二時間か。

「そういえば聞いていなかったけどお前、『死の運命』に心当たりとかあるのか？」

「生まれてこのかた、病気はしたことがないからそっちは大だい丈じよう夫ぶだと思うわ。火事や地じ震しん、落らく雷らいなんかの災害に関しては、思い当たる方がどうかしているしね」

「誰だれかに狙ねらわれるような覚えはどうだ？」

「潔けつ癖ぺきに生きているから恨うらみを買っている覚えはないけれど、あたしぐらい優ゆう秀しゆうで高名なら逆さか恨うらみぐらいはあるでしょうね」

　よく言うよ。奴隷商とつながりを持っていたくせに……。

「……しいて言えば、父様かしらね」

　リルネは意外な人物の名を出した。

「あの人は、あたしが有名になればなるほどに、あたしをわずらわしく思っているはずだわ」

「なんでそんな」

　俺は昼間に見たクルスの顔を思い出していた。

　確かにどこか得体のしれない雰ふん囲い気きがあったけれど……。

「あの人は自分が領主の座を手に入れるために、事件を仕し掛かけたのよ。みんなそう言っているわ。あの事件で、優しかった母様だって死んでしまった」

「……それは、確かなことなのか？」

　俺の言葉にリルネは答えなかった。

「もしあの人があたしも殺そうとするなら、そのときはこの手で……」

「……」

　思いつめたようなリルネの顔に、俺はなにも言えなかった。




　そして運命の二月二十七日がやってくる。




　◇　◆　◇　◆　◇




　朝からドレスをまとって玄関ホールで客人を出で迎むかえるリルネは、その腰こしに大層な魔ロ導ツ杖ドを黒くろ革かわのベルトでくくりつけていた。

「り、リルネさま、すごいですねその魔導杖ロツドは。これからどこかにご出しゆつ陣じんですか？」

「いいえ、わたくしの魔ま法ほうの成果を皆様に見ていただきたくて。もしリクエストがあればお応こたえしようと思って、持ってきたんですの」

「は、ははは、左様ですか……」

　白髭ひげを生やしたどこかの貴族が乾かわいた笑い声をあげる。

　俺たちは昨夜の零れい時じを回ってからずっと起きているため、さすがに疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしつつある。リルネもなんだか眠ねむそうだ。

「なあ、ジンくん。少しいいかい？」

　クルスに声をかけられたのは、昼に差しかかろうとするときだった。

「え？　俺、ですか……？」

「ああ、君に用があるんだ。僕の部屋に来てくれないかな」

　当然その言葉はリルネにも聞こえている。俺はリルネを見やった。彼女は小さくうなずく。

　ここで断ったら怪あやしまれるだろう。それにもしリルネを殺害する計画があるなら、俺が話に乗った方がいい。

「わかりました」

　うなずくとクルスは俺を二階の空き部屋へと案内した。メイドや使用人のひとりも連れてこないのが、怪しいと言えば怪しかった。

「さて、悪かったね。僕の娘むすめの話だ」

「リルネお嬢じよう様さま、ですか」

　クルスはうなずく。

「あれが十五歳になって学校を卒業したら、どこでもいいんだが、僕は彼女を遠ざけようと思っていてね」

「……それは」

「僕は自分によくない噂うわさがまとわりついているのを知っている。僕が領主になった経けい緯いを、君も聞いているだろう？」

「まあ、噂程度には」

　クルスは胸に手を当てた。

「僕は父には愛されていなかったからね。長男のくせに出来の悪い息むす子こだといつも叱しかられていた。僕自身、できないことばっかりだったから、それはいいんだ。でも、領主になるにはそれじゃいけない。だから僕は人の力を借りることを覚えたんだ」

　俺はドキッとした。父親に愛されていないと語るその姿が、リルネに重なって見えてしまったからだ。

「独自の情じよう報ほう網もうを作り上げた僕は襲しゆう撃げきを察知した。しかし父は聞いてくれなかった。僕はせめて自分の家族を守ろうと傭よう兵へいを集めにいったが、帰ってきた頃ころにはすべてが終わっていたんだ。本当に、間の悪い男さ」

　クルスはひょうひょうと笑う。だがその目は笑っていなかった。俺は泣いているようにさえ感じられた。

「幸い、リルネには魔法の才能も人望もある。彼女まで僕の醜しゆう聞ぶんに付き合う必要はない。どこか遠くで幸せになってもらいたいんだ」

　その言葉が噓うそか本当か、俺にはわからない。鑑定スキルでも人の心までは計り知れない。

　だが、俺はそれが本当だと信じたかった。

「……どうして、俺にそんな話を？」

「さて、どうしてだろう」

　クルスは顎あごに手を当てた。

「そうだな、君はリルネに似ているんだ。君ならリルネのよき理解者になれると思っている」

「……俺が、似てますか？」

「ああ、なんだろう。目の奥の輝かがやきが、かな。うまくいえなくてごめんよ。だが、君たちはいつもここではないどこか遠くを見ている気がする。こう見えても信しん頼らいと信用だけでこの地位にやってきたんだ。僕は人を見る目には少しだけ自信があるんだ」

　そう言ってクルスは笑った。

　そこには頼たよりないけれど、父としての笑えみが浮うかんでいた。

「でもしばらく離はなれて暮らしていたから、わからないことだって多い。例えば今、あの子は誕生日になにをほしがるだろうか、とかさ」

「なんでも喜びますよ。彼女もあなたに嫌きらわれていると思っていますから」

「この年になると、父も僕のことをそう思っていたのかもしれないって考えるときがあるんだ。今となってはそれを確かめる術すべはもうないわけだけどね」

　クルスは肩かたを竦すくめた。

　すべてが終わってリルネの誕生日がやってきたら、ぜひ酒でも酌くみ交かわしたいと俺は思った。

「君がいいなら、ずっと彼女のそばにいてやってくれ。あの子は昔から自分の本心を他人に打ち明けたがらない子だった」

　そりゃあ、自分に前世の記き憶おくがあるだなんて、誰にも言えないだろうしさ。

「君ならその殻からを破れるかもしれない」

「……それは、リルネお嬢様次第ですね」

　俺も笑って、頭を下げた。

「それでは失礼します」

「ああ、また話そう」

　部屋を出ると、廊ろう下かに背を預けたリルネがいた。

　聞いていたのか。

　俺が心配で、そばにいてくれたのかもしれないな。

　なあ、リルネ──。

　俺は声をかけようとしたが、思いとどまった。

　代わりに、彼女の頭を撫なでる。

「いい親父おやじさんじゃないか」

「…………今さらそんなこと言われても、……信じられないわよ」

　リルネは俯うつむいたまま泣いていた。

　涙なみだに濡ぬれる頰ほおをリルネは手の甲こうで拭ぬぐう。

「なによ、ずっと……、ずっと、あたしを放ほうっておいたくせに……、今さら……」

「いつからだっていいじゃないか。無事明日を迎むかえられたら、そのときはまた仲直りすればいい。会いたい人に二度と会えなくなる悲しみは、知っているはずだろ？」

「……」

　なにも言わないリルネのそばに立って、しばらく彼女の頭を撫でていた。

　その前にまず、きょうの運命を乗り越こえないとな。




　時刻が深夜に近づき、辺りが夜の帳とばりに包まれた頃。

　来訪者は俺の必死な警けい戒かいをあざ笑うかのように、現れた。

　玄げん関かんを叩たたき、真正面から──。
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　俺の名は、辻つじ道みち尽じん。

　先祖代々にさかのぼると、なんとかという武家の末まつ裔えいらしい。

　面めん倒どうを見てくれた祖ば母あちゃんは厳しくも優やさしい人で、俺に『人のために尽つくしなさい』と毎日のように言って聞かせていた。悪さをしたときには今どきだったら問題になるぐらい頭を引っぱたかれたし、いいことをしたときにはとびきり旨うまい飯を作ってくれた。

　俺にいいことをしろと常に言ってくれた。俺はいいことをしようと思って生きていた。小学校も、中学校も、高校も、大学もだ。

　でも、こんなご時世だ。そんなまっすぐな心がいつまでも通じるはずがない。

　正直者はバカを見る。善意の心はすぐ付け込まれる。悪人が幅はばを利きかせて歩き、騙だまされるほうが悪いと言われる。

　俺は疲つかれていた。いろんなことがあって、人を助けたってバカを見るだけだと思って、祖母ちゃんに顔向けできないようなことにまで手を染めていた。

　そんなときだった。異世界への扉とびらが開いたのは。




　川に映った異世界へと、俺は飛び降りた。

　そうしたらこの世界に来て、なんやかんや居ついてしまったのだ。

　異世界が現実世界より居い心ごこ地ちがいいのは、こいつのおかげかもしれないな。と俺は近くにいたリルネを見やる。

　俺たちはリルネの部屋で、きょうという日付が変わるのを待っていた。俺の視線に気づいたリルネは、目をぱちぱちとする。

「……？　どうかした？」

「いや、お前と初めて会ったときのことを思い出していたんだよ」

「あんたが酒場で大乱らん闘とうをしていたときね」

　俺は頭をかいた。

「止やむを得なかったんだよ。給きゆう仕じの女の子が絡からまれていて、誰だれも助けてくれなそうだったからさ。誰が相手でも見て見ぬふりはできないだろう」

　相手は屈くつ強きような男が五人だったが、俺は構わず助けに入った。それがケンカを売ることになってもだ。現実世界の俺では考えられない行動だった。たぶん異世界に来て、気分が高こう揚ようしていたというのもあるだろう。

　そのうち、給仕の女の子に味方するやつらも出てきて、なんか知らないけど二十対二十ぐらいの大乱闘に発展しちまってな。

　そこに現れたリルネが周囲を一いつ喝かつ。たまたま虫の居所が悪かった彼女は、氷の魔ま法ほうを放って一いつ瞬しゆんでみんなの頭を冷やした。冷えすぎちまったやつはしばらく寝ね込こんじまったみたいだけどな。

　そうして、俺とリルネは出会った。

「普ふ通つうはもめ事なんかにかかわろうとしないのよ。だから、あんときはなんかやばいやつ拾っちゃったな、って思ったわ。それがまさか、同郷出身とはね」

「俺だってやばい女に目をかけられちまったな、って思ったとも」

　時計を見やる。時刻は二十三時。もしかしたらこのまま何事も起きずに、死の運命を回かい避ひできるのかもしれない。そんなことを思う。

　あるいは、俺たちがひどく警戒していたため、知らないところで問題は解決していたのだろうか。そうだったら嬉うれしいんだけどな。

　いや、まだまだ油断はできない。楽観視は禁物だ。

　きょうはクローゼットの奥に隠かくれることもなく、俺たちはベッドサイドで身を寄り添そわせていた。なにかあったときに、すぐ飛び出せるようにだ。

　昨日から丸一日起きているのに、全然眠ねむくはならなかった。気持ちが高ぶっているからだろうか。

　それとも、リルネと一いつ緒しよにいるからだろうか。

「誕生日を迎えて無事だったらさ、これからお前はどうするんだ？」

「そうね、やっぱりこのまま魔法を極きわめたいって思うかな。せっかく天から授さずかった才能だしね。それからのことは、特に考えていないけれど。ま、あんたと組んで商会を立ち上げるのも楽しそうよね」

「異世界貿易か」

「そうそう。従業員はみんなあたし好みの美形ばかり揃そろえちゃったり」

「スターシアに役員をやってもらったりな」

「いいわね。あの子は飲み込みも早いらしいし、教えたらなんでもできるようになりそう。あたしたちは楽して金持ちになって左うちわで暮らしましょう」

「それは楽しそうだな」

　俺は時計を見た。時間はほとんど進んでいない。

　長い。きょうはなんて長い一日だったんだろう。この緊きん張ちようがまだ一時間も続くのか。

　色々なことがあった。早く過ぎ去ってほしい。人生で一番長い一日だ。

「……ねえ、ちょっと寒くない？」

「そうか？」

　だったら毛布でも持ってこようかと俺が立ち上がろうとすると、裾すそを摑つかんで引き止められた。

「……だから、寒くないかって、聞いているのよ」

「上着でも取ってくるよ」

「じゃなくて……、もう！」

　リルネが無む理り矢や理り俺の手を握にぎる。

　彼女の手は冷たくて、小さかった。

　いつもしっかりしているように見えるリルネだけど、さすがに不安なのだろう。

　目を丸くする俺に、リルネはすねるように口を尖とがらせた。

「……さ、察してよね、……もう、ドンカン」

「あ、はい、すみません」

　なんだか反射的に謝ってしまう。まあ年上だしな。

　ランプの薄うす明あかりに照らされた室内において、リルネの手の感かん触しよくだけがやけにリアルに感じられた。柔やわらかくて、なんだか大事にしたくなるような、そんな手だ。

　銀色の髪かみが揺ゆれるリルネの横顔は綺き麗れいだった。いつまで眺ながめていても飽あきそうにない。彼女が生きているというだけで、この異世界には莫ばく大だいな価値があるような気がした。

　本当の年ねん齢れいは俺より上のくせに、外見の年齢は十歳も下だ。俺とリルネの関係はなんだか不思議な感じだ。彼女を姉扱あつかいすればいいのか、妹扱いすればいいのかときどきわからなくて、俺は結局自然体で接している。

「……あたしね、あんたと会えてよかった」

　リルネは俺の肩かたに頭を預けて、ささやいた。

「あんたが来るまで、あたしはこの世界にひとりぼっちだなんて、思っていたの。でも、そうじゃないんだってわかった。だから、ありがとうね」

「別に俺はなにもしていないよ。……でも、どういたしまして」

「うんっ」

　リルネの体温が伝わってくる。素す直なおな彼女の言葉が、なんだかむずがゆかった。

　そのときだった。

　ランプの火がフッと消えた。

「え？」

　どちらからともなくつぶやく。屋や敷しき全体を揺るがすような震しん動どうが起きたのは、直後のことだった。

　地震？　まさか。

　──これは明らかに人じん為い的なものだ。

「な、なに!?」

「わからない！　だが、玄げん関かんホールのほうからだ！」

　暗くら闇やみの中にうっすらと光るリルネの碧あおい瞳ひとみが揺れる。俺は彼女の手を強く握り、その目に言い聞かせる。

「今から様子を見てくる。お前はここにいろ」

「そんな、あたしだって、──ちょっとっ」

　俺はリルネの声を置き去りにして、部屋を飛び出した。

　二階から一階へと階段を三段飛ばしに駆かけつける。メイドさんや使用人たちも飛び起きたのか、玄関ホールに集まっていた。その輪の中にスターシアも不安そうな顔をして交ざっている。

　俺は年老いたメイドたちやスターシアを守るようにして前に立った。

　細切れにされた入り口の扉の破は片へんが、外側から内側にかけて散乱している。その断面は鋭えい利りな刃は物もので切り裂さかれたかのようだ。

　そして──、夜を背に。

　皆みなの注目を集めながら、──そいつはそこにいた。

　頭まですっぽりと覆おおった黒いローブを着ていて、顔はおろか体格もよくわからない。両手も長い袖そでの中に納まっているため、肌はだは一いつ切さい見えなかった。まるで実体のない亡もう者じやのようだ。それなのに目を離はなすことができないような強きよう烈れつな存在感を放っている。

　おもむろにそいつは両手を広げた。まるでこれから芝しば居いを始めるかのように。

「やあやあ──お集まりいただきまして誠まことにありがとうございます私の名はメーソン今宵こよいは貴方あなた達にこれ以上ない素す晴ばらしき芸術をお見せいたしましょうではありませんか」

　それが言語だと理解するのに、俺はわずかな時間を要した。

　息いき継つぎもなく一息に発せられた彼の声は男とも女ともつかず、まるで陸に揚あがった魚が口を開いたような、しゃがれた聞き取りづらい声だった。

　俺は直感した。

　こいつが招かれざる客だ。

「──ジャッジ！」

　反射的に叫さけぶ。






名　前：メーソン

種　族：不明

性　別：不明

年　齢：不明

職　業：不明

レベル：不明

称しよう　号ごう：不明

スキル：不明

固　有：不明








　が、しかし──、ほとんどなにもわからない。

　なんだよこれ、肝かん心じんなときにこんなんじゃ意味がないじゃねえかよ！

　得体の知れぬ不ふ吉きつな気配に飲み込まれそうな俺たちに、怜れい悧りな声が降り注いだ。

「……こんな夜よ更ふけに、騒そう々ぞうしいね。これはいったいどういうことなんだい？」

　二階へと続く階段の上から声をかけてきたのは、ガウンを羽織ったイルバナ領領主クルスだった。手には熊くますらも撃うち抜ぬけそうなほど大きなクロスボウを抱かかえている。

　来訪者メーソンはまるでピエロのような大おお仰ぎような動きで飛び上がり、そうして恭うやうやしく頭を下げた。

「これはこれはニンゲンさまご機き嫌げん麗うるわしゅう！　お騒さわがせしたのは大変申し訳ございませんなにぶん無作法者でして本日は貴方さまの大切なお嬢じようさまをいただきに参りました！」

　今度はなんとか聞き取ることができた。

　やはりこいつがリルネを狙ねらっていた男か。

　嬉しそうに声をあげたメーソンに、クルスは肩を竦すくめて。

「扉とびらの開け方も知らないような男に娘むすめをあげるわけにはいかないな」

「それはそれはなんという──」

　メーソンが言葉を続けることはできなかった。

　クルスがクロスボウを構えた途と端たん、四方八方から風切り音がした。いつの間にか、メイドや使用人の格好をした人たちがクロスボウを手にして物もの陰かげに潜ひそんでいたのだ。

　皆が放ったボルトはメーソンの衣ころもに突つき刺ささる。メーソンは一瞬で針山と化した。領主さますげえ！

　だが、メーソンはびくともしなかった。ボルトは内側から押し出されるようにして抜け落ちる。カランカランとボルトが床ゆかを叩たたき、辺りがざわめいた。

　なんだこいつ……、人間じゃないのか……？

　突き破られた個か所しよからは、黒い霧きりのようなものが噴ふん出しゆつしていた。メーソンは背を反らせながら両手を広げる。

「おお、おお、貴方も来客の歓かん迎げいの仕方を知らない模様ですがこれはこれはご丁てい寧ねいに誠にありがとうございますそれでは早さつ速そくこのメーソンの演目を始めさせていただこうではありませんか！　──準備の手間も省けましたので」

　黒い霧が空気中を漂ただよい出したその直後、屋敷は異変に包まれた。

　俺の後ろにいたメイドが、ごほ、ごほ、と激しくせき込み出した。俺はメーソンから意識を外さないようにして振ふり返る。

　耳をつんざくような悲鳴が響ひびいた。

「ああああ！　私の、私の手が！」

「イヤアアアアアアア！」

「足が動かないの！　誰だれか、たすけて！」

　俺は信じられないものを見た。

　白はく髪はつのメイドの腕うでが、精せい悍かんな顔つきのコックの顔が、クロスボウを持っていた若いメイドの足が──、次々と灰色に染まってゆく。

　灰色の面積は瞬またたく間に広がり、上へ、あるいは下へと伸のびてゆく。──それがなにを意味しているのかがわかった途端、俺の背筋は恐きよう怖ふに支配された。

　──人が石に変わっているのだ。

　俺は口元を押さえながら怒ど鳴なった。

「みんな、息を吸うな！　あの黒い霧に近づいたらダメだ！　落ち着いて順番に、裏口から逃にげてくれ！」

　皆は一いつ斉せいに身を翻ひるがえす。だが、扉に駆け寄った年老いたメイドがその前で完全に石に変わってしまった。そのせいで後ろのものたちがつっかえた。ドアを通り抜けることができなくなる。パニックが加速した。

　庭師の老人が急いでそのメイドをどかせようとした直後、大きな音を立てて倒たおれたメイドは──、地面に激げき突とつし粉々に砕くだけ散った。

　足元に破片が飛び散り、悲鳴が舞まい上がった。

「あ、あ、あ、わ、ワシは、これは、違ちがうんじゃ、これは！」

　庭師は顔を押さえ、絶望した表情のまま石へと変わってゆく。その石像にはたるんだ頰ほおと血走った眼めまでもがまざまざと刻まれている。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんだった。無事なのは俺と口元を押さえて凍こおりついているスターシア。それに二階にいるクルスたちぐらいで──。

　俺はハッと気づく。そうか、この黒い霧は空気より重いのか。

「ジンさま……」

「二階だ、逃げようスターシア！」

　俺はスターシアの手を引いて、二階へと向かう。肩かた越ごしに振り向くと、メーソンは石に変わった人々をひとりひとり見定めているようだった。

　顔を覗のぞき込みながら、ブツブツとつぶやいている。

「うーんこれは出来がよくありませんねえ……。これも美しくない。これも美しくない。これも美しくないこれも美しくないこれも美しくない。これもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれもこれも」

　その化け物は出来の悪い壺つぼを叩き割る陶とう芸げい家かのように、次々と使用人たちを砕いていった。石が地面に倒されて割れる音は、まるで断だん末まつ魔まの叫びのようだった。

　なんなんだあいつは──。

　俺は吐はきそうだった。人が殺される場面に立ち会ったのは初めてだが、まるで現実味がない。

　あんなの、人の手でどうにかできるようなやつじゃないだろう。先制のクロスボウが突き刺さっても微び動どうだにしないやつが相手だなんて、俺の想定外だ。物理攻こう撃げき無効キャラかよ。

　俺とすれ違いざま、クルスが腕を振って叫ぶ。

「衛兵に連れん絡らくを！　それに魔法学校にも応おう援えんを要よう請せいしろ！　こいつはただの人間じゃない！」

　二階にいたメイドや兵士たちが散らばってゆく中、クルスはひとり逃げなかった。

「あんたはどうするんだよ！」

　俺の言葉に、クルスはこわばった顔で無む理り矢や理り口元を緩ゆるめた。

「……娘を頼たのむよ、ジンくん。僕にはこの家を守る責任がある」

　俺は目を見開いた。

　くそ……。俺はリルネの下もとへと向かおうとして。

　そして足を止める。

「スターシア、二階のリルネを連れて逃げてくれ」

「えっ、ジンさまは……？」

「ここで踏ふみ止とどまるとか言う野や郎ろうを連れて、俺も逃げるさ！　早く行け、スターシア！」

　スターシアは混乱しているようだが、しかし俺の命令には逆らえないのか、その言葉に従ってくれた。去ってゆくスターシアの背を見送り、俺はクルスの横に並ぶ。

　クルスは驚おどろいたように俺を見る。

「信じられないな。バカなのか？　君は」

「そうなんだろうな、こんなのどう考えても逃げた方がいいのに……。くそ、一いつ緒しよに逃げようぜ、クルス。日が変わったらきっとあいつはいなくなるんだ」

「へえ、さすが見聞が広い。なにか知っているようだね。だったらなおさら娘のことを任せられる」

　俺はクルスの肩を摑つかんだ。そうして怒鳴る。

「なんでだよ！　見てみろ！　みんななすすべもなくやられているだろ！　お前だって逃げろよ！」

「そうしたら今度は領民を見捨てて逃げた領主という醜しゆう聞ぶんが回るのだろう。今こそ僕は自らの汚お名めいをそそぐ」

　クルスは眉まゆ根ねを寄せて、自らを恥はじるように笑った。

「すまない、君は優やさしい男だな」

　ひとり踏み止まろうとするクルスを見て、俺の目め頭がしらが熱くなる。

　こんな一いつ瞬しゆんで何人もの命が奪うばわれて、なにがなんだか俺にだってわからない。だが、こんなの許されることじゃないだろう。

　石像をすべて砕き終わったメーソンはこちらを見上げてきた。

「もっともっと美しい芸術でなければニンゲンさまにお見せするわけにはいきませんね。もっともっともっともっとたくさんの石材を集めて唯ゆい一いつ無む二にの完全無欠なる芸術品をそう神の頂にも届くようなものをご用意いたしますがゆえ！」

　俺はポケットから取り出した爆ばく竹ちくにライターで火をつける。侵しん入にゆう者しやをおどかして追い払はらうために持っていたものだ。

　投げつけると、メーソンは激しい音を立てて炸さく裂れつする爆竹に、一瞬だけ気を取られたようだ。

　そこに、クルスは再びクロスボウを撃ち出した。ボルトはメーソンの顔面に突き刺さる。メーソンは揺ゆらぎもしない。それはやはりなんの痛つう痒ようも与あたえてはいないようだった。

「どうすれば死ぬんだよ、あいつは……！」

　俺は思わず歯は嚙がみする。クルスは応援が来るまでここで時間稼かせぎをするつもりだろう。だがその見込みは薄うすい。

　近づかれたら、──終わりだ。

　化け物がスローモーションでこちらに近づいてくる中。

　闇やみを祓はらうように、少女の声が響いた。

「──精せい霊れい召しよう喚かん：サラマンダー！　我が命に従い、常とこ闇やみを砕く炎ほのおとなれ！」

　振り返り見上げれば、彼女は銀糸を編んだような美しき髪かみを揺らして、階下の化け物へと杖つえを向けていた。

　杖の先せん端たんに輝かがやくのは煌きらめく炎。フレアマスターの名の由ゆ縁えんとなる、彼女だけが操あやつる炎だ。

　リルネは叫さけぶ。

「蜥バー蜴ンス槌トラ炎イク！」

　玄げん関かんホールのシャンデリアを飲み込むようにして出現した炎の塊かたまりが、まるで神の拳こぶしのようにメーソンに激しく打ち下ろされた。

　激高した炎は怒号とともにメーソンを覆おおい尽つくした。立ちのぼる火の先端は天てん井じようにまで届き、弾はじけた火の粉が屋や敷しきのあちこちに飛び火する。

　凄すさまじい震しん動どうによって階段の四段目までが崩くずれ落ちた。屋敷中にもうもうと立ち込める黒こく煙えんによって、メーソンの姿は影かげも形も見えなくなる。俺とクルスはともにむせた。

　なんつー威い力りよくだ……。

　手りゅう弾だんなんて目じゃない。ミサイルが直撃したかのような騒さわぎである。

　炎は青白い火の粉をまき散らしながら収束し、そうして一条の赤い光となってリルネの肩に舞い戻もどった。すると光は一いつ匹ぴきの蜥蜴とかげへと姿を変える。

「……どう？　やった？」

　リルネは恐おそる恐る肩の蜥蜴に尋たずねていた。

　真っ赤な炎を尻しつ尾ぽの先に宿した蜥蜴は、老ろう齢れいの男性のような声でつぶやく。

『いいや』

　煙けむりが晴れてゆく。

　メーソンは爆心地にいながら、両手を天に突つきあげるようにして立っていた。

『無傷だ』

　そう言い残し、蜥蜴は火の粉をまき散らしながら虚こ空くうに消えた。

　リルネは青ざめながら、つぶやく。

「……そんな、山をも削けずる炎魔法第三位の、蜥バー蜴ンス槌トラ炎イクが……、まったく効いていないの……？」

　前に鑑かん定ていスキルで見たとき、リルネの使える魔法の最強ランクは第三位だった。つまりこれは、リルネのあらゆる魔法が通じないということじゃ──。

「っ、だったら！」

　リルネは杖をかざした。風の刃やいばや水の槍やり、岩石など様々な魔法がメーソンに降り注ぐ。しかしそのどれも効果がない。

「なんで！　どうして！　あたしの魔法がなにも、なにひとつ！」

　彼女は愕がく然ぜんとしていた。メーソンはゆっくりとこちらを見上げて、そうして不気味な声にはっきりとわかる喜色を混ぜた。

「ああぁ──、見つけましたお嬢じよう様さま──！」

　メーソンは歓かん喜きに震ふるえ、跳ちよう躍やくした。これまでの挙動が噓うそのような俊しゆん敏びんな動きだった。俺は凍りつくリルネを押しのける。今までリルネが立っていた位置にメーソンが着地した。

　炎で焼かれても刃で切り裂さかれても槍で突かれても、メーソンは平然としており、またローブすらその形状を保っていた。

「ば、化け物……！」

　リルネがうめく。

　俺は確信した。こいつは最初から倒せるような相手ではなかったのだ。俺たちにできることはただひとつ、逃げることだけだ。

　俺はリルネを抱だき起こして、その部屋へと飛び込む。後ろからクルスも追いついてきた。

　部屋にはスターシアの姿はない。

「シアは安全なところにかくまったわ……、だから、大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……」

「そうか、よくやった」

「あいつ、なんなのよ……、人を石に変える魔法なんて、見たことも聞いたこともないわ……！」

　俺はリルネの部屋に隠かくしていた消火器を手に取り、安全栓せんを引き抜ぬく。ホースを持って扉とびらに向けた。こんなもの、時間稼ぎにもならないと思うが。

「リルネ、窓から縄なわ梯子ばしごを垂らしてある。クルスと一緒に逃にげるんだ。俺はここでなんとかあいつを食い止める。逃げ切ってくれよ」

「な、なに言ってんのよ！　あんたになにができるっていうの！」

「それを言われるとつらいな」

　俺はひきつった笑えみを浮うかべた。

「でも、自分が助かるより、誰だれかが助かるほうが嬉うれしいんだ。俺はさ」

「なにを考えてんの偽ぎ善ぜん者しやバカ！　いいから行くわよ！　父様も──」

　俺が精いっぱい格好つけた台詞せりふを、リルネは一言で切り捨てた。無理矢理、腕うでを引かれる。指が腕に食い込んで痛い。それだけ必死なのだろう、と俺は他人ひと事ごとのように思った。

　横から伸のびた手が、俺の持っていた消火器を奪い取った。

　クルスだ。

「この取っ手を引けばいいのかな？　変わった武器だ」

「クルス──」

　扉に亀き裂れつが入った。破裂するように残ざん骸がいが散らばる。その奥にメーソンの姿が見えた。

「ああ私の芸術品芸術品芸術品芸術品を貴方あなたには渡わたしません渡しません渡しません渡しません渡しません渡せ──！」

「それはこっちの台詞だよ！」

　立ち止まったクルスが勢いよく薬やく剤ざいを放射する。メーソンの姿は真っ白い粉に包まれた。

　一瞬、リルネが息を吞のむ。

「っ」

　俺は踏み止まろうとする。クルスを置いてはいけない。

　だが、リルネは俺の腕を引いて窓へと向かっていた。抵てい抗こうができない。彼女が風の魔ま法ほうかなにかを使っているのだ。

「リルネ！　クルスが！」

「喋しやべると舌嚙むわよ！」

　俺の悲痛な叫びも届かない。リルネは俺の腕を摑んだまま、その体を窓へと投げ出した。

「クルス──！」

　視界が目まぐるしく入れ替かわる。銀ぎん髪ぱつの伊だ達て男おとこの姿はすぐに見えなくなった。

　ただ、声がした。

「──リルネ！　お前がどんなに僕を嫌きらっても、僕はお前を愛していた！　亡なき妻に誓ちかって、本当だ！」

　二階から一階へ飛び降り、着地した俺たちはその声を聞いた。

　戻ろうとした俺の手を、リルネはさらに強く引く。

「お前、クルスが──」

　リルネが俯うつむきながら怒ど鳴なった。

「──応こたえたら、それが最さい期ごになっちゃうでしょう！」

　リルネが嚙み締しめた下した唇くちびるから血がしたたり落ちているのを見て、俺の頭が冷えてゆく。

　彼女とクルスはきっと、あの場で一番賢かしこい選せん択たくをしたのだ。

　対して俺は、このざまか。

　全身に疲ひ労ろうがのしかかってくるが、まだ終わってはいない。

　俺たちは走り出す。

　リルネの目は紅あかく燃えていた。

「あいつ、殺してやる……、よくもあたしの家族のみんなを……、絶対に、殺してやる……」

　俺たちは裏庭を出て、魔法学校へと向かった。







　学校へ向かって俺たちはひた走る。

　こんな時間でも教師が残っている可能性があるとは、リルネの弁であったが。

　正直、リルネの魔法が通用しない相手に教師なら勝てるのかというと、その目は厳しいのではないだろうか。

　夜の大通りはまったく人の気配がなく、街全体が眠ねむっているかのようだ。

　俺は己おのれの行動を悔くやんでいた。

　拳けん銃じゆうとか、手りゅう弾とか用意できればよかったのか？　一いつ般ぱん人の俺にそんなことができるわけない。だいいち、それらが用意できたところで恐らくあの化け物に効果はなかっただろう。

　だったら三日間の間に魔法だとか、覚えておけばよかったとでもいうのか。あんな曖あい昧まいな《エンディングトリガー》の記述を頼たよりにか。

　俺には想像力が足りなかったのだ。この世界に存在する『脅きよう威い』がどの程度のものかという想像力だ。

　どうして俺は個人の力でリルネを守れるはずだと考えてしまったのだろうか。もっとなりふり構わず色んな人に助けを求めるべきだったのに。

　あらゆる後こう悔かいに押し潰つぶされそうになる中、リルネがなにかに足を取られてつまずいた。

　慌あわてて起き上がろうとした彼女は、信じられないものを見たかのように目を見開いていた。

　俺はリルネを助け起こそうとして、その正体に気づく。

「……え？」

　石化した街の人たちがそこに横たわっていたのだ。その形相はまるで生きながら焼かれたかのようにむごたらしく歪ゆがんでいる。

　まさかという気持ちと、もしかしてという気持ちが相反して表れる。

「あ、あ、あ……」

　嗚お咽えつのようなリルネのうめき声に、俺は振ふり向かずにはいられない。

　見た。道の先にあるという魔法学校から、何人もの生徒が飛び出してきている。その中には俺が招待状を送るつもりだったメイという少女もいた。だが、そこに生きている者はただひとりもいなかった。皆みな、──石になっている。

　あらゆる音が失われた街の中心に立ち、俺はようやく気づいた。

　認めたくはなかった。

　メーソンはとうに住民すべてを、石に変えていただなんて。

　数日間に出会った人々の顔が、走そう馬ま灯とうのように脳のう裏りを駆かけ抜けてゆく。




　イルバナ領、テトリニの街は今、死の都と化していた。




　◇　◆　◇　◆　◇




「ねえ」

　リルネが言った。

「もういいわ、ジン」

「……あ？」

　路地、大通り、広場、詰つめ所。どこに行っても、人々は石に変わっていた。生身の人間はたったのひとりもいなかった。

　リルネの誕生日を楽しみにしていたあの魔法学校の少女たちも、奴ど隷れい商も、酒場で飲んでいた男たちも、皆、石に変わっていた。

　星の降る夜に静まる街は、死で覆おおい尽つくされていた。

　俺たちは体力の限界まで走って、路地裏に身を隠していた。いずれすぐにここも見つかってしまうだろう。

　本当に、なんでこんなことになってしまったのか。

　突とつ如じよとして現れたメーソンというひとりの化け物が、俺たちの平へい穏おんと日常のすべてを奪うばっていったのだ。

　そんなとき、井い戸どと水みず桶おけを指差して、汗あせに濡ぬれたリルネが息を切らしながら笑う。

「あなたは元の世界に帰って」

　俺は眉まゆをひそめた。

「……なに言って」

「見えているんでしょう。『あっちの世界』が」

「…………」

　今まで言ったことなんてなかったはずなのに、リルネは気づいていたのか。

　見えている。

　水面の向こうには、いつだって日本が広がっている。

　汚よごれているけれど、平和で、安全で、人殺しとは無む縁えんの世界だ。

　リルネは俺の肩かたを叩たたいて、言った。

「ありがとう、ここまで手伝ってくれて。あと少しでしょう？　あたしだけでも逃げ切って見せるわ」

　寝ね間ま着きにローブを羽織っただけの彼女は、震ふるえている。

　彼女が上手に作ろうとした笑みはこわばっていて、痛々しかった。

　俺はなにも答えなかった。

　確かにこのまま逃げていても、結局ふたりとも殺されるだけかもしれない。リルネはクルスと同じ選択をしようとしているのだろう。

　夜よ闇やみについたため息が、溶とけて消えてゆく。

　リルネは汗で張りついた銀髪を指で分け、静かに首を振った。

「もうあたしのせいで死ぬ人が増えるのは、嫌なのよ」

　俺は強く否定する。

「お前のせいじゃない。あの化け物のせいだ」

「……でも、あれが狙ねらうのはあたしでしょ」

「襲おそわれた方が悪いはずがない。絶対にだ」

　そう言い聞かせたところで、彼女が納なつ得とくしないのはわかっていた。目の前でメイドや使用人、それに父親までも失ったのだ。彼女はいつまでも自責の念を抱いだき続けるだろう。これからも、ずっと。

　俺にはリルネの呪のろいを解くことはできない。その悲しみを肩代わりしてやることも、なにもしてやれない。

　言葉すらも弱い、無力なこの身がひたすらに悔くやしかった。

　異世界と現代を行き来できる力なんて、なんの役にも立たない。

　少女ひとりを救うことすらできやしない。

　俺は思いっきり人を助けられると思って、この世界にやってきたのに。こんなんじゃなんの意味もなかった。

　ただ、『人ひとりができること』の限界を知っただけだった。

　俺は打ちひしがれていた。

　いつまで経たっても歩き出さず、ただ固く拳こぶしを握にぎる俺を眺ながめながら、リルネは思いきり顔をしかめた。

「なんで、あんたは」

　そこにはあらゆる理り不ふ尽じんに対する憎ぞう悪おが混じっているような気がした。なにひとつ自分の思い通りにならないことに憎にくしみを覚えるかのように、リルネはつぶやく。

「……なんで人のために、そこまでするの。意味わかんない」

　俺の口から、血のような言葉がこぼれ出た。

「別に、人から感謝をされたいわけじゃないんだ」

「だったら、なんで」

「……」

　どうしようかと迷う。

　どう考えても今みたいな切羽詰まった状態でする話ではないし、きっと理解してはもらえないだろう。

　それでも、今のリルネに誠実さを欠いた言葉を告げるわけにはいかないのだと強く思った。だから俺は答える。

「ば、祖ば母あちゃんがさ」

「……へ？」

　リルネの反応に、俺は自分の頰ほおが熱くなるのを感じた。

　俺はそっぽを向きながら、続ける。

「祖母ちゃんが見てんだよ、天国から……、だから、俺は俺を裏切るわけにはいかねえんだ。せめて祖母ちゃんに会うときは、胸を張って会いにいけるように、さ」

　俺がそう言うとリルネは『こいつマジ？』という顔をして、目を瞠みはっていた。

　言わなきゃよかった……。くそう、絶対に変なやつだって思われてしまった……。

　不信感を助長する結果になってしまったのではないだろうか。俺は頭をかく。

　リルネは面おも白しろがるように尋たずねてきた。

「あんた……、おばあちゃんっ子だったの？」

「うぐ、そ、そうだよ」

　悪いかよ。

　リルネはまるで可か哀わい想そうなものを見るような目で、俺を見つめてきた。

「異世界まで見てるとか、どんだけ千里眼なの、あんたのおばあさま」

「揚あげ足あし取るんじゃねえよ！」

「それに死んだっておばあさまに会えるとは限らないわよ。あたしみたいにもう一度人生をやり直す可能性だって」

「俺もお前もレアすぎるケースだろ！」

　顔をあげて声を荒あららげると、リルネは「ふふっ」と笑っていた。

「ばかね、あんた本当に」

　目を細めた彼女の深い表情に、俺は一いつ瞬しゆんだけ見とれてしまった。

　あふれ出しそうな悲しみを胸に抱かかえながら、それでも希望を捨てず、不条理な殺さつ戮りくと暴力に立ち向かおうとする鮮せん烈れつな表情だった。

　こいつ、やっぱり俺より年上なんだな。

　俺なんかが救ってやろうって思うのがおこがましいような、自分ひとりでもなんとか生き残ってやるとでも言わんばかりの彼女を見て。

　つられて、俺も少し笑った。

「エンディングトリガーの達成まであと少しだ。そうしたらあっちの世界からたくさんポテトチップス持ってきてやるからな」

「それは死んでいられないわね」

　リルネに手を伸のばすと、彼女はその手を摑つかんだ。

「頼りにしているわよ、ボディーガードさん」

「ああ、任せてくれ、お嬢じよう様さま」

　恭うやうやしく一礼する俺を見て、リルネはまたかすかに笑った。

　短い間の付き合いだとしても、関係ない。俺はその笑え顔がおを絶対に失いたくないと思った。

　──そのときだ。

　俺たちが潜ひそんでいた路地裏。それを挟はさむように建つ塀へい越ごしの建物に光が走るのを俺は見た。

「危ない！」

「えっ？」

　リルネの盾たてになるかのように体を滑すべり込ませた俺の見上げる先だ。一瞬輝かがやいた光が静まった直後、建物がバラバラに分ぶん割かつされてゆく。屋や敷しきの扉とびらが破は壊かいされたのと同じようにだ。

　メーソンはもうそこまで迫せまってきていたのか。

　同じように塀にも閃せん光こうが走る。ここにいては同じような運命を辿たどると思った俺は、リルネを抱だきかかえながら大きく跳とんだ。

「や、ちょっ、えっ!?」

　リルネの騒さわがしい声を聞き流しながら、俺は振ふり返る。

　すると崩くずれ落ちた塀の向こうから、ぬらりと一いつ匹ぴきの黒衣の化け物が姿を見せた。夜に紛まぎれることない黒い姿は、邪じや悪あくを凝こり固めたようだ。

　メーソン──。

　正体不明。本名不明。素す顔がお不明。種族不明。動機不明。

　ただ目的だけがハッキリとわかる。

　──リルネ＝ヴァルゴニスの殺害。

　俺はその運命を変えるために今、ここにいるのだ。

「リルネ、逃にげるぞ！」

「う、うん！」

　希望はまだ失っていない。

　二月二十七日の終わりは、確実に近づいてきているのだから──。







　体力の限界とともに、俺たちはついに追いつかれた。

　そこはまるで月に至るかのような大通り。

　背に満月を背負い、不ふ吉きつな気配をまとわせた男がやってくる。

「くくくけはははどうですか見てもらえましたか私の芸術品。そう今はこの街全体が私の展示場なのですよ。絶望に染まった顔で石化する男！　泣き叫さけびながら死にたくないと懇こん願がんし地を這はいつくばりながら石に変わる女！　この街には感情が溢あふれている！」

「──黙だまりなさい！」

　反射的にリルネが手のひらから炎ほのおを放った。生身相手ならば焼しよう死し体たいも残らないような苛か烈れつな炎は、黒いローブをわずかに揺ゆらしただけにとどまる。

　石化した街を浮うかび上がらせた炎は一瞬にして搔かき消えて、再び静せい寂じやくが戻もどる。それに異を唱えるかのように、リルネはなおも腕うでを振るう。

「──千回殺したところで、万回殺したところで、あんたの罪は永えい劫ごうに晴れないわ！」

　敵を誘さそい込んだのは、あるいはリルネだったのかもしれない。

　次々と、次々と炎が放たれてゆく。空から叩きつけられる炎の槌つち。地面から噴ふき出す火柱。空中で爆ばく散さんする炎の塊かたまり。それらは大通りの地面を溶かし、辺りを火の海へと変えた。

　これほどの火力をたったひとりの少女が叩き出しているという事実に、俺は恐きよう怖ふを通り越こして羨せん望ぼうすらも抱いた。

　リルネが本気になれば、この街を一晩と経たたずに焼き尽つくすこともできるだろう。これが魔ま法ほう使つかいの真の力なのか。

　周囲の気温は急きゆう上じよう昇しようした。黙っていても汗あせが噴き出す。乾かわいた風に喉のどがからからに干ひからびてゆくが、それでもリルネは魔法を撃うち続けた。

　炎の円えん舞ぶはメーソンの姿を覆おおい尽くす。見えない標的めがけてリルネは息切れしながらも、火か炎えんを撃ちこむ。

　サラマンダーが躍おどり、その尾おが揺れるたび、さらに街は赤く煌きらめいた。生じた赤熱はもはや地下深くまでただれ落ち、地面に空いた深い穴の底が見えなくなる。ここが地球ならばコアにまで繫つながっていそうな穴が穿うがたれた。

　まるで無限に思えるほどの時間が過ぎ、リルネはがくっとその場に膝ひざをついた。

　俺は慌あわてて彼女を支える。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……はぁ、……はぁ……」

　目の焦しよう点てんが合っていない。精根尽き果てるまで魔法を放ったのだろう。彼女はつつつと鼻血を垂らしていた。

　無意識に顔の血を袖そでで拭ぬぐったリルネはせき込んだ。地面に吐はいた唾つばはそれもまた、鮮あざやかな血の色をしていた。

「おい、リルネ！」

　強く呼びかけると、彼女の体にわずかな力が戻った。

「……、うん、平気……、大丈夫……、あいつは……？」

「わからない。お前の炎でなにも見えねえよ」

「へへ……、ざまあみろ、だわ……」

　よろめきながらも、リルネはひとりで立ってみせた。口元に浮かんだ薄うす笑わらいは、しかし次の瞬間に粉々に破壊された。

「この程度この程度この程度この程度『精せい霊れい』程度で私をどうにかできるとお思いですか？　おおそれは！　なんという憐あわれな願望！　熱願！　本ほん懐かい！　しかし！　しかし叶かなわず！　能あたわず！」

　炎の中から、メーソンは現れた。

　その姿、その足取り、その不気味さ。どこにもなにひとつ別状はない。すなわち──化け物は無傷であった。噓うそだろう。リルネがあれほど、あれほどやったのにかよ……！

　俺は奥歯を嚙かみ締しめた。

　なんなんだよ、こいつは……、本当に……。

　リルネが納なつ得とくできないとばかりに叫ぶ。

「なんなのよあんたは！　なんであたしを狙ねらうのよ！　こんな、街の人を大勢巻き込んでまで！　なにがしたいのよ！」

　まったくだよ。俺はリルネをかばうように立ちながら、メーソンの一挙一動を見み据すえる。

　炎に照らされながら、不条理の権ごん化げは立ち止まった。

　俺たちは身を硬かたくする。

　リルネの問いに答えてくれるとは思っていなかった。だが、メーソンは落ち着いた態度でこちらに袖を突つきつけてきた。

　そうして例のひどく聞き取りにくい声を発する。

「それは貴女あなたが私たちの芸術を脅おびやかそうとしているからですよ私はただ己おのれの矜きよう持じを守るためだけに貴女を『加工』しようとしているに過ぎませんええそうですとも大義は我われらが手にあり！」

「……なんなの……」

　青ざめたリルネの震ふるえる唇くちびるから声が漏もれる。

　大義……？　己の矜持を守るために……？

　わけがわからない。

　メーソンは腕を振り上げる。

「貴女の持つ『力』はいずれ必ず我々の芸術を脅かす！　それがわかっているからこそこうして使命を果たしに来たのではありませんか！」

　リルネはぎゅっと胸を押さえる。

「あたしの『力』って……、あたしの魔法は通用しなかった。なにも……。あたしには、なにも、ないわ……」

　転生し、コツコツと努力を重ねていった結果、比類なき天才とまで呼ばれたその魔法が一いつ切さい通用せず。

　そして生まれたときから大切にしてくれたメイドや使用人の命を奪うばわれた。

　リルネの小さな体は、もはや挫けてしまいそうだった。

　──だから、俺がリルネをかばうように前に出る。

「お前が誰だれであろうと何者であろうとも知ったこっちゃねえ……」

　メーソンを見据えながら、俺は怒ど鳴なる。

「お前はたくさんの人を傷つけて、この街を悲しみで覆い尽くした。そんなの絶対に許されねえだろ……！」

　俺の中のすべてがメーソンを悪だと断じている。

　世界は複雑になり過ぎて、単純な悪など存在せず、だから正義の味方もどこかに消え去ってしまった。

　しかしいるのだ。ここには間ま違ちがいなく、その『悪』そのものが。

　だが、メーソンは俺の叫びになんの感情を示すこともなかった。

　俺をまるで見ていない。路ろ傍ぼうの石とでも思っているのか。くそ。

　メーソンはゆらりと右腕を掲かかげた。手慣れた有様で、街中の人々をそうしたように、俺たちを始末するつもりだ。

「なにが芸術だ！　お前のやっていることはただの大量殺人じゃねえか！　石メ工ー職ソ人ンを名乗るなら、てめえの墓石でも彫ほってろ！」




　その直後──。

　──ピピピ、ピピピ、とアラームが鳴った。




「ジン！」

「あ──」

　俺はハッとした。

　鳴っているのは、上着のポケットだ。あらかじめセットしていた。日付が変わったことを告げるアラーム。

　その次の瞬しゆん間かん、メーソンの体がフッと。

　まるで噓のように、搔き消える──。

　……ってことは……？

　いまだ半信半疑ながら、どきりと胸が高鳴る。

　リルネもまた、わずかな喜びを顔に浮かべていた。

「終わった……？」

「ああ、終わったんだ」

　俺たちは手を握にぎり合う。

　二月二十七日は終わった。俺たちは死の運命を乗り越えたのだ──。

「リルネ……、無事か……？」

「ぜんぜん無事じゃないけど、なんとかなった、のかな」

　リルネは煤すすだらけになった自分の服を見下ろして、ぼうっとした顔でつぶやいた。

　それでも、いいじゃないか。

　彼女の命が助かったのだから──。




　刹せつ那な、ぶわりと風が薙なぐ。黒い霧きりだ。




「それではニンゲンさまここいらで幕引きといきましょう致いたしましょうあまりにも長々と続く演目は退たい屈くつ極きわまりなくつまらなくつまらなくつまらなくなくなく」

　死の街に朗々と響ひびくメーソンの口上──。

　え？

　その向こうにあったのは、確かにメーソンの姿だった。

　なんで。

　黒い風を浴びた俺とリルネは、気づく。

　──メーソンは消えたんじゃない。やつがこれまで以上に大量の黒い霧を発生させていたため、その姿が見えなくなっていただけだったのだと。

　背筋が凍こおりつく。

　──俺の指から先が徐じよ々じよに石に変わっていた。

「噓だろ──」

「ジンっ！」

　絶望はさらに忍しのび寄る。

　──隣となりに立つリルネもまた同じように、その足首から先が石化している。

「ジン……、あたし、足の感覚が……！」

　リルネはすがりつくように俺の腕を強く摑つかむ。恐怖に見開かれた碧あお色の目には、絶句する俺の表情が映り込んでいた。

「なんで……」

　口から自分のものではないようなしゃがれた声が出た。

「────死の運命は回かい避ひできたんじゃなかったのかよ！」

　俺は絶ぜつ叫きようした。

　髪かみをかきむしる。

　時計はぴたりと合っていた。この世界と元の日本の時間の流れはまったく同じだ。電波時計を持ち込み、元の世界とのずれを何度も観測して、確かく認にんしたはずだった。

　それなのに、なぜ──。

　俺は認めたくなかった。

　──『エンディングトリガー』とやらが、俺の望むものではなかったということを。

　今まで目指していた道しるべが蜃しん気き楼ろうのオアシスでしかないと知った男の末路は、憐れなものだった。

　生きながら石に変わり果て、そして砕くだかれるのを待つのみ。

　愚おろかなのは、隣に立つ少女を巻き添ぞえにしてしまったことだ。

　最初から信じられるものなどなにもなかった。

　そうだ、この力だって誰から与あたえられたものだかわかったものじゃない。エンディングトリガーだって本当なのかどうかわからない。

　なんで俺はこんなものを信用して、こんなものにすべてを託たくしてしまったんだ。

「噓だろ、おい……。なんだよこれ、なんなんだよ……」

　指先の感覚がなくなってゆく。どんなに動かそうとしても、そこに力は伝わらない。回路を断たたれたかのようだ。生きながら石に変えられるのはこんなにも恐おそろしいことなのか。

　自分の体が自分のものではなくなってゆくかのような感覚に、俺は悲鳴をあげそうになってしまう。

　メーソンへの憎にくしみに満ちていた。ここで死ぬことへの恐きよう怖ふに満ちていた。リルネを救えなかった悲しみに満ちていた。愚かな自分への嘆なげきに満ちていた。理り不ふ尽じんな運命への怒いかりに満ちていた。

「ジン、どうして、ジン……、やだ、ジン……、死なないで……！」

　リルネと目が合った。足元から石に変わってゆく彼女は、なおも俺の腕うでを引く。それを握り返す指すらも、俺はもう動かせない。胸から下はすでに石に変わっていた。

　彼女の瞳ひとみに涙なみだが浮うかぶ。どうやらリルネよりも俺の石化の進行のほうが倍以上早いようだ。すぐに石化の侵しん蝕しよくが首までやってきた。

　俺は彼女を見つめながら、小さく口を開いた。

　ごめんな、と言おうとした。

　だが、すでに顔面の下半分は石に変わっていた。

　最さい期ごの言葉を告げる自由すらも、俺にはもうない。

　ミシミシという音が耳の奥から聞こえてくる。

　視界が奪われた。なにも見えない。

　最期に見たリルネの顔は、悲ひ哀あいと恐怖にひきつっていた。街中で石に変わっていたものたちと同じように。彼女は絶望のままに死んでゆくだろう。

　俺は頭の中でもう一度繰くり返した。

　ごめんな。

　すぐに脳も石に変わるだろう。

　俺は彼女を助けられなかった。

　物語はここで終わりだ。

　──俺は誰も救えなかった。




　暗くら闇やみの中に光が瞬またたいた。

　それは耳の奥ではなく、もっともっと深いところから響いてくる声だった。




『エンディングトリガー：１を達成しました。固有スキルを取得します』




　固有スキル。

　胸の中でそうつぶやいた次の瞬間、ウィンドウが開いた。それは俺も初めて見る、俺自身の力だった。




❖トリガースキル：トリガーインパクト《発動可能》




　トリガーインパクト。

　その力ある言葉を、俺は心の中でつぶやく。

　冷たい石に変わったこの体に、再び熱が戻もどってくるような気がした。

　トリガーインパクト。

　もう一度つぶやくと、心臓が脈を打つ。それは確かに俺が生きている証あかしだった。

　まだ終わっていないのか。

　俺の物語は、まだ終わっていないのか。

　遅おくれてやってきた運命の女め神がみが、微笑ほほえんでいるような気がした。

　拳こぶしを握り力を放てと、リルネを救えと、俺にそう命じているかのようだ。

　だったら──。




　目を見開く。石に変わっているはずの俺には、リルネにゆっくりと近づくメーソンの姿が見えていた。

　胸むな元もとまで石へと変わったリルネは、メーソンから逃のがれようと精いっぱい背を反らしている。だが足が動かない。

　メーソンはそんなリルネに手を伸のばす。袖そでから現れたのは人の腕ではなく、まるでノミのような形をした触しよく手しゆだった。扉とびらや家屋を破は壊かいしたのはこの触しよく腕わんだったのだろう。

　ふたりの距きよ離りはすでに息がかかるほどに近い。

　いつも凛りん然ぜんとしていたリルネが、泣きながら俺になにかを叫さけぶ。

「ごめんなさい、ジン……、あたしのせいで、あなたまで、ごめんなさい……、ごめんなさい……！」

　バカを言うなよ。勝手に首を突つっ込んだのはこっちだろ。

　謝るのは俺の方だ。

　だが、その前に──。

　俺は歯を嚙かみ締しめた。




「──このクソ野や郎ろうを一発ぶん殴なぐってからな！」




　俺の全身を覆おおっていた石が、内側からまるで殻からのように弾はじけ飛んだ。服をまとった俺の姿があらわとなる。

　二種類の驚きよう愕がくの視線が、俺を貫つらぬく。

「え？」

　リルネは涙の浮かんだ目を見開いている。

　メーソンもまた俺を向いて、硬こう直ちよくしていた。

「──貴方あなたは『何処どこ』から現れた!?」

　なぜではなく、どうやってではなく、メーソンが『どこから？』と問うたことの意味はわからず。
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　俺はとにかく、渾こん身しんの力で左足を踏ふみ込んだ。

　力の使い方はわかっている。この夜を引き裂さくような一打をぶちかますために、俺は引き絞しぼった右腕の拳を強く固めた。

　化け物め。

　人々の暮らす街を蹂じゆう躙りんした報むくいを受けるがいい。

　左足に体重を乗せて、俺は全身で突っ込むようにして右腕を加速させた。拳に宿った光がまるで流星のように長い尾おを引く。

　右腕が灼やけるように熱い。この胸もまた同じように。

　光は弧こを描えがき、握にぎり固めた五指をただひとつの聖せい槌ついに変える。

　狙ねらいは啞あ然ぜんとこちらを見ている無防備極きわまりないメーソンの顔面だ。

　その闇を搔かき消すように俺は拳を放った。

「──トリガーインパクトォおおおおおおッ！」

　衝しよう撃げきの瞬しゆん間かん、まばゆいほどの光が世界を覆った。

　メーソンの顔面に突き刺ささった拳に伝わるのは、確かな手ごたえだった。

　パァンという空気が弾けるような音が響ひびき、俺が体中で叩たたきつけた一撃スキルによって、メーソンは後方に吹ふき飛んでゆく。

　今までなにをしてもダメージを与えることができなかったメーソンが、初めてまともに攻こう撃げきを食くらったのだ。

　よろめきながらも踏み止とどまったメーソンの頭部には、光が宿っていた。それは俺の拳から放たれたトリガーインパクトの光だ。

「この私が私が私が私が『加工』する前に自らみずから自ら自らみずからみずから自ら『叛アンチパニツ罰シユメント』を破るなどと──!?」

　メーソンの口調はさらに奇き怪かいさを増していた。ローブの裾すそから伸びた触手で頭を押さえようとするメーソンだったが、しかしその頭部は妙みように膨ふくらんでゆく。まるで内側に空気を入れられたかのようだ。

　風船が弾けるようにしてその頭部が爆はぜた。黒い霧きりが空気中に散布される。だがクロスボウを受けたときとは全く違ちがっていた。メーソンの体がしぼむようにして徐じよ々じよに傾かたむいていっているのだ。

　俺は右拳を振ふり切った体勢のまま叫ぶ。

「てめえが石に変えた街の人たちを元に戻せよ！　メーソン！」

　が、メーソンは俺に向かって金切り声をあげるのみ。

「まさかまさかまさかまさかまさかまさか、貴方も──主人公メサイア！　こんなところにふたりの主人公メサイアがそんなまさかまさかあああああああああああああああああああああああ！」

　絶ぜつ叫きようするメーソンの体はさらにしぼみ続けてゆく。メーソンは袖から何十本もの触手を出し、自らの体に巻きつける。その場に触手の一本を突き刺し、高速回転を始めた。なんなんだ。

　──凄すさまじい速さで回転するメーソンは、ある瞬間を境にぴたりと搔き消えた。目を離はなしたつもりはなかったのに、消え失うせたのだ。

　土に潜もぐったのか空を飛んだのか、あるいはもっと超ちよう常じよう的な力か。とにかくメーソンは一瞬にして姿を消した。

　街が燃える音とその匂においだけがあとに残っていた。

　俺は茫ぼう然ぜんと、つぶやく。

「……逃にげた、のか？」

　どこかの暗闇から再び化け物が現れそうな気がして、俺は辺りを見回す。

　だが、なんの気配もしない。

　……そうか。

　握った拳を開こうとするが、しかしそれは固まったかのように動かなかった。左手で無む理り矢や理りにも開く。手のひらの汗あせが外気に触ふれて熱が霧む散さんした。

　途と端たん、全身からどっと力が抜ぬける。凄まじい疲ひ労ろう感かんだ。気を抜けばその場に倒たおれ込んでしまいそうだった。

　って、こうしている場合じゃ。

「リルネ……！」

　俺はふらつく頭を押さえて、石に変わりつつあった彼女に顔を向ける。

　すると、そばにいたリルネの胸から下の石が、ぽろぽろと剝はがれ落ちてゆくのが見えた。

「あ、あ……、ジン……」

　徐々に彼女の素す肌はだが見えてくる。俺は心の底から安あん堵どした。完全に石化する前だったから間に合ったのか。

　よかった。

「リルネ、本当に、よかった」

　俺の全身から力が抜けてゆく。

　立っていられなくなった俺は、その場に崩くずれ落ちた。

　リルネが胸を押さえながら、俺に駆かけ寄ってきた。必死に俺を呼ぶ声がする。

　ああ、ちゃんと動けるようになったんだな。よかった。本当に。

　俺は泣き出しそうな気持ちのまま、目を閉じた。

　よかった。俺は、リルネを──。

　──たったひとりでも、救えたのだったら。

　俺がここにいたことは、無む駄だじゃなかったんだ。

　祖ば母あちゃん、見ててくれたか。

　俺は、人のために尽つくせたかな。

　意識が少しずつ遠ざかる中、この体を揺ゆらすリルネの手の感かん触しよくを俺は、まるでゆりかごのように心地ここちよく感じていたのだった。







《エンディングトリガー：１》




《二月二十七日、リルネの死の運命を覆くつがえせ》




　達コンプ成リート──。










[image: 第三話　きょうという日を一生忘れない]




　俺は夢を見ていた。どこまでも落ちてゆく夢だ。

　周囲にはなにもなく、そこは真っ暗くら闇やみで、ただ落下感だけが体を支配していた。

　そうか、ここは奈な落らくで俺は死んでしまったんだな。残ざん酷こくな理解が俺を納なつ得とくさせる。

　そんな中、足元からわずかに光が立ちのぼっているのが見えた。

　俺は目を凝こらす。

　なんだろう、あれは。

　柔やわらかくて、暖かな光だ。

　気づけば、辺りの暗闇の中に燐りん光こうのようなものが混ざってきた。夜光虫のような輝かがやきだ。触れようとしても光は俺の手からすり抜ける。

　……ここは、奈落ではないのだろうか。

　しかしいつまで経たっても、どんなに落ち続けていても、光の下もとにはたどり着けない。

　あれは幻まぼろしなのだろうか。本当はそこに光などなくて、希望を求める俺が勝手に創つくりだした幻げん想そうなのだろうか。

　そんなことを思っていた矢先、俺のそばに燐光に照らされた人ひと影かげが現れた。

　まったく気が付かなかった。暗闇の中、一いつ緒しよに落ちていたのだろうか。

　髪かみが長く、手足が細い。腰こしはくびれ、全体的に丸みを帯びたシルエットをしていた。自分と同じようになにも着ていない、少女だ。

　彼女はきらめくような銀ぎん髪ぱつと艶つややかな黒髪を併あわせもつ、奇き妙みような髪をしていた。ふたつの色は斑まだらのように混ざり合い、美しいハーモニーを描えがいている。

　俺が気づいたのと同様に、彼女もこちらを見た。目の色は黒に近い碧あお色。澄すんでいて綺き麗れいだった。

「ジン！」

　その声は轟ごう々ごうと耳を襲おそう風の音を貫つらぬくようにして、聞こえてきた。

　記き憶おくの中にある声とは違ちがっていたが、彼女が誰だれだかすぐにわかった。

「まさか、リルネなのか？」

「そうよ、当たり前でしょう！」

　彼女は威い張ばって言ったが、その顔もわずかに違う。

　だが俺は奇妙な納得を受け入れた。現実との整合性に欠けるのは、夢なのだから当たり前と言えば当たり前だろう。

　しかし、彼女が口元に浮うかべた勝ち気な表情はリルネそのものだった。

「ここは、どこなんだろうな」

「わからない、さっきからずっと落ち続けているんだけど」

　お互たがい知っていることはなにもなさそうだ。夢の中のリルネになにを期待しているのだろう、と俺は思う。

「足元に光があるよな」

「そうね、このまま落ち続けていればたどり着けるのかしら。でも、いつまで経っても近づいている気がしないんだけど」

「……俺もそう思っていた」

　リルネは腕うでを掲かかげた。

「それよりも、あたしたち以外にも人がいるみたいね」

「え？」

　それは気づいていなかった。辺りを見回す。

　すると、本当だ。

　何人だ？　ハッキリとは見えない。俺たち以外にも落下している人影があった。

「みんな、下の光へ向かっているのかしら」

「わからない。まあ、向かうしかないだろうさ。俺たちにできるのは落ちることだけなんだから」

「……そうね。でも呼びかけてみたらなにかわかるかも。おーい！」

　リルネは思いついたことを即そく実行してみせた。相変わらず男前な女だ。

　こちらの声は届かない。落下している最中だ。突とつ風ぷうが常に耳を襲っているようなものだからな。

　それでもリルネは繰くり返し呼びかけてみせる。

　するとだ。はるか遠くにいるはずの人影が、こちらに大きく手を振っているのが見えた。

　男だか女だかもよくわからない。シルエットだけの姿だが、通じたようだ。

「ほら、ちゃんと届くじゃない！」

「……そうだな」

　だが、新しい情報を得るというのは、難しいようだ。この空間はあまりにも広大過ぎて、俺たちはとてつもなく距きよ離りが離れている。互いに近づこうとしても、何時間も何日もかかりそうだ。

　リルネはなんとか魔ま法ほうを唱えようといろいろ詠えい唱しようをしているが、うまくいかないようだ。

　目を凝らせば、彼らは人間であることがわかった。男性も女性もいる。いったいここはどこなんだろう。

「なあ、リルネ」

「うん？　なあに？」

　振ふり返ってきたリルネに、俺は指し摘てきする。

「なんで俺もお前も、裸はだかなんだろうな」

「えっ!?」

　そこで初めて気づいたように、リルネは顔をあげた。

　風に揺れる自らの裸ら身しんを見下ろし、彼女は慌あわてて胸を押さえた。

　その顔は、真っ赤だ。

「な、ななな、なんであたしがこんな夢を見ないといけないのよ、バカ！」

「えっ、ちょっ」

　リルネは手を振り上げ、俺の頰ほおを思いっきり張った。

　夢の中だからか、いつものような容よう赦しやはまったくなく。

　──直後、俺の意識は覚かく醒せいした。







「……ん、んん……」

　俺はゆっくりと頭をもたげる。

　硬かたい地面に横たわっていたらしく、節々が痛い。

　辺りはまだ夜のままだ。俺は起き上がりながら頭かぶりを振った。

「……そうか、トリガーインパクトを使った俺は、メーソンを追い払はらって」

　そのまま気絶をしてしまったようだ。

　戦いの跡あとがくっきりと残る大通りにて、俺はため息をついた。

　ひどく疲つかれていた。体が重い。今すぐにでも、布ふ団とんに潜もぐり込んで眠ねむりたかった。

「って」

　すぐそばには裸で倒たおれているリルネがいた。俺は慌てて彼女に駆け寄る。

「お、おい、リルネ！」

　眠るように目を閉じた彼女の肩かたに触さわると、その体は冷えていた。

　俺が気絶したあとに、なにかがあったのだろうか。慎しん重ちように揺り動かす。

　その胸のふくらみや腰の細さにドキドキしている暇ひまはなかった。俺は血の気が失うせた気分だった。

「なあ、リルネ、リルネ……、しっかりしろ、リルネ……！」

　その小さな体を揺すりながら何度も声をかけると、彼女はやがてうっすらと目を開いた。

　よかった。呼吸も安定している。無事のようだ。

　体が冷えていたのは単純にこの季節に裸でいたからだろう。早く帰って暖かい格好に着き替がえたほうがいい。

　俺はホッと息をついて──。

「ちょ、ばか！　なに勝手に人の夢に出てきてんのよ！」

　目覚めたリルネは自分の体を抱だきしめながら、俺に怒ど鳴なってきたのだった。

　俺と彼女は、同じ夢を見ていたのだろうか。







　結局──。

　街の住人の石化は解けていなかった。

　俺はリルネに外がい套とうを貸して、深夜の街をふたりで並んで歩く。

「……」

「……」

　お互いに会話はない。無事だったことを喜べるような気分ではなかった。

　生き残った俺たちに、石化した街の人は『なぜ助けてくれなかったのか』と糾きゆう弾だんしてきているようだった。

　疲れ果てた気持ちで歩き、リルネの屋や敷しきまで戻もどってきた。

　破は砕さいされた玄げん関かん扉とびらが、つい数時間前の惨さん劇げきを忘れるなと俺たちに思い知らせているかのようだった。

　当然、地面に砕くだけて転がる使用人たちもそのままだ。

　そんなとき、リルネが急に立ち止まって屋敷を見上げた。

「そういえば……！」

　彼女は長い銀髪を揺ゆらしながら、走り出した。

「あ、おい、リルネ！」

　リルネは石像だったものが転がる玄関ホールを抜ぬけ、崩くずれかけている階段によじ登ると、そのまま一心不乱に自分の部屋へと向かった。

　俺はそのあとを追う。

　リルネだって体力は残っていないだろうに、ふらつきながらも彼女は自室へと飛び込んだ。

　そうして、立ち止まる。

　リルネの部屋の中央には、石化したクルスの姿があった。

　両手を広げて、まるで窓をかばうようにして立つ、イルバナ領領主。その姿に、俺は息を吞のんだ。

　石化しながらも、それは凄すさまじい気き迫はくを漂ただよわせている。目を見開き、歯を食いしばり、敵に抗あらがうという意志を湛たたえた形相。その姿に俺は、畏い敬けいの念を抱いだく。

　娘むすめを守る父の姿、か。

　……クルスがいたから、俺たちは二月二十七日を逃にげ延びることができたんだろう。

　月並みな言葉だが、彼の犠ぎ牲せいは無む駄だではなかった。しかし、そのことを口にするのはあまりにも陳ちん腐ぷ過ぎて、俺はなにも言えなかった。

　リルネはしばらくその石像の前で拳こぶしを握にぎっていた。

　うつむく彼女の表情はここからでは見えない。だが決して泣いているようには見えなかった。

　泣きたい気持ちを抑おさえて、気き丈じように振る舞まっているんだろうか。だったら思う存分泣いてしまえばいいのに。

　そんなことを思っていると、リルネはクルスに背を向け、おもむろにクローゼットへと向かった。

　開く。そこには服が散乱している。ぐちゃぐちゃだ。

　その奥、リルネが作った秘密基地から、──長い亜あ麻ま色いろの髪かみがこぼれ出ているのが見えた。

　ハッとした。

「まさか！」

「うん」

　リルネはゆっくりと戸を外す──。

「あんただけでも逃げなさいって言ったのに、聞き分けがなかったから、気絶させてクローゼットの中に放ほうり込んでおいたの」

　──そこには目を閉じて、ぐったりと横たわるスターシアの姿があった。

　だが、確かに生きている。胸を上下に動かして、呼吸している。

　……こいつ、友達になりたいって言った子にも本当に容赦ないな。気絶させた、って。

　リルネは緊きん張ちようの糸が切れたかのように、その場にへたり込んだ。

「……よかった」

　それは絞しぼり出すような声だった。

　リルネの両目から涙なみだがあふれる。

「よかった、本当に、よかったよ……、よかった……」

　リルネは泣きじゃくった。

　いなくなった人を偲しのんで泣くのではなく、助けた人が生きていてくれたことの安あん堵どに泣くのがなんだか彼女らしいな、と俺は思った。

　俺はリルネを。そしてリルネはスターシアを助けることができた。

　……俺たちがこの街の、たった三人の生き残りか。




　その後、リルネは最後の力を使い果たしたかのように、座り込みながら寝ね息いきを立て始めた。丸一日起きていたあとに街を走り回って、そしてあれだけの魔力を使ったのだ。むしろ今までよくもったほうだろう。

　俺は彼女とスターシアを、ベッドに運ぶ。

　それから隣となりの部屋──空き部屋に立ち入って、その床ゆかに身を投げ出した。

　もう離はなれまで向かう元気は残っていないから、ここでいい。

「……長い一日だった。本当に、本当に……」

　俺は目を閉じる。

　今度は夢を見なかった。俺は泥どろのように眠った。







　起きると、俺の体には毛布がかかっていた。誰だれかがかけてくれたんだろうか。

　外から差し込む朝日に、俺は目を細める。

　不思議な気分だ。街は静かですっかりと滅ほろんでいるのに、こんなにも穏おだやかな朝が来るなんて。

　俺は伸のびをする。頭は重いが、体調はだいぶマシになった。五時間ぐらいは眠れたのだろうか。時計を見ると、今は七時前といったところだ。

　他ほかのふたりはどうしているだろう。リルネの体調が心配になった俺は立ちあがって部屋を出る。

「あれ……？」

　驚おどろいた。二階の吹ふき抜けから覗のぞく玄関ホールが、綺き麗れいに掃そう除じされている。

　扉は破は壊かいされたままだが、床や調度品などは可能な限り片付けられているようだ。それだけではなく、砕かれた人たちの破は片へんまで残らずなくなっている。

　もし俺が寝ぼけていたら、昨夜のことは夢だったのだろうか、なんて幸せな勘かん違ちがいができていただろうな。

　人の姿を探していると、裏庭から物音がすることに気づいた。俺はそちらへと向かう。

　するとそこには、スコップを持ったメイド服姿のスターシアがいた。彼女は腕うでまくりをして、額やうなじに汗あせをかいていた。

　長い髪を大きな三つ編みにした彼女の前には、たくさんの十じゆう字じ架かがある。一仕事終えたらしい彼女は、並んだ十字架を前にぼうっとしていた。

「スターシア」

「……あ、ジンさま、おはようございます」

　俺に気づいた彼女は、深く頭を下げた。

　それから顔をあげて、眼帯をひとなでしながら、寂さびしそうに微笑ほほえむ。

「それとも、おかしいですか？　こんな朝に、おはようございますだなんて」

「いや……、そんなことはないだろ。ちょっと気分が落ち着いたよ」

「それはよかったです」

　俺はスターシアの横に並んだ。

　たくさんの十字架があった。木の板を貼はり合わせて作った、大小さまざまなものだ。すべてスターシアがたったひとりでやったのだろうか。

「墓、作ってやってたんだな」

「はい。ほんの数日でしたが、みなさま優やさしくしてくれましたから。せめてわたしにできることは、これぐらいしか」

「……そうか」

　その手で破片をかき集めたのだろう。スターシアの手は擦すり傷きずだらけだった。

　陽ひを浴びた彼女の横顔は、どこか精せい悍かんに見えた。こういう肉体労働はしないタイプだと勝手に思っていたんだが、違ったみたいだ。ずいぶんと働きものの魔ま女じよだな。

　両手を合わせて目を瞑つぶる。しばらくして目を開くと、スターシアは不思議そうに俺を見つめていた。

「ああ、俺のいたところでは、死者を悼いたむときにこうするんだ」

「そうなんですね。不作法もので、申し訳ありません」

「いやいや、誰も知らないと思う。こういうのは気持ちが大事なんだ」

　俺は自分の不作法を棚たなにあげて告げる。すると、スターシアも同じように両手を合わせた。しばらくの間、俺とスターシアは黙だまって死んだ人たちに黙もくとうを捧ささげていた。

　その静せい寂じやくの時間が終わると、スターシアは汗で張りついた前髪をわけながら。

「目覚めたら執しつ務む室に顔を出すようと、リルネさまがおっしゃっていました」

　そう言った。

「ああ、わかった」

　たぶん、これからのことだろう。




　二階の執務室に顔を出すと、リルネは領主の席に座り、手紙を書いていた。

　顔色は悪くない。一晩寝て落ち着いたようだ。肉体が若いだけ、俺よりよっぽど回復力が高いのだろう。

「おはよ、遅おそかったじゃない」

「お前たちはずいぶんと早く起きたんだな」

「あたしじゃなくてスターシアがね。あたしはさっき起きたばっかり」

　だったらなんで遅かったって言われないといけないんだ……。

「ほら、スターシアが作ってくれたサンドイッチ。少しは食べたほうがいいわ」

「ああ、サンキュ」

　三角形に切りそろえられたパンの載のった皿を差し出されて、俺はそれをつまむ。

　少ししなびた野菜の中に、高そうな肉が詰つまっている。ちょっと豪ごう華かすぎる具だ。旨うまいなコレ。

　リルネは手紙から顔をあげず、俺の驚きに解を投げた。

「残していたって仕方ないからね」

「……ああ、そうか。確かにそうだな」

　リルネの誕生日パーティーのために用意しておいた食材か。どうりでいい味がするわけだ。俺は大切にサンドイッチを平らげる。

「うちで雇やとっていた使用人十七名の中で、住み込みは八名。また、それ以外にもお給金を遠くの家族に仕送りしていた者は四名。合計で十二名に当家から一年分の給金を送るわ。どれくらいが退職金の目安かわからないから、大おお雑ざつ把ぱなものだけど」

「……お前、朝からそのことをしていたのか？」

「我が家に尽つくしてくれた人たちだもの。むげにはできないわ」

　まだ学生の少女がそんなことを堂々と言い放つ。

「人の命はお金に代えられないけれど、お金があれば残された人たちは生きられるから。それがせめて生き残った者の責任だと思って」

　立派なやつだ。綺麗ごとじゃなくても、お金は大事だからな。

　俺はついつい背筋を正してしまう。

「他にも、この領地のことは父様の友人にお願いすることにしたから。なにかあったら頼たよれって言ってくれていた、信しん頼らいできる方よ」

　リルネは決まったことのように言う。

「お前が継つがないのか？」

「嫌いやよ。どうせ父様と同じように、色いろ眼鏡めがねで見られるんだから」

「……そうだろうけどさ」

　クルスも父や兄弟がみんな殺された末の跡あと継つぎだもんな。今リルネが領主を継いだら、同じように扱あつかわれるのは間違いないだろう。

　だが、それがクルスの遺志を継ぐことになるのなら、リルネはそれでもやり遂とげるだろう。

「それにあたしには、他にやることがある」

「……」

　それは言われなくても、なんとなくわかっちまうんだよな。

　ただ、その後に言われたことは少し、俺の予想が外れていた。

「そこでね。あんたとスターシアには、手紙を届けてほしいの」

「へえ」

「あたしと父様の連名で書いた手紙よ。昨夜起きた出来事のすべてを、覚えている限り書き留めたわ。あ、もちろんあんたのことは書いていないから安心して。あんたをこれ以上、厄やつ介かい事には巻き込まないから」

　俺は頭をかいた。

「なんだったら、あんたはここで帰ってくれても構わないから」

　リルネはペンを動かす手を止め、俺を見つめた。

「改めてお礼を言うわ。昨夜はあたしのことを救ってくれて、ありがとう。あたしはこれから先もずっと恩を忘れない。もしなにか困ったことがあったら言って。あたしにできることだったら、なんだってするから」

　そんな彼女は、まるで俺を突つき放すような目をしていた。

　ここから先はイルバナ領領主である、ヴァルゴニス家が抱かかえるべき問題だ。暗にそう言っているように思えた。

　一晩経たって、覚かく悟ごや決意が定まったのだろう。

　だから、俺は首しゆ肯こうした。

「わかった、リルネ。今までありがとう」

　そう告げると、リルネは唇くちびるを嚙かむようにしてうなずく。

「……うん」

　サンドイッチの載っていた皿を机に戻もどし、俺は頭を下げた。

「俺は元の世界に戻るよ」




　◇　◆　◇　◆　◇




　屋や敷しきで無事だった庭園の池に、俺は飛び込んだ。

　世界が揺ゆれるような感覚のあとに、見慣れた景色が浮うかび上がる。

　くらくらする頭を押さえながら立ち上がると、そこは近くの河か川せん敷しきだった。

　出口は本当にいつもランダムなんだよな。

　平日の真っ昼間だ。こんなところを散歩している暇ひま人じんは俺以外には特にいないようだ。誰にも見られずに済んだ幸運に胸を撫なで下ろす。

　俺は土手に登ると、自宅へと向かった。




　ほんの二週間程度の異世界体験記だったが、こっちに帰ってくるのはなんだか久しぶりのような気がする。

　二月末の日本はまだまだ肌はだ寒さむいな。

　俺はもらったシャツの前を締しめながら、住宅地の路地をゆく。

　幸い、自宅は転移場所から徒歩で十分ほどの距きよ離りにあった。

　月々家賃三万円未満のボロアパートの二階だ。

　ポケットから鍵かぎを取り出すと、俺は小さく「ただいま」とつぶやいた。




　部屋は正直言ってかなり汚きたない。コンビニ弁当の容器やペットボトルがゴミ袋ぶくろからあふれて積み重なっていた。

　つい最近まで仕事が忙いそがしすぎて、ろくに片付けすらもできなかったのだ。

　だがまあ、ブラック企き業ぎようはもう辞やめた。今の俺は無職だ。片付けをする時間も、無限にあるだろう。

「っても、早く終わらせないとな」

　俺は腕まくりをした。体は疲つかれているが、明日あしたにしようというわけにはいかない。




　幸い、きょうのゴミ収集車の到とう着ちやくは遅かったようで、回収前にゴミ出しが間に合った。

　俺は三往復してゴミ袋六つを収集所に放ほうり込むと、今度はガス料金と電気料金の請せい求きゆう書しよを引っ張り出してきた。

　それぞれの会社に電話し、しばらく旅行をするので、と一時停止をお願いする。

　郵便物は実家へ転送してもらうように、はがきを出しておこう。

　あとは大家さんに電話か。

　いつ帰ってくるかわからないから、契けい約やく更こう新しんもお願いしておくか。




　さて、他ほかにはなんだろうな。俺は比ひ較かく的てき片付いた部屋に満足しながら考える。

　弟に念のため、別れのメールでも書いておこうか。

　いや、勘かん違ちがいされたら困るな、やめとこう。

　祖ば母あちゃんの墓参りはしたかったが、遠いしな。

　こんなときに俺が墓参りしたって喜ぶようなタマじゃないだろう。




　金にはあまり困らなそうだし、重い荷物は置いていこう。

　しかし、こうして部屋を見回してみると……、三年も住んでいたっていうのに、ほとんど思い出がない部屋だな。

　たまにある休みの日なんてずっと寝ねていたし。

　会社から帰ってきたら、ただ寝るだけの部屋だったな。

　それに比べたら、異世界で過ごした二週間のほうがよっぽど濃のう密みつだった。

　うん。




　さて、風ふ呂ろに水を張ってから、コンビニに行くか。

　あいつの好きなモノを、買ってきてやらないとな。

　俺はコンビニでたくさんのお菓か子しを買ってきてから、シャワーを浴びて、髪かみを整える。

　少しだけ伸のびた髭ひげを剃そり、服を着き替がえた。

　そうして、きっとどこかで見守ってくれているであろう祖母ちゃんに、両手を合わせて目を瞑つぶる。

「じゃあ、いってくるよ」

　言いたいことは山ほどあったが、今は手短に済ませよう。

　すべてが終わったときには、この世界に胸を張って帰ってくればいい。

　新しい職探しはそれからだな。異世界を救った経験が転職に有利に働けばいいんだが。

「力になれるかどうかはわからないけど、力になってやりたいんだ。だから、応おう援えんしていてくれよ」

　俺は息を止めて、水面に飛び込んだ。

　さあ、いこう。

　ここじゃない、異世界へ──。




　◇　◆　◇　◆　◇




「ばかね、あんた本当に」

「そう何度も言うなよな」

　夕焼けに染まるテトリニの街を、俺たちはあとにする。

　俺は防災リュックを背負い、リルネもまた大きなナップザックを肩かたからかけていた。

　どちらも旅着だ。屋敷に眠ねむっていた旅用の外がい套とうをまとっている。

　戦術ソーサ級ラー魔導杖ロツドを背負ったリルネに倣ならうように、俺も腰こしに剣けんを帯びていた。けっこう重いんだよな、これが。

　もちろん、ただのカッコつけではない。この剣は屋敷に残っていたマジックアイテムのひとつらしい。なにかの役には立つだろう。

　リルネはまだぷんぷんと怒っていた。腕うで組ぐみをしながらどんどんと歩いてゆく。そのつぼみのような可か憐れんな唇からは、ミュージックのリピート再生のように小言が繰くり返し流れていた。

「いい？　あんたは自分が平和に暮らすことができる最後のチャンスを失ったと思いなさい？　これから先、どんなにつらいことがあったって逃のがしてやらないんだからね。泣いたって喚わめいたって無む駄だよ」

「はいはい、そのつもりだよ、お嬢じよう様さま」

　俺が軽口を叩たたくと、リルネは不満げに頰ほおを膨ふくらませる。

「冗じよう談だんじゃないのよ、まったく……」

「そんなつもりはないっての」

　ぽんぽんとリルネの頭を叩く。

　彼女は上うわ目めづかいに俺を睨にらみつけていた。

「死ぬほどこき使ってやるんだからね」

「マジかよ。ブラック企業再びだな」

「おあいにくさま。休みは一日もなしだし、寝るときすらも自由はないわ。おまけに給料だって出ないわよ」

「やばいな。帰りたくなってきた」
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「もう絶対に逃にがさないわ」

　腕を摑つかまれて引き止められた。ちょっと痛いよキミ。

「わたしはジンさまのことを信じていましたよ」

　俺たちの少し後ろを歩くスターシアが、太陽のように微笑ほほえみながら言う。

「ジンさまはわたしだけではなく、この世界のみなさまにとっての光ですから」

　メイド服姿の彼女はそう言い切った。

　光ねえ……。こっちはこっちで、なんか期待が重いんだよな。まあ、できるかぎりはがんばるけどさ。

　しかし俺が前向きに受け止めている中で、リルネが顔をしかめていた。

「そんなわけないじゃないのシア。こいつなんてなんの変へん哲てつもない、ただのおばあちゃんっ子よ」

「それは今関係ねえだろ」

　俺が指し摘てきすると、リルネは口元を緩ゆるめた。

「あ、怒おこった？　あの温和で知られるジンも、やっぱりおばあちゃんを引き合いに出されたら怒らずにはいられないのね？　ふっふーん」

「別に怒ってはいねえよ。ただウザいなーって思っただけだよ」

「……割とストレートに言うわね、あんた」

　俺が言うとリルネはじゃっかん凹へこんだように俯うつむいた。冗談のつもりだったのだが、リルネは人を煽あおるくせに意外と傷つきやすい面があって、加減が難しいなあ！　もう！

　スターシアはそんな俺たちを前に、くすくすと笑っていた。その笑顔は、まるでこの旅の前ぜん途とが明るいものであるかのようだった。




　俺たちの行く先は、魔ま法ほう使つかいの行き着く最さい高こう峰ほうの研究施し設せつ──ヴァルハランドの塔とう。

　あの謎なぞの怪かい物ぶつメーソンの正体を解き明かし、そして街の人たちの体をもとに戻もどすために、俺たちは旅立つ。

「まずは自由都市群ラパムに向かうからね。そこで足を調達して、一気に大陸を南下するわ」

「あいよ」

「はい、リルネさま」

　リルネの言葉に、俺たちはうなずいた。

　惨さん劇げきの翌日。皆みなが石化して滅ほろんだ街をあとにする。

　俺たちは夕日を背に、歩き出した。

　しかし、しょうがないよな。

　地図を広げながら一いつ生しよう懸けん命めい眉まゆ根ねを寄せるリルネを眺ながめながら、思う。

　だって、クルスにこいつのことを頼たのまれちまったんだからさ。

　あいつが石から戻るその日まで、俺が約束を違たがえるわけにはいかないよな。

　俺の視線に気づいたリルネもまた、顔を向けてきた。

「？　なに？」

　きょとんとこちらを見つめる彼女の頭を、俺はぽんと撫なでる。

「いいや、なんでも」

「なによ、ちょっと。なにを見ていたのよ」

「なんでもないさ」

「言いなさいよ、そういうの気になるでしょ、陰かげ口ぐちを叩かれているような気分になっちゃうじゃない。やめてよね」

「けっこう気の毒なやつだな、お前……」

　ぶーぶーと頰を膨らませる彼女に、俺は笑いながら言った。




「誕生日おめでとう、リルネ」




「あ……」とリルネは目を見開いた。

　それから自分の手のひらを見下ろす。

　一夜にして、なにもかもを失った少女、リルネ。

「……うん」

　うなずく彼女は、口元を引き締しめた。

「ありがとう、ジン。あたし、きょうという日を一生忘れないから」




　この日、彼女は十五歳になり。

　俺たちの旅が、始まった──。
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　最初に向かうのは、南の町ラカンジアだ。

　そこと、あといくつかの町を越こえれば、イルバナ領を抜ぬけるのだと言う。

　街かい道どうの端はしを歩く俺たちの横を、すごい勢いで馬車が駆かけ抜けていく。夕日も沈しずみそうだってのに、危ないこって。

　俺はスターシアの手を摑んで引き寄せていた。今のはずいぶんと近かったな。

「大だい丈じよう夫ぶか、スターシア」

「は、はい。わたしは無事です。ありがとうございます」

　亜あ麻ま色いろの髪かみを押さえたスターシアは丁てい寧ねいに頭を下げた。どんなときでもスターシアは真面目まじめだな。いつまでも手を握にぎっていると恥はずかしいので、俺はぱっと離はなした。ほんの少しだけスターシアが名残なごり惜おしそうな顔をしていたことには、気づかないフリをしよう。

　しかし、暴走馬車を見かけるのは、これでもう何台目だろうか。

「さすがに、もうずいぶんと騒さわぎになっちまっているなー」

「そうねー、前ぜん代だい未み聞もんの大おお騒そう動どうだもんねー」

　まさしくその渦か中ちゆうにいるはずのリルネは、のんきな顔でうなずいた。

　テトリニの街、壊かい滅めつの報は今、イルバナ領内を駆け巡めぐっている最中だろう。

　街の人が石化したのは、つい昨晩のことだ。

「領兵が派は遣けんされて、街中を探たん索さくするか、あるいはその前にヴァルゴニス家を訪ねて、そうしてあたしと父様の残した手紙を発見するか。まあそれを信じてくれるかどうかはわからないけど」

「難しいところだよな」

　実際、リルネや俺がテトリニにとどまって事情を説明したところで、手紙に残した以上の情報はもっていないし、説得力はあまり変わりがない。

　下へ手たをすれば、重要参考人として捕とらえられ、そのままいつまでも拘こう束そくされかねないだろう。というよりもその可能性のほうが圧あつ倒とう的てきに高い。

「少なくとも、あの化け物を倒たおす手段を持ったジンが捕つかまったら、意味がないわ。だからあたしたちは独自に動くしかないの」

「だったらなんかこう、いい感じに取り計らってくれるような、領のお偉えらいさんにコネとかないのか？」

　リルネは目を逸そらした。

「ないわ。……人付き合い、苦手だったから」

「ああ、そうか。そうだよな」

「あんた今、『うわ、こいつ二度目の人生なのに全然うまくやってねえなあ』って思ったでしょう」

「思ってねえよ」

「少しは思ったでしょ。正直に言いなさいよ、別に怒んないから」

「いやいや、思ってねえってば。俺をなんだと思っているんだ」

　俺が見やれば、リルネは俯いていた。

「あたしは思ったけどね」

「え？」

　硬かたい表情をするリルネは、両手で魔ロ導ツ杖ドを握り締めた。

「なんでもっと真しん剣けんに生きてこなかったんだろうって、反省しっぱなしよ。あたしさえうまくやれたら、みんなを救えたかもしれないのに」

　俺は頰ほおをかく。

　それは、たられば論だ。意味はない。ま、そんなことはリルネだってわかっているんだろう。口先だけで慰なぐさめたところで仕方ない。

　俺はそんな彼女と、同じ荷を背負って前を向いて生きていきたい。リルネの背を軽く叩たたいて、俺は彼女を励はげます。

「よし、じゃあ三度目の人生はちゃんとがんばれよ」

「今回がんばるわよ！」

　そんな俺とリルネの会話を、スターシアは楽しそうに聞いていた。意味不明だろうに……、すまんな。







　街道には旅人を泊とめる宿（宿場町みたいなもんか？）もたくさんあるようだが、今夜は三人で野宿をすることになった。

　リルネ曰いわく、テトリニ方面から来た自分たちが宿に泊まって、面めん倒どう事に巻き込まれるのはごめんだから、ということらしい。

　特に反対する理由もなく、俺とスターシアも野営の準備に取りかかった。野宿をするのは初めてだが、まあなんとかなるだろう。テレビでキャンプの映像とか見たことあるし。

　街道から少し離れたところにある森の木こ陰かげに、テントを張ることにした。

　ホームセンターで買ってきた持ち運び型のテントだ。軽くて高いのを選んできたが、どうなることか。

　テントを張る前に大きな石は取っとかないとな。

　組み立てはあっという間だった。さすがメイドインジャパン。

「あ、すごいです。こんなに便利なものが世の中にはあるんですね。これぐらい簡単ならわたしにもできそうです」

　横から作業を見ていたスターシアがニコニコと手を重ね合わせる。森の中で微笑ほほえむメイドって、妙みように絵になるな。

　俺は腰こしにつけていた剣をテントの中に放ほうり込む。ふう、真剣ってけっこう重いよな。これで身が軽くなったぜ。

「よし、じゃあ野宿だ！」

「なんでちょっとテンションあがってんのよあんた」

「やる機会なかったからさ、こういうキャンプとか地味に憧あこがれていたんだよなー」

「よかったわね、これからは毎日でもできるわよ」

「嬉うれしいなあ……」

　テントの中に寝ね袋ぶくろを三つ敷しく。川の字だ。

　それほど広くないテントだから、どうしても寝袋は密着してしまう。

　男１に対し、女２か。

　リルネやスターシアが先に入ったテントの中は、若い女子特有の柑かん橘きつ類るいのような匂においが立ち込める。なんだか女の園そのっていう感じだ。

　……ううむ、なんかこれまずい気がするな。テントもうひとつ買ってくればよかった。

　寝袋をひとつ引っ張り出す。

「俺、外で寝るかな」

「森の朝なんて、朝あさ露つゆで体びっちょびちょになるわよ」

「シャワーの代わりになっていいじゃないか」

　そそくさと外に出ようとする俺の腕うでを、スターシアが軽く摑つかんで止めてきた。彼女が俺の行動を制止するなんて、本当に珍めずらしいことだから俺は驚おどろいた。

　すると彼女は真剣な目で、訴うつたえかけてくる。

「ダメです、ジンさま。ジンさまおひとりを外に出すわけにはいきません」

「え？　いや、でも女性は女性で固まっていたほうがいいと思うんだ」

「いいえ、ジンさまが出るぐらいならわたしがひとり外で寝ます。わたしがびっちょびちょになりますから、リルネさまとジンさまは中で休んでください」

　しまった、スターシアのいいところが出てしまったよ。

　忠誠心に厚くて、ご主人様想おもいの娘むすめだな。

「いやいや、さすがにスターシアをびっちょびちょにさせるわけにはいかないよ。メイド服が濡ぬれたら乾かわかすの大変そうだし」

「でしたら服を脱ぬいで寝ます」

「余計にダメだろ。なんだその企き画かくもののＤＶＤみたいな展開は」

「企画もののでぃーぶいでぃー……？」

「なんでもない。スターシアを外に出すぐらいなら、俺も一いつ緒しよに外で寝るよ」

「不毛だわ」

　しびれを切らしたように、リルネがツッコミを入れてくる。

　うん、そうだな……。

「とりあえずこれからのことはあとで考えるとして、きょうは三人で寝ましょ。昨夜だってあたしたちろくに眠ねむれてないんだから、つべこべ言わず体力回復に努めるべきだわ」

「はい」

「わたしはジンさまがよろしければ」

　スターシアは嬉しそうにうなずいた。

　リルネお嬢じよう様さまの鶴つるの一声で、そういうことになった。







「見張りとかはいらないのか？」

「大丈夫よ、もしもなにかが襲おそってきたら、あたしの精せい霊れいが起こしてくれるわ」

「便利だなあ、それ」

「でしょ。あたしを崇あがめなさい。魔ま法ほうの道を志すものの中でも０・１％しかいない属性魔法第三位階の特権なんだからね」

「ははー、リルネお嬢さまー」

　そんなことを言い合いながら、俺たちは並んだ寝袋に横になった。

　俺が左の端っこ、スターシアが真ん中、リルネが右端だ。

　辺りはもう暗く、なんの明かりもない。森の中で三人身を寄せ合っていると、世界中に俺たちしかいなくなってしまったようだ。

　昔読んだ本で無人島に漂ひよう流りゆうした子どもたちのお話があった。そんな気分かもしれない。「それじゃあおやすみー」

「おやすみー」

「おやすみなさいませ」

　目を閉じる。

　だが…………。

「眠れないわ！」

「やばい、これ眠れそうにないな！」

　俺とリルネは飛び起きた。

　遅おくれて身を起こしたスターシアは「？」という顔をしている。

「なんか森の中のあちこちから音がして、気が昂たかぶるっていうか！　あと土とかなにこれ、すごい固いじゃないの！　木の根があちこちに当たるのよ！　意外と凸でこ凹ぼこだし！　平らじゃないし！」

　髪かみをかきむしりながら言うリルネの言葉がすごいよくわかる。くそう。テトリニの街を出たときのテンションだったら、なんでもできる気分だったのに……！

「つか、俺たちやっぱり現代っ子なんだな……。野宿ひとつまともにできないとは……」

　リルネはヒステリーを起こしたかのように、がじがじと髪をかきむしる。それから「あーもう」と声をあげて立ち上がった。

「ちょっとジン！　外出て！　テント持ってて！」

「お？　おう」

　俺たちはお嬢様の指図通りにテントを出る。

　テントの固定を外し、荷物を外によけて、スターシアとふたりで持ち上げているとだ。リルネは魔法を詠えい唱しようしていた。

　彼女が手をうねうねと動かすたびに、魔力の風が緩ゆるやかに吹ふく。

「いいわ、土魔法でこの辺りの土をぐずぐずにして、と……」

「お、なんか粘ねん土どみたいになっていくな」

　リルネは何度も魔法を調整しながら、テントの下の地面を柔やわらかくしていった。魔法すごい。なんでもできるんだな。

「よし。これで土の固さはだいぶ解消されるはずだわ。あとは──、アシード！」

　リルネが腕を払はらう。その指先から火の粉が飛び散った。

　すると直後、中空には一いつ匹ぴきの蜥蜴とかげが出現していた。いつか見たあの精霊、サラマンダーだ。アシードって名前があったんだな。

『何用だ』

　こないだは戦せん闘とうの最中であんまり聞いている余よ裕ゆうがなかったが、低くて渋しぶくていい声だ。とても威い厳げんがある。

「周囲の炎ほのお属性の濃のう度どを高めてちょうだい。自然発火が起こらない程度にね」

『承知した』

　サラマンダーの体が紅あかく輝かがやいてゆく。ただそれだけで、直接的になにかが変わってゆくわけではない。だが次し第だいに、辺りから物音──虫の声や獣けものの声が遠ざかっていった。

「なにをしたんだ？　リルネ」

「場には属性というものがあるのよ。火水風土。場の支配属性を変へん更こうすれば、その属性に反する生き物は逃にげてゆくわ。獣や虫は、たいてい火を嫌いやがるからね」

「たき火をするようなものか」

「……まあ、その程度の理解でいいならいいんだけど」

　リルネはなぜかジト目で俺を見やる。間ま違ちがってないならよくないか!?

「ま、ありがとアシード。もう大だい丈じよう夫ぶよ」

『我が主あるじよ』

「……な、なんですか？」

　なんで敬語？

　精霊に名を呼ばれてちょっぴり後ずさりするリルネに、サラマンダーは告げる。
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『顔つきが変わったな』

「へ？」

　そう言ったきり、サラマンダーはみるみるうちに小さくなり、やがて線せん香こう花火が消えるように夜に溶とけていなくなった。火の残光がまぶたの裏に焼きついている。

　残された静せい寂じやくが耳に痛くて、思わず尋たずねる。

「リルネ、お前変わったのか？」

「……さあ」

　リルネは首を傾かしげて、それからハッと気づいたような顔で俺を睨にらみつけてきた。

　え、え？

　彼女は俺の胸をツンツンと突つつきながら、上うわ目めづかいで言い放つ。

「あんたのせいじゃないんだから！　これはあたしが決めたことなんだからね!?　そりゃ多少なりともあんたの影えい響きようはあるかもしれないけれど！　だからって思い上がらないでもらえる!?　あんたにはシアがいるんでしょ！　彼氏面づらとかまっぴらだからね！」

「え、なんで俺怒おこられてんの」

　納なつ得とくがいかない俺の横で、スターシアがやっぱり楽しそうに微笑ほほえんでいた。







　改めて、俺たちは川の字で横になった。

「おやすみ」

「おやすみー」

「おやすみなさいませ」

　おお、これはけっこう快適だな。

　テントの下にマットレスを敷しいたような感じになっている。周囲も静かだし、この調子ならちゃんと寝ねられそうだ。やるじゃないかリルネ。

　ふと俺はうっすらと目を開いた。テントの天てん井じようを見上げていると、これまでのことが頭に思い浮うかぶ。なんだか遠くに来た気がする。まだ野宿一いつ泊ぱく目なのに。大げさだな。

　これから先、テトリニの街で石化した人を助け出したときにも、そう思うんだろうか。

　すー、すー、とすぐ近くから寝息が聞こえてきた。

　スターシアか。寝つきがいいな。彼女はどこでも眠れる体質なんだろうか。

「……って！」

　つい横を向いてしまった。しまった。俺は慌あわてて声を出さないように口を押さえる。

　スターシアは体を横にして──つまり俺の方を向いて眠っていた。

　耳にかかった長い髪が一ひと房ふさこぼれて、唇くちびるに垂れている。寝るときにはさすがに眼帯を外していて、ふわりと立った長いまつげが風もないのに揺ゆれていた。

　まるで天使と見まごうかのような寝姿だ。かわいい。

　いやそれよりもなによりも。メイド服を脱ぬいで、薄うす手でのワンピースで眠っている彼女の胸むな元もとが、腕うでに挟はさまれてぐんにょりと変形したその平均よりはるかに大きい胸の谷間が、この位置からでははっきりくっきりと見えてしまう。

　やばい。

　ここしばらくずっと忙いそがしくてピピピしていなかったため、俺のピピピがやばい。

　リルネの親父おやじさんをもとに戻もどすという旅の最中ですら煩ぼん悩のうを消し去れないんだから、これだから男ってやつは……。

　そんなとき、急に数日前のスターシアの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえった。

『ご主人様のために体を差し出すのは、女奴ど隷れいの仕事のひとつと聞いております。……ご迷めい惑わくでしたか？』

　スターシアの唇に目を奪うばわれたまま俺は生なま唾つばを飲み込む。やけに大きくごくんと響ひびいてしまった。

　バカ、俺のバカ！　なんで今そんなことを思い出すんだ！

　頭の中をピンク色の妄もう想そうが犯おかしてゆく。

　リルネの誕生日を無事に迎むかえられたら、そのときは──、と話していた。あのときの約束はメーソンの襲しゆう撃げきによって、うやむやになってしまった。

　だったらきょうがそのときなのでは、と思わないでもない。俺が襲おそってもスターシアはきっと受け入れてくれるだろう。それどころか、喜んでくれるような気さえした。このテントの下で俺たちはひとつになるのだ。

　なに言ってんだ俺は！　隣となりにリルネが寝てるんだぞ！

　俺が煩はん悶もんしていると。

「……ア、アノ」

　やけに緊きん張ちようしたような声がスターシアの奥から届く。リルネだ。

「……あ、あたしが外で寝る……？」

　待ってくれ！

　なんでそこだけそんなに空気が読めるんだお前は！

　俺とスターシアが肉体関係アリで旅を続けるとか、お前だけすげー気まずくなっちまうだろうが！

「なあリルネ……」

「え!?」

　リルネはやけに大きな声を出した。

　スターシアが一いつ瞬しゆんだけぴくりと震ふるえ、その後なにごともなかったかのように寝息を立てる。「えへへ……ジンさま……」と寝言をつぶやいていた。この魔ま女じよかわいい。

　それはそうとして、スターシア越ごしにリルネの荒あらい息遣いが聞こえてくる。

「ちょ、ちょっと……、あ、あたし、そういうの困るんだけど……、い、いくら十五歳で成人になったから、って……、まだこころのじゅんびが……！　あ、あんたが無む理り矢や理り迫せまってきたら、こまっちゃうから、ほんと、そういうのやめてよね……！」

　なにがそういうのなのかはわからないが、俺もテンパっているのを自覚しているので、深くは突っ込まない。

　代わりに。

「……スターシアを気絶させたって方法で、俺も寝かしてくれないか？」

「は？」

　割とマジな「は？」が返ってきた。







「いい朝だ」

　俺はテントの外に出て伸のびをした。

　幻げん惑わくや混乱など、精神に効果を及およぼす魔法は風属性の分類らしい。そのうちのひとつに、対象を眠ねむらせる魔法があるという。

　リルネが俺にぶちかました睡すい眠みん魔法は、俺に効果てきめんだった。

　術者と対象の間に信しん頼らい関係がなければ成立しないというから、まあ催さい眠みん術みたいなもんだろうな。過度に興奮している相手や、戦闘には使えないらしい。

　スターシアを気絶させた手段は物理的なやつだったらしいし……。

　まあ、それはいい。

　俺は水すい筒とうの水で顔を洗っていた。スターシアはすでに起きていて、俺たちに朝食の準備をしてくれている。

「お、リルネ、水がなくなっちまったぞ」

「あたしは井い戸どじゃないんだから」

　リルネが人差し指で水筒を指差すと、そこから水があふれてきた。

「うお、すげえ便利だな」

「これも支配属性の要領よ。水筒の中を水属性で満たしたの。場の属性変化は魔法使いが一番初めに覚える技術だから」

「つまり初級編ってことか。なあ、それって俺も使えるかな」

「え？　うーん、どうなのかしら。まあでも、千里の道も一歩よりって言うし、落ち着いたらちょっと練習でもしてみる？」

「おお！」

　憧あこがれの魔法使い！

　やばいな、俺も手から炎ほのおを出したり、両手から水をあふれさせたりできるようになるかもしれないのか。ワクワクしてくるな。

「へへへ、もしお前を超こえる魔法の才能があったらごめんな、リルネ」

「別に張り合っているわけじゃないから、いいけど……」

　にこやかに告げると、リルネは釈しやく然ぜんとしない顔をしていた。

「朝ごはんの準備が整いましたよ」

「おー」

「はーい」

　スターシアはふたり分のパンに、燻くん製せい肉とチーズと野菜を挟んだものを用意してくれていた。

「あれ、スターシアのごはんは？」

「わたしはあとでいただきます。お気き遣づかいありがとうございます」

　メイド姿のスターシアは、ニコニコと変わらぬ笑えみを浮かべている。

　なるほど、そういうことか。俺は理解した。よっぽど奴隷としての教育が根づいてしまっているのだろう。

　その気持ちはいじらしいが、しかし俺たちはともに旅をする仲間だ。

　俺は咳せきばらいをした。

「わかった。次からはスターシアも自分の食事を用意しておいてくれよ。メニューは俺たちと同じものだ」

「え……？　ですがそれは」

　スターシアはちょっと困ったようにリルネを見やる。

　リルネもうんうんとうなずいていた。

「あたしたちのあとにごはんにしたら二度手間でしょ？　一度で済んだほうが後片付けも楽じゃない。毎回、シアのごはんを待っていたら、移動まで時間がかかっちゃうわ」

「でしたらわたしの分は……」

「そ・れ・に、ジンもあたしも、一いつ緒しよに食べるほうが嬉うれしいわ。ね？」

「うむ、おれ、そのほうが、うれしい」

「なんでカタコトなのよ」

　いや、そのほうが気持ちがストレートに伝わるかと思ってな……。

　俺たちが言い聞かせると、スターシアはしばらく戸と惑まどっていたようだったが、やがて腰こしを折って頭を下げた。

「わかりました、次からはそうさせてもらいますね。ジンさま、リルネさま、ありがとうございます」

　顔をあげたスターシアは、迷いのない笑みを浮かべてくれていた。







　輪になって食事を摂とっている最中だ。リルネが突とつ然ぜん、俺を指差しながら立ち上がった。

「ちょ、ちょっと！　あんたなにしてんの!?」

「いや、塩気が足りないと思ったから、調味料を。ああいや、別にスターシアの料理がおいしくないわけじゃないんだ。ただ、こうしてみたらどうかなって思っただけで」

「てかなんなのよそれ！　明めん太たい子こマヨネーズって書いてあるんだけど！　ただのマヨネーズでも飽あき足らず!?」

「スーパーで買ってきた」

「ちょ、ちょっとよこしなさいよ！　かけなさいよあたしにも！」

「えー」

「えーじゃないわよ！　誰だれの出した水で顔洗ったと思ってんのよ！　誰がテントの下の地面を柔やわらかくして、誰が虫を遠ざけたと思ってんのよー！　なんなの!?　なにが目的なの!?　お金!?　権力!?　それとも、あたしの……っ！」

「待て待て待て。まったくしょうがないな、少しだけだぞ」

　俺がチューブからピンク色のマヨネーズを垂らす。パンで受け止めたリルネは「わああ～～～……」と小さな子のような歓かん声せいをあげた。

「や、やばいわこれ……、明太子マヨネーズ……、すごいわ、明太子の一ひと粒つぶ一粒が宝石みたいに輝かがやいているわ……」

「お、おう」

　ぱくりと一口かじったリルネは、頰ほおを押さえながら腰をくねらせて悶もだえた。

「すごい、すごいわ……！　あたしがかつて生きていた世界では、こんなものが当たり前のように存在していただなんて……！　めんたいマヨのありがたみも知らずに生きていたなんて！　あたしってば、なんて罰ばち当あたりだったのかしら……！　あたしもうめんたいマヨに足を向けて眠れないわ！」

「う、うん」

　すごい、面おも白しろい。あのリルネが、アホ丸出しみたいになってる。

　本当はリルネを驚おどろかせようといろんなものを持ってきたんだが、こうなってしまっては一度に見せるのはもったいないので、小出しにしていこう。

「あ、スターシアも食べてみるか？」

「で、では、いただきます」

　おそるおそるパンを差し出してきたスターシアに、明太子マヨネーズをかけてやる。

　おいしいおいしいと鳴くリルネがうるさい中、スターシアは小さくパンにかじりつく。それからびっくりしたように目を丸くした。

　口元を手で押さえながら、スターシアは俺をじーっと見つめる。

　その目の端はしに、わずかな涙なみだが浮うかんでいた！

「す、スターシア!?」

「な、なんふぁ……、ぴりり、ってしましゅ……」

　あ、ああ。この世界で生きてきたスターシアには、ちょっとカラかったんだな……。

　なんだろうこの罪悪感。絶対に守るって決めたはずのスターシアを泣かせてしまうだなんて、俺は男失格だ……！

「な、なんかすまんな」

「ひえ、おいひいでしゅ」

　瞳ひとみを潤うるませながら健けな気げに微笑ほほえむスターシア。かわいい。

　そんな彼女を見て、昨夜の姿──その蠱こ惑わく的な胸の谷間を思い出してしまう。

「う……」

　俺は思わずスターシアから目を逸そらした。

　スターシアの姿がロングスカートのメイド服で本当によかった。もうちょっと露ろ出しゆつが激しかったら、俺は大変なことになっていただろう……。

「？　どうかしましたか？」

「いや、メイド服って本当に素す晴ばらしいな、って」

「えへへ、ありがとうございます」

　スターシアはスカートの裾すそをちょっとだけ摘つまんで持ち上げた。はにかんだ笑顔がとてもかわいかった。







　俺たちはこの日、ラカンジアの町に到とう着ちやくした。

　テトリニの街より二回りほど小さなラカンジア。その町の郵便屋に手紙を預け、少しの食料品と雑貨を買い込み、その日のうちに町を後にした。

　少なくともイルバナ領内でリルネは、その輝くような銀の髪かみも相まって、色々な意味で有名すぎるからな。

　馬車を買うのも、領内を出たあとにするべきだろうというのが、俺たちの見解だった。

　俺たちは後に、この判断が正しかったのだと知る。

　リルネを捕とらえるための追っ手は、すでに放たれていたのだから。
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　ラカンジアをさらに南にゆくと、やがて風車が林立する丘きゆう陵りよう地帯に出た。なだらかな小山が連なっていて、そんな丘おかを整備された道が緩ゆるく延びている。

　空は青い。風は少し強いが、それも気持ちいい。いい景色だな。

「この辺りはイルバナ麦の産出地だからね。あちこちで粉を挽ひいているのよ」

「ああ、それで風車なのか」

　俺たちは雄ゆう大だいな自然に囲まれた丘を歩きながら、リルネの解説に耳を傾かたむける。

「炎と水と風と土、それぞれの支配属性が非常に理想的な調和を創つくり出しているみたいよ。農作物を育てるためにも支配属性は欠かせないものだからね。ほら、見えるでしょ？　風が他ほかの三属性を包み込むようにしてそよいでいるわ」

「へー。いや見えんけどな」

　魔ま法ほう使つかいは場の属性まで見えるのか。なんかすげえな。

「イルバナ領はもともとこの辺りで採れる豊かな麦をあちこちへ出しゆつ荷かするために作られたのよ。だから領内はどこでもイルバナ麦を作っているわ。あたしたちが普ふ段だん食べているイルバナパンは、よその国では高級品扱あつかいされるそうよ」

「へー、そういえばたしかにサンドイッチとかおいしかったもんな」

　俺は感心した。生き地じはふっくらとして、中はモチモチしているあのパンは、世界的に有名なパンなのか。

「だったらもうちょっと味わっておけばよかったな」

「あんたはコンビニでいくらでも菓か子しパンとか買えるでしょうが」

「それはそれ、これはこれだろ……」

　情じよう緒ちよのないやつだな。人がせっかくファンタジー感を味わっているのに……。まあリルネにとっては、この世界も自分の故郷だからそういうものかもしれんが。

「確か今年は生産量が少し落ちているとかいう話だったけれど、ま、すぐに元通りになるでしょ。領民はみんながんばってくれているもの」

　俺たちがそんな風に言い合っていると、少し後ろを歩くスターシアの微笑みが見えた。彼女はいつもニコニコとしているが、その笑みにもいろんな種類があるんだと俺は最近わかってきた。

　具体的には困ったような笑みとか、心配そうな笑みとか。今回はなにか言いたそうな笑みだった。その意思をくみ取って声をかける。これで勘かん違ちがいだったら俺はとても恥はずかしいやつだな。

「どうかしたか？　スターシア」

「いえ、すみません。おふたりは仲がいいですね、って思ったらなんだか嬉しくなってしまいまして」

　今回は正解だったようだ。言っている内容はよくわからなかったが。

「違うわ、それは誤解よ。ただ歩くだけでやることがないから暇ひまつぶしにジンと会話してやっているだけよ」

「お前普段からそんな態度だから友達できないんだぞ」

「うっさいわね！　ばか！　ばか！　むっつり善人すけべ！」

　べーと舌を出すリルネ。それが三十になってやることか。いや外見みてくれは育ちのいい十五歳の銀ぎん髪ぱつ美少女なんだが。ややこしいな！

　そんな俺たちを眺ながめながら、スターシアはほわんと幸せそうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。まるで自分のことのように嬉しそうだ。かわいい。

　仕方ないな。そんな人付き合いが苦手なリルネに、大人の俺が気を利きかせてやろうじゃないか。

「だからさ、スターシア。よかったらリルネの友達になってやってくれよ」

「え？」

「ちょっ」

　リルネの顔がぼんっと赤くなった。

　スターシアは頰に手を当てて、ほんの少しだけ困ったような顔をする。

「わたしがリルネさまのお友達に、ですか？」

「ああ、十五歳と十九歳でちっとばかし年が離はなれているけど、それぐらい別にいいだろ？」

　本当は十九歳と三十歳で、めっちゃ離れているけどな。

　どうだ、リルネ。ジンお兄さんがきっかけを作ってやったぞ。泣いて感謝するがいい。

　そんな気分で得意げに見れば、リルネは俺を思いきり睨にらみつけていた。

　なぜ。

「シア、今こいつが言ったことはまるっきり意味がわからない妄もう言げんだから、ぜんぜんまったく気にしないでいいからね」

「は、はあ」

　冷たく言い放つ。なぜ！

「いやお前、こないだ言っていたじゃねえか、スターシアと友達になれたらいいなーって──」

　言葉の途と中ちゆうで思いきり足を踏ふまれた。

　痛い。

　リルネはわたわたと両手を動かしている。

「ね、シア。こいつちょっと空気読めてないわよね、っていうか、急にそんなことを言われても困るでしょ。あんたを引き取ったのだってつい最近で、それなのにすぐ仲良くしましょうだなんて言われても、ね？」

　スターシアは風に吹ふかれる髪を押さえながら、微笑んでいた。

「いえ、そう言っていただけるのは、とても嬉うれしいです。わたしもリルネさまと仲良くしたいです」

「シア」

　リルネは両手を胸の前で組み合わせながら、息を吞のんだ。キラキラと目が輝いている。

　スターシアの笑え顔がおに寂さみしげな色が混ざった。

「ですが、わたしはジンさまとリルネさまの奴ど隷れいですから。分をわきまえて一歩引いたお付き合いをさせていただきたいと思います」

「……そ、そうなんだ」

　きっぱりとしたスターシアの言葉に、リルネは身を引いた。しばらくなにか言いたそうに口を動かしていたが、やがて彼女は俯うつむいてしまう。

　好きな子の前じゃうまくおしゃべりができない男子高校生かよ。

　代わりに、俺がスターシアの肩かたに手を置いた。

「いや、もとが奴隷とかは関係ないよ、スターシア。今のお前は俺たちの大事な仲間だろ。街で生き残ったのは、この三人きりなんだ。肩ひじ張はらずに仲良くやろうぜ」

　今度はスターシアが驚おどろいたように俺を見る番だった。

「大事な、仲間……」

　そう口の中でつぶやいたスターシアは、頰ほおから力を抜ぬいて微笑んだ。

「……ありがとうございます、ジンさま。あなたさまは本当に、不思議な方ですね」

「え？　いや、まあ。変わっているとはけっこう言われるよ」

「わたしにとっては、とても眩まぶしい人です。ジンさまと一いつ緒しよにいられて、わたしは本当に幸せです」

「そ、そうか？　ほめてくれているんだったら、まあ、ありがとう」

　そのスターシアの表情は、今まで俺が見たことないものだった。

　なんだろう、こう。俺の勘違いなのかもしれないが、スターシアが俺を見つめる視線はリルネへのモノと違って、少し熱っぽいというか。

　そんな情念のようなものを感じてしまう。

　嫌いやな気持ちはしないが、代わりになぜか足元がフワフワとして落ち着かない。

「いやあ、ははは、参ったな」

　後頭部に手を当てて照れ隠かくしに笑っていると、「うー！　うー！」とうなるリルネからなぜかローキックを浴びせられた。

　痛いよキミ。

　実際は故郷を失ったリルネのことをけっこう心配していたんだが……、この調子なら大だい丈じよう夫ぶそうだ。決意はもう、テトリニの街を出るときに済ませたのだろう。







　その日の夜。晩ばんごはんのサンドイッチに入っためんたいマヨソースですっかり機き嫌げんを直してくれたチョロいリルネの前。

　俺は眉み間けんにシワを寄せて座っていた。

「むむむ……」

　向かいに座るリルネは人差し指を一本立てながら、あくびを嚙かみ殺す。

「ふぁ……、ジン、まだぁ？」

「待て、今なんだか流れが見えてきた。見えてきた気がする。あっ見えた！　よし見えた！　青だな！」

「赤よ」

　俺はがっくりと肩を落とす。

　魔法使いになるためのファーストステップとして、支配属性が見えるようにとリルネが指導してくれているのだが。

「ジンはまったくだめね。素質がないわ」

「大丈夫だ、諦あきらめなければ夢は叶かなう。何年か特訓すればきっと俺だって」

「これ、魔法学校の小学校みたいなところに入るための試験よ」

「……」

　小学校受験に合格するために、何年も特訓するのか、俺……。

　さすがにそれは……、凹へこむ。

「じゃあはい、次シアよ」

「えと……」

　スターシアはじっとリルネの人差し指を見つめている。眼帯に覆おおわれていない右目は真しん剣けんそのものだ。

「青と……、あと少しだけ、黄色が混ざっている気がします」

「あら、正解だわ。しかも複合属性の些さ細さいな色まで当てるなんて、やるじゃない。シアはしっかりと勉強すれば、魔法を使えるようになるかもしれないわね」

「わたしが、魔法……？」

　スターシアは意外そうな声をあげる。俺はぽんぽんとスターシアの肩を叩たたいた。まるで自分のことのように嬉しかったのだ。

「いいじゃないかスターシア。すごいじゃないか。ぜひ勉強してみたらどうだ？　手から火を出せるようになるんだぞ、火だぞ、火」

「あんたどんだけ手から火を出したいのよ。チャッカマンでも持ち歩きなさいよ」

　片目を眼帯で隠しているメイドは、愛あい想そ笑いのように眉まゆを寄せて微笑ほほえむ。

「ですが、わたしには過ぎた力です。わたしが魔ま法ほうを使えるようになるだなんて、そんな……」

「え？　なんでだよ、いいじゃないか。せっかくだしリルネに教えてもらえよ」

　えっ、と小さく声をあげたあとで、リルネは赤らんだ頰を隠すように咳せきばらいをした。

「そ、そうね！　教えてあげるのもやぶさかじゃないわ！　でもそのときはせっかくだからジンも横にいてね」

「小学校にも入れない俺がいて、なにすんだよ」

「手て拍びよう子しとか」

「いらないだろ!?」

　リルネはちらちらとスターシアの様子を窺うかがっている。

　スターシアはまたしても小さく首を振ふった。

「魔法のお勉強には、たくさんのお金が必要だと聞きます。それに、わたしがリルネさまのお手をわずらわせるわけにはいきません」

「あ、う……、で、でも……」

　リルネは視線で俺に助けを求めてきた。

　うん。しょうがないな。やっぱりここは大人の俺の出番だな！

　ブラック企き業ぎようで鍛きたえた俺のトークスキルを見せてやろうじゃないか。

「まあまあまあまあ、スターシア。考えてみろよ。お前が魔法を使えるようになったら、どうなると思うかちょっと想像力の翼つばさを羽ばたかせてみてくれよ。そう、俺たちが便利になるんだよ！」

「……便利に、ですか？」

「ああ、なんだったらほら、毎回テントを張るときにリルネがいなくてもよくなるだろ？　獣けものを遠ざけたりさ。手から火も出せるし。それをスターシアができるようになるのは、俺たちにとってありがたいことなんだよ！」

「ですが、そのためにリルネさまに教えていただくというのは」

　俺は両手を広げて笑った。

「なにを言っているんだ、スターシア。お前は最初からなにもかもひとりでできたのか？　ベッドメイキングの方法だって、食事の用意だって、掃そう除じの方法だって、誰だれかに教わったんだろ？」

「はい。村のおばあさまに教えていただきました」

　スターシアは姿勢を正してうなずいた。

　そうか、そういえば農村から売られてきたって言っていたな。なんで奴隷になっちまったんだろう。

　まあそれはさておき。

「なんだって最初は教えてもらって、それからようやくひとりでできるようになるだろ？　だから、お前に魔法を教えるのは俺たちにとってもプラスなんだよ。これはお前のためだけじゃなくて、みんなのためなんだ。なあリルネ？」

　リルネは首をぶんぶんと上下に振っていた。

　スターシアはしばらく困ったように俺とリルネを見比べていたが、やがて根負けしたかのように丁てい寧ねいに頭を下げた。

「……申し訳ございません。恐きよう縮しゆくですが、お世話になります、リルネさま」

　リルネはパァと顔を明るくした。

「ま、まったくもう！　頼たのまれたんだったら仕方ないわね！　でも人に教えるのは自分のためにもなるっていうから、別にやぶさかじゃないけど！」

　これから寝ねる前に一時間ほど、魔法の勉強会が行なわれることになった。きっとリルネとスターシアの仲も、もう少し接近するだろう。

　まったく、手のかかるお嬢じよう様さまだな。

　俺が満足げに笑みを浮うかべていると、リルネが俺だけに聞こえる声で小さくつぶやいてきた。

「…………ありがと、ジン」

「うむ」

　しかし俺、その間は本当にずっと手拍子するのだろうか……。







　一方、魔法の才能がないと断じられた俺は俺で、やることがあった。手拍子ではない。

　翌朝。寝ね袋ぶくろからのそのそと起きた俺は、男性と女性の寝ね床どこを分けるためのついたて（リルネに土魔法で作ってもらった）を横切りつつ、テントを出た。

　早くも起きて朝食の準備をしていたスターシアに挨あい拶さつしつつ、剣を持った俺はテントを離はなれてゆく。

　近くの開けた空き地に出て、一通りストレッチを行なってから、剣を抜こうとする。だが鞘さやに引っかかってなかなか抜けない。むむむ。

　何度目かでようやく抜けた剣を掲かかげると、朝の光に反射して刃やいばが銀色に輝かがやいていた。リルネが屋や敷しきの地下から取ってきたという騎き士し剣けんだ。

　……かっこいい。

　魔法や広大な景色なんかも異世界っぽさを醸かもし出しているが、その中でも武器はやっぱりロマンだよな。うん。

　しかしこの剣、どうも金属でできているにしては軽すぎる気がする。ろくに剣を扱あつかったこともない俺が片手でいつまでも支えていられるような重さだ。

　水平に薙ないでみると、空を斬きる音がした。正直、すごく気持ちいい。

「いやーすごいなー、かっこいいなー、剣」

　男の夢だな！

　今度は両手に持ち替かえて、上段から振り下ろしてみる。

　剣道の授業で昔やったことがある面の動作を、淡たん々たんと繰くり返す。

　こう見えても遊んでいるわけじゃないんだ。剣を手に馴な染じませるために修しゆ業ぎようをしているのだ。護身用といっても、いつまでもお飾かざりのままじゃいられないからな。

　こうして秘密特訓をして、いざってときにはスムーズに使えるようにしておかなければ。ふふ、俺が華か麗れいに剣を振るったら、リルネとか驚おどろくだろうな。

「準備と練習、大事」

　子どもの頃ころから武術の道場に通わされていた俺は、稽けい古こした成果をいかんなく発揮するのがいかに難しいかを知っている。

　だからこそ、せめて体に叩き込んでおかなければならない。実際ピンチに動けなければなんともならないからな。

　しかし、あれだな。

　スターシアがリルネに魔法を習っているなら、俺も暇ひまを見つけてどこかで剣の振るい方とか習った方がいいかもな。

　そんなことを考えながら、汗あせを流しているとだ。

　近くの茂しげみからガサガサという音がした。

「……む」

　剣を握にぎったまま振り返る。するとそこには、一いつ匹ぴきの……、イノシシのような獣がいた。

「お、野生動物か、って……」

　待てよ、なんか様子が変だ。こいつただのイノシシじゃないぞ。

　具体的には目と目の間にもうひとつ目があるし、それがなんか赤く染まっている。大きさは俺の腰こしぐらいだが、逆立った牙きばは鈍にぶく黒く光っているし、なんかすごい威い圧あつ感かんがある……。

　野生動物ってもうちょっとこう、人に対して警けい戒かい心しんを抱いだいたりするものなんじゃないだろうか。異世界だから生態系が違ちがうのか？

「そうだ、こういうときは……ジャッジ！」

　俺が手のひらを突つき出しながら叫さけぶと、簡素なパラメータが表示された。






個体名：ワイルドボア

種　族：魔物

レベル：28

スキル：突とつ進しん、突き上げ










解　説：畑を荒あらす害がい獣じゆうのため、よく討とう伐ばつ依い頼らいが出る。







初心者を卒業した冒ぼう険けん者しやの練習相手としてちょうどいい魔物。

群れを作らず、単体で行動をする。








　解説？

　今までこんなのなかったのに、新しく増えている。人じゃない相手に使ったからかな。

　ていうか、魔物って書いてあるんだけど！

　魔物か！　こいつが魔物なのか！

　初めての魔物との遭そう遇ぐうに、俺の鼓こ動どうは緊きん張ちようと興奮で高鳴った。マジかよ、たったひとりのときに遭遇するなんて、どういう不運だよ！　くそう！

　ワイルドボアは慌あわてる俺めがけて、恐おそらくスキルに書いてある『突進』を繰り出してきた。凄すさまじい速度で風を切って突とつ撃げきしてくる魔物の重量感に、俺の身が竦すくむ。

　だがこんなの、メーソンに比べたら──。

　俺はとっさに右に跳とぶ。なんとか避よけ切れた。

「あぶねっ！」

　あの牙をまともに食くらったら重傷を負うだろう。ふとももが切れたらそれだけで大出血だ。ていうか死ぬかもしれない。

　なんだよこれ、ちょっと、おい、ピンチじゃないか？

　ワイルドボアはある程度走ってきた辺りで折り返してきて、再び俺に向かってくる。その速度はあまりにも速く、走って逃にげるのは難しそうだ。

　だったら──。

　俺は両手で剣を構えた。握る拳こぶしに力がこもる。

「くっそ、やるしかねえのかよ！」

　ぶっつけ本番はあんまり得意じゃないんだよな！

　ワイルドボアの突進に合わせて──。

「食らえ！」

　俺は斜ななめ前に足を踏ふみ込んだ。その一歩でワイルドボアの突進コースから外れると、すくい上げるようにして剣を振ふり切る。

「でええええい！」

　両手にはまるで粘ねん土どを切るような手ぬるい感かん触しよくが伝わってくる。外したか、あるいはかすったか。そう思ってとっさに振り返ると、だ。

　ワイルドボアは右半身の三分の一を切り裂さかれて、地面に転がっていた。

　えっ。

　じたばたもがいていたワイルドボアは、すぐに四し肢しをピンと伸のばして力ちから尽つきた。

　俺は血の流れ落ちる剣と、息絶えた魔ま物ものを交こう互ごに眺ながめ、息を吞のむ。

　いくらワイルドボアが駆かけ出し相手の魔物とはいえ、ろくに剣を振ったこともない俺が一撃で倒たおせるなんて。

　自分に剣の才能があったんだ！　なんてことは思いもしない。俺は剣をまじまじと眺めながら、つぶやいた。

「……もしかしてこの剣、めちゃめちゃいい剣なんじゃ」







　血のついた剣を持ったままテントに戻もどると、リルネとスターシアにめちゃくちゃ驚かれてしまった。

「ワイルドボアに襲おそわれた!?　あんた大だい丈じよう夫ぶだったの!?」

「うん、まあ、問題ない」

　だいぶちっちゃかったしな、たぶん子どもだったんだろう。魔物といっても、人と戦うのは初めてのやつだったのかもしれない。

「それよりもさ、リルネ。この剣っていったいなんなんだ？」

「さあ。我が家に代々伝わる家宝の剣らしいけど」

「……お前、そんなの俺にくれたのか」

「埃ほこりをかぶっているよりは使った方がいいじゃない。どうせあたしが受け継つぐことになっているんだし。買うより安いでしょ」

「まあそらそうだけどさ」

　テトリニの街は店主も店番もいなくなっちまったから、武器屋で新しい剣を買っていくってこともできなかったしな。生せい鮮せん食品はたいてい腐くさっちまうだろうから、多少は拝借してもよかったかもしれないが……。

　ふと見れば、付着していた血はいつの間にかすべて水で洗ったかのように地面に流れ落ちていた。不思議な剣だ。見た目はただの飾りがついただけの騎士剣なのに。

　刃を陽ひに照らすと、銀色にきらめく。どこかリルネの髪かみの色にも似ているような気がした。

「……使用者がダメージを受ける魔剣とかじゃないよな？」

「領主んちにそんな忌いまわしいもの伝わってないわよ」

　そうか……。

　……でもなんか、ここまで斬れ味がいいと、人に向けて使うのはこわいな、これ。

　ケンカはあくまでも素す手ででいいだろう。この剣は魔物用にしておこう。

「あ、ちょっと待って、ここに銘めいが彫ほってあるわ。えーっと、これは……、迅じん剣けん、とでも訳すのかしら……」

　柄つかを指でなぞりながら、リルネはつぶやく。

「『迅剣ヴァルゴニス』。そういう名前らしいわ」

「お前たちの家名と一いつ緒しよだな」

「そうね、なんか急にすごそうな気がしてきたわ」

　本当に俺がもらってもいいのだろうか。

　まあ持ち主がいいって言っているんだから、いいか……。

　そんなとき、朝食の用意をしていたスターシアがふいに立ち上がって俺の前にやってきた。お、おお？

「あの、それでワイルドボアの死体はどこに？」

「ん、あっちだよ」

　指差すと、スターシアはぺこりと頭を下げてそちらにトタトタと走っていった。

「ん？」

「うん？」

　俺とリルネは顔を見合わせた。




　そして追いかけていった先の光景を見て、俺たちはうめく。

「うお……」

「ええええ……」

　俺とリルネの見ている前、スターシアはナイフ一本でワイルドボアを解体していた。文字通りの解体作業だ。ぐさぐさと躊ちゆう躇ちよなくその頭や胸にナイフを突き刺さしては、さくさくさくと魔物を捌さばいてゆく。

　ごぼりとした赤黒い血で汚よごれないように、スターシアは体の前を布で覆おおっていた。

　彼女はいつものようににこやかに、鼻歌でも歌いそうな調子で魔物をめった刺しにする。猟りよう奇き的な光景であった。

「今夜の食事は豪ごう勢せいなものになりそうですね」

　腹を裂いて、さらにそこに手を突っ込んで、内臓をかきだしたり、引きはがしたり。

　うわあ。グロいよお。

「シア、すごいわね……」

「こういうの見ると、俺たちって結局現代っ子なんだって思うよな……」

「そうね……」

　普ふ段だんが普段なだけに、とにかくすごいギャップだ。

　俺たちの視線に気づいたスターシアはぴたりととまって、それから小首を傾かしげる。

「えと、村で教えていただいたことなんですが……」

　手の中のナイフを見つめてから、スターシアは気き恥はずかしそうに微笑ほほえむ。

「魔法を教えていただいたお礼に、リルネさまも……、やってみますか？」

「いえ！　大丈夫！　ありがと！」

　血まみれでナイフを差し出すスターシアを前に、リルネは青い顔で首を振っていた。







　なんといってもワイルドボアは百キロ級の魔物だ。三人で食べきれるはずもない。

　ヒレ肉やいくつかのブロック肉を確保したスターシアは残った死体を眺めて「もったいないですね……」と悲しそうにつぶやいていた。せめて馬車があればよかったんだが。

　あとに残されたのは皮や、大量の油、加工に時間のかかる部位などだ。

「えっと、あとはもういらないのよね？　スターシア」

「そうですね……、荷物になってしまいますから。せっかくジンさまに倒していただいた魔物ですのに、その肉をすべて持っていくことができなくてすみません……」

「えっ、いや倒したのだって偶ぐう然ぜんだし、スターシアがいなかったらそもそも食べるって発想もなかったし！　食費が浮ういたのはスターシアのおかげだよ！　いやあ助かったなあ！」

　しょぼんと落ち込むスターシアを必死に慰なぐさめる。

「それなら、残った肉や皮はもらおうかしら。アシード」

　そうこうしている間に、リルネはくるりと手首を回して従者を喚よび出していた。アシードの姿は普段よりも一回りほど小さい。彼（なのか？）は、炎ほのおの舌を出し入れしながらリルネを見上げる。

『如何いかがした、主あるじよ』

「魔物の死体が残っちゃっているのよ。あなたなら食べるかな、って思って」

「え？　精せい霊れいが魔物を食べるのか？」

「正確には、魔物に残っている微び量りようの魔力ね。魔物っていうのは動物に魔力が宿った姿のことを言うのよ。普段のアシ精霊ードはあたしの魔力を食べて生きているんだけど、たまには違ちがうものを食べてもいいかなって。毎日同じものばっかり食べるなんてゾッとしないもの」

「ははあ」

　食にこだわるリルネならではの言葉だな。するとアシードはワイルドボアの死し骸がいを見下ろし、うなずいた。

『ふむ……、ならばその心こころ遣づかい、有り難がたく貰もらおうか』

　その直後だ。魔物の死骸は一いつ瞬しゆんにして燃え上がった。あっという間に灰も残らず搔かき消える。その熱さに思わず顔を手でかばった俺やスターシアとは違い、リルネは平然としていた。

「どう？」

『不味まずい』

　切って捨てられて、リルネは申し訳なさそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「そ、そっか……、ごめんね」

『我が主の魔力が如何いかに美味かを改めて知った。感謝する』

　そう言うと、アシードはすぐに姿を消した。残った火の粉をぼーっと見つめながら、リルネはぽつりとつぶやいた。

「なに今の……、アシードがあんなことを言うなんて、初めて聞いたわ」

「お前の魔力をよっぽど気に入っているみたいだな」

「そうね、意外だったわ。人の魔力に美味おいしいもマズイもあるだなんて」

　リルネは自分の人差し指を横からぱくりと咥くわえてみる。目をくるりと回して、リルネは唇くちびるの隙すき間まから声を漏もらす。

「あんまりよくわからないわ」

「それがすごくおいしかったとしても困るだろお前……、毎日自分の指を食うのかよ」

「あたしの回復魔法じゃ部位欠損は治せないから、無理ね。そんなことよりおなか減っちゃった。朝ごはんにしましょ」

「はい、ただいま」

　スターシアが頭を下げた。俺はそんな彼女を呼び止める。

「待った、スターシア。ワイルドボアの肉って焼いて食べるつもりか？」

「え？　ええ、軽く調味料を振ふって、そうするつもりでしたけど」

「だったら俺に良い考えがあるんだ」

　俺は胸を叩たたいた。隣となりでリルネがなにを想像したのかキラキラとした目でこちらを眺ながめている。ふふ、その期待には応こたえようじゃないか。







　いい塩あん梅ばいで煮にえている鍋なべの蓋ふたを取ると、味み噌そとしょうゆの食欲をそそる匂においが立ちのぼった。スターシアとリルネが鍋を覗のぞくと、この世界で採れた野菜の中にワイルドボアの肉が色づいて浮かんでいた。

「というわけで、牡ぼ丹たん鍋を作ってみた」

「あんたは天才か」

「おほめいただき光栄の極きわみ」

　地方によって味つけは異なるのだが、今回は味噌ベースにしてみた。本当は根菜がほしかったところだが、さすがに俺も常にリュックにゴボウを突つっ込んでいるわけじゃないからな。なんちゃって牡丹鍋で勘かん弁べんしてもらいたい。

　倒たおれた丸太を椅い子すにしているリルネは、頰ほおを上気させながら生なま唾つばを飲み込む。

「朝から鍋なんて贅ぜい沢たくね、ホント……。これこそが贅の限りを尽つくした最高の朝ごはんだわ……」

「そこまで言うか。ほれ、器うつわをよこせ」

「肉をたっぷりでお願いするわ！」

　この器は先ほどリルネが木を削けずって作ったものだ。ちなみに鍋もリルネが土魔ま法ほうで作り出した土鍋であり、さらには火を起こしたのもリルネだ。

「魔法がこんなに食のために役立つだなんて、ひょっとして魔法は鍋のために生み出されたのかもしれないわね！」

「アシードが泣くぞ」

　たっぷり盛ってやって器を返すと、リルネは他ほかの人を待たずにひとりでさっさといただきますをした。肉を嚙かみ締しめて頰を赤く染めている。

「おいしい～～～～～～！　やっぱり肉っていいわね！　臭くさみぜんぜんないし、柔やわらかいし、さらにこの懐なつかしい濃のう厚こうな味つけ！　やっぱり肉には味噌としょうゆだわ！　これより上なんてどこの世界にも存在していないわねー！」

「ほら、スターシアも」

「あ、ありがとうございます」

　器を渡わたされたスターシアはそのままフォークで肉をかじろうとして、「ひゃあ」と声を漏らした。どうやら舌を火傷やけどしてしまったようだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　ほら、水」

「だいじょうぶれす……、ふー、ふー……、お、おいしいれす」

　俺が作ったものだからってそんな慌あわてて食べなくてもいいのに……。舌を出しながら恥ずかしそうに笑うスターシアはめちゃくちゃ可愛かわいかった。隣で獣けもののように肉をむさぼる銀ぎん髪ぱつのなんちゃって淑しゆく女じよがいるから、なおさらスターシアの魅み力りよくが引き立つな。

「ジン！　お代わり！」

「まだ俺一口も食べていないのに！」

「え、どうしたの？　おなか減ってないの？」

「めっちゃ減っているよ！　なんだったら俺が食べたいから牡丹鍋にしたぐらいだよ！　くそう、これ以上はお前自分でよそえ！　鍋は戦争だぞ！」

「いいじゃない、やってやるわよ！　日本に帰ればいつでも食べられるあんたと、ハングリーさの違いってやつを思い知らせてやるわ！」

「はふはふ」

　スターシアが熱さに目を強くつむりながらのんびりと食べている横で、俺とリルネの戦いが始まった。

　その後、俺たちはものの十分足らずで鍋を空にする。

　後片付けをしながら横を見ると、リルネは心から幸せそうな顔をしている。

　だが、腹がいっぱいになって満ち足りた気分なのはわかるが、丸太に座ったままおなかをさすって飽ほう満まんのため息をつくリルネは、とてもじゃないけど十五歳のお嬢じよう様さまには見えないぞ……。

「またワイルドボアが出たらよろしくね、ジン、シア」

「へいへい」

「はい」

　俺が倒して、スターシアが捌さばいて、リルネが魔法で用意した鍋だ。

　しかしこんなんが俺たちの初めての共同作業か。まあある意味、俺たちらしいのかもしれないな。

　この日、俺たちはついにイルバナ領を越こえた。生まれ育った故郷を後にするリルネに、別れを惜おしむような感傷は一いつ切さいなく。彼女は少しも立ち止まらずに足を進めていた。

　この辺りはもう、南の自由都市群ラパムの自治区だ。

　イルバナ領の二倍以上の面積を誇ほこるラパムの都市を越えれば、いよいよヴァルハランドの塔とうは目前となる。

　順調な旅だと言えるだろう。




　が。

　そんな風に歩いている最中だ。ふいにスターシアがうずくまった。

「ん、スターシア？」

「どうかした？　って、ちょっと、すごい脂あぶら汗あせ！」

　リルネが慌ててスターシアのもとにしゃがみ込む。

「おい、大丈夫か!?」

　どんなに疲つかれていても弱音ひとつ漏らさないスターシアが、声もなくその場にしゃがみ込むだなんて、異常事態だ。

　ワイルドボアが毒を持っていたとか、まさかそんな感じなのか？

「す、すみません……、大丈夫、です……」

　眼帯の隙間から、たらりと血が垂れる。

　これって……。

　リルネはハッとしてスターシアの眼帯を外す。すると、彼女は左目から赤い血を流していた。まるで血の涙なみだだ。

「おい、スターシア……、その目……！」

「視みえたんです」

「……それって」

　未来眼が勝手に働いたっていうことなのか。

　彼女は片目を押さえながら、その場で息を荒あららげてつぶやく。

「……そこがどこかはわかりませんが、高い塀へいで囲まれた街で……、小さな人ひと影かげ、ひどくあがいている姿、と……」

　……と？

　俺は続くスターシアの言葉を待つ。

　彼女は意を決するようにして口を開いた。




「──その前に立つ、あの黒衣の化け物の姿が」




　俺とリルネは顔を見合わせた。

「高い塀に囲まれた街……それって、まさか」

「……知っているのか？」

「ええ、直接見たことはないし、授業で習っただけだけど」

　リルネは腕うでを組んでうめく。

「自由都市群ラパムの門と呼ばれる、要よう塞さい都市テスケーラ」

　要塞都市テスケーラ。

「あたしたちが、次に向かう場所よ」




　そのとき俺の胸の中で、なにかがカチリと音を立てた気がした。










[image: 第五話　要塞都市テスケーラ]




　ゆくべきか、迂う回かいするべきか。話し合いの焦しよう点てんは、そこだった。

「要塞都市テスケーラは、高い壁かべに囲まれた街よ。独自の騎き士し団だんをもっているため、自由都市群ラパムの中でも随ずい一いちの兵力を誇るわ」

　テスケーラが遠くに見える小高い丘おかの上に車座となり、俺たちは地図を覗き込んでいた。

「もともとラパムは、解体された大だい帝てい国こくから分ぶん裂れつした都市群が自治都市となって、経済圏けんを作っているの。だから、いちいち次の街の通行証をもらわなくてもいいってわけ。テスケーラに入ろうが入るまいが、その先の旅には支障はないでしょうね」

　リルネはトントンと地図を指差す。

　テスケーラを迂回し、次の街に向かうことは不可能ではないようだ。

　買おうと思っていた馬車が手に入らない上に遠回りになってしまうから、数日のタイムロスにはなるだろうが、今のところ食料を含ふくむ物資に不足はない。ワイルドボアの肉もまだまだ余っているしな……。

　そこで、自信なさそうにスターシアが口を開いた。

「あの、でも、今までジンさまの姿しか見えたことはありませんし……、わたしの目が見た光景が、間ま違ちがっているということも……」

「そこを疑っても仕方ないとは思うんだが」

　俺は顎あごを撫なでる。

「そうだな、だったらもう一度、ジャッジを試ためしてみるか」

　スターシアのステータスになんらかの変化が現れたという可能性もあるしな。

「あ、じゃあ、ついでにあたしのもお願いね、むっつり鑑かん定てい士しさん」

「なんでだよ。つか誰だれがむっつりだよ」

「レベルアップしているかもしれないじゃない。だってあたしはまだ十五歳で、伸のび盛ざかりなんだから。自分のステータスは常にチェックしていたいわ」

「はいはい、スターシアのあとにな」

　スターシアはきょとんとしていた。

「あの、なにをされるんですか？」

「えっと、そうだな」

　俺は軽く自分の力の説明をした。相手のステータスを覗のぞき見ることができる鑑定という能力についてだ。スターシアはよくわからないという顔だったが、「ジンさまにお任せします」と小さく頭を下げた。全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを感じる。

「ジャッジ」

　すると、身も心も俺に委ゆだねるような目をしているスターシアの手前に、半はん透とう明めいのウィンドウが浮うかんできた。






名　前：スターシア

種　族：人族

性　別：女

年ねん　齢れい：19

職　業：メイド

レベル：５

称しよう　号ごう：ジンの奴ど隷れい、リルネのメイド、遠見の魔ま女じよ

スキル：人族語、呪族語

固　有：未来眼（レベル２）








　職業が変わっているな。前は確か『占うらない師し』だったはずだ。

　って、あれ。

「……お前、未来眼のレベルがあがっているな」

「え？　わたしが、ですか？」

　俺はスターシアの眼帯をめくり上げる。スターシアは慌あわてたように両手を前に出した。

「あ、あの、ジンさまぁ……」

「悪い、ちょっといいか」

　その目を覗き込む。すると、鏡のように真っ白だった瞳ひとみに、わずかな一筋の光が点ともっているのに気づいた。とても綺き麗れいで、吸い込まれそうな光が揺ゆらめいている。

「最近、目に変わったことはなかったか？」

　真面目まじめな口調で問いただすと、スターシアは思い出しながら語る。

「たまに、しびれるような痛みが走ることはありました」

「それはいつからだ？」

「確か、テトリニの街を出発する前後だったと思います。あ、でもそんなに大したことではありませんので……」

「ふうむ……」

　スターシアはその目に俺しか見えないって言っていたんだよな。じゃあレベルアップしたことによって、他ほかの人の姿も見えるようになったんだろう。能力の幅はばが広がったということなのかな。

　……だとしたら、やはり間違いではない、のか。

　ついでになんかウキウキして待っているリルネをジャッジする。






名　前：リルネ

種　族：人族

性　別：女

年　齢：15（＋15）

職　業：魔法使い

レベル：[image: ]

称　号：煌フレ炎アマ師スター、サラマンダーと契けい約やくを結びし者、元領主令れい嬢じよう、塔を目指す者










スキル：炎ほのお魔法第三位、水魔法第六位、風魔法第四位、土魔法第四位







回復魔法第七位、強化魔法第五位、神聖魔法第五位

高速詠えい唱しよう、威い力りよく倍撃、混合魔法、魔力高こう揚よう

人族語、森族語、騎き馬ば自在、魔典書写










固　有：転生者、魔力十倍








　ふむ。特に変わりはない。

　前のような『エンディングトリガー』も書かれていないしな。リルネはテストの点数に一いつ喜き一いち憂ゆうする学生のような顔で尋たずねてくる。

「……ど、どう？」

「あんまり変化ないな。あ、領主令嬢の称号が、元領主令嬢になってるぞ」

「それはすっごくどうでもいいわね……。なんなのよその称号って、誰につけられた称号なのよ……」

　半眼で睨にらまれてもな。別に俺が鑑定結果を操作しているわけじゃないし……。

　とはいえ、最初の問題に戻もどるわけだ。さてどうするか。

　俺は手を挙げた。

　一同の目を見つめながら、ハッキリと意見を告げる。

「俺は行きたい」

　小さくリルネがため息をついた。

「そう言うと思ってたわ。むっつりお人好よしすけべ」

「……すまん」

　誰がむっつりだ。

「だいたい、人ひと影かげが何者かもわからないんでしょ。そんなあやふやな相手を助けにいくの？　助けられる相手があたしのような善人とは限らないのよ」

　そう言うと今度はスターシアがしょんぼりと俯うつむいた。

「すみません、わたしの力が及およばないために……」

「あ、違うのよ、シアを責めているわけじゃなくて！」

　リルネはぶんぶんと手を振ふる。見ているこっちが痛々しくなるぐらいの必死さであった。

　ま、でもそうだな。赤の他人を助けにいくなんて、俺ぐらいで十分だろう。

　俺は自分の考えを確かめるように口を開いた。

「それが誰であっても、助けにいきたい。あんな化け物に誰かがもう殺されるのは、真っ平だよ。だから、ふたりは迂回して次の街へと先に向かっててもらっても──」

「まったくもー」

　リルネは唐とう突とつに俺の額にチョップをしてきた。

　痛くはないがびっくりした。な、なんだ。

「あたしだってあのメーソンには心底ムカついているのよ。それをなに、自分ひとりで片付けようっていうの？　あたしも交ぜなさいよ」

「……リルネ」

　俺は額を押さえながら驚おどろいていた。リルネがそんなことを言うだなんて。彼女はもっと現実的な考え方をするものだと思っていた。

「別に無む茶ちやをしたいって言っているわけじゃないの。でも、テスケーラがメーソンに襲おそわれるかもしれないのなら、見捨てることはできないわ」

「しかし」

「大だい丈じよう夫ぶよ、死なないわ」

　リルネは自らの手のひらを見下ろしていた。

「あたし、メーソンの言葉の意味をずっと考えていたの」

　小さくつぶやく。

「あいつはあたしの持つ力がいずれ自分たちを脅おびやかすと言っていたわ。それに、あたしとあんたを『メサイア』とも呼んでいたわね」

「……ああ」

　手のひらを握にぎり締しめて、リルネは顔をあげた。

「あたしの力をあいつが恐おそれて、だから殺しに来たっていうんだったら、……今度こそ、あたしはあいつの計画を止めてみせる」

　俺はぽりぽりとこめかみをかいた。

　俺は俺のワガママでリルネを助けたが、リルネは俺を巻き込んだことを悔くやんでいた。だったらこれはその逆になるのだろう。

　ったく、参ったな。だったら助力を断るわけにはいかないじゃないか。

「危なくなったらすぐに逃にげるんだぞ、リルネ」

「平気よ、あんたのそばにいるから」

　バツが悪そうにリルネが笑う。

「でも、スターシアまで連れていくのは悪いことをするわね、ごめん」

「いえ、滅めつ相そうもありません」

　スターシアも穏おだやかな笑えみを浮かべながら首を振った。

「おふたりに出会えなければ、わたしは奴隷市場でなにもわからず石にされておりました。救われた命は、おふたりにお預けします」

　まいったな。そこまで言わせてしまうだなんて、絶対に守り切らなければいけないじゃないか。

「寄り道させて、すまんな」

「なに言ってんのよジン。あの化け物に関係することなら、寄り道じゃないわ。テスケーラがあたしたちの目的地よ」

　リルネはそう言い切った。

　こうして、俺たちはテスケーラに向かうことになった。







　テスケーラに入るため、俺たちは三人分の入場料を支し払はらった。

　今夜の宿の場所などについての簡単な説明を門番から受けると、いよいよ中に入る順番待ちの列だ。

　軽く話してみただけだが、ラパムの人間は心なしか、微び妙みようになまりがある気がするな。イルバナ領のすぐ南だからそんなに変わりはないんだろうけどさ。

　しかし、この街にあの黒衣の化け物が潜ひそんでいるとなると、周りに並んでいる商人や旅人たちが一気に怪あやしく思えてくるもんだ。俺は知らず知らずのうちに、腰こしに差した剣けんを握り締めていた。小心者だな、俺って。

　門番に中で抜ばつ刀とうをするなよ的なことを言われたが、俺はへらへら笑いながら敵意がないことを示した。あくまでも護身用護身用。

　その後、暗い廊ろう下かを歩いて、街の中へと入った。

　一気に視界が開けると、人の多さに俺はギョッとした。

「え、なんだここ、なんかのお祭りか？」

「テスケーラは、自由都市群ラパムの中でも五指に入るほど発展した街だからね。イルバナ領みたいな片かた田舎いなかとは違ちがうのよ」

「へえー、普ふ段だんからこうなのか」

　俺は田舎者特有のおのぼりさん丸出しで、あちこちを見回す。

　そら新しん宿じゆくとか渋しぶ谷やとか、そういうところに比べたら人通りは少ないけどさ。この世界でこんなにぎゅうぎゅうとしている人たちを見るのは初めてだから、ちょっとドキドキしちゃうな。

　石いし畳だたみの床ゆかに、がらがらと馬車が通っていったり。店先を通ると熱心な客引きの声がしてきたり。長い槍やりを持って腰に剣を佩はいた衛兵たちが、物々しい様子で巡じゆん回かいをしていたり。なんともにぎやかなことだ。

　すると、スターシアが建物と建物の間にかけられた飾かざり紐ひもを指差して、楽しそうに言った。

「あ、きょうはなにかお祭りがあるようですね」

「おい、リルネ」

「……」

　俺が半眼でうめくと、リルネはぷいと顔をそむけた。

　こいつ、頭でっかちで知識だけはあるけれど、基本的に引きこもりでどこにも出歩いたことがないからな……。

「三十路みそじを過ぎてそういう知ったかぶりされるのは、ちょっと困るぞ」

「え、なに言ってんのジン、あたし十五歳だよ？　こないだ誕生日を迎むかえたばかりだよ？　ヘンなこと言わないでよねー。ぷー」

「あ、はい、スイマセン」

　ねっとりと見つめられて、俺はただうなずくことしかできやしない。

　お祭りか、なんのお祭りだろう。

　そういえば俺、この世界の文字とか読めないんだよな。言葉は使えるのに。

「テスケーラでは毎年、自治を勝ち取った日を記念として、独立祭を行なっているそうね」

　先ほどの恥はじもなんのその、リルネは我が物顔で語り出す。

「独立祭ではこの街を治める『聖女』さまが現れて、一年の無事と平和を祈いのるそうよ。歴史の授業で習ったわ」

「ふーん」

　聖女さま、か。そういうのを聞くとつい美人を想像しちまうけど、まあ現実的に考えてンなことはないんだろうな。などと俺は俗ぞく物ぶつ的な考え方をする。

「あ、リルネ、パンを売っているぞ。ちょっと見ていってもいいか？」

「はいはい、仕方ないわねジンは。異世界が珍めずらしくて仕方ないのね、まったくお子さまなんだから」

「それを十五歳のお前に言われるのか……」

　パン屋もお祭りだからか、露ろ店てんを開いているようだ。いろんなパンが置いてあるな。白パン黒パン堅かたいやつ柔やわらかいやつ。イルバナ麦を使ったパンは置いてあるかなー、と見やると。

　……えっ、高っ！　普通のパンの十倍以上の値段がするぞ！

「イルバナ麦ってこんなに高いのか……」

　俺がそうつぶやくと、店番をしていたおばちゃんが「ははは」と笑う。

「年々収しゆう穫かく量が減っているのよねえ。今年なんてこっちに流れてくるのは、ネズミの爪つめの先ぐらいだったわよ、ははは」

「え、そうなの？」

　その言葉を聞いて、リルネが驚いた。

　おいしそうな焼きたての黒パンを買って店を出ていきながら、俺はリルネにつぶやく。

「おい、しっかりしろよ、領主の娘むすめ」

「……年々とれなくなっているなんて、授業で習わなかったもの」

　リルネは頰ほおを膨ふくらませていた。







　テスケーラの正門前広場を抜ぬけて、中央のほうに歩いていると、どこからか黄色い歓かん声せいのようなものが聞こえてきた。

　俺たちは好こう奇き心しんにつられてそちらに向かうと、大通りになにやら華はなやかな馬車が連なっているのが見える。

　道を挟はさんで、皆みなが熱ねつ狂きよう的に手を振ふっていたりする。

　ほほう、お祭り騒さわぎだな。

「パレードみたいだなー」

「たぶん、あれが聖女さまなんじゃないかしら？」

「どれどれ」

　リルネの指差す方にはなるほど、儀ぎ礼れい用の馬車に乗った、ひとりの少女が民衆に向けて手を振っていた。

　真っ白な衣ころもに包まれた彼女は長い金きん髪ぱつを結ゆっていて、周囲に立つ正装をまとった騎き士したちに囲まれている。

　美しさや神聖さを感じるよりもまず先に、俺はその風ふう体ていに少し驚いた。

「なんで顔に仮面をかぶっているんだ？」

「聖女さまは代々特とく殊しゆな力を持つのよ。『聖せい眼がん』て呼ばれているわ」

「聖眼」

　俺は思わず魔ま女じよと呼ばれるスターシアを見てしまった。眼帯をした彼女は、ぽーっとした顔で美しい聖女を仰あおぎ見ている。

　スターシアとあの聖女の間に、どんな差があるんだろう。未来眼を持つスターシアもまた、誰だれかを救う力を持っているはずなのに。

[image: ]

　ただ生まれが違うだけで、片方はあんな風にまつりたてられて、片方は忌いまわしき奴ど隷れいとして地ち下か牢ろうに繫つながれていたのか。

　なんだかちょっとやるせないな。

　リルネは通り過ぎてゆく聖女を眺ながめながら言う。

「みだりにその力が発動してしまわないように、普段は仮面で力を抑おさえているんだと授業で習ったわ」

「どういう力なんだ？」

「今の聖女さまはどうかわからないけれど、歴代の聖女さまはそりゃもうすごかったらしいわ」

「だからどういう力なんだよ」

「あ、スターシアほら、みんなが聖女さまに向かって花を投げているわ。あたしたちも買ってきましょ！」

　こいつ、知らないんだな……。

　リルネはスターシアを連れて、花売りの娘のもとに向かっていた。

　はぐれないように、俺もそちらについていこうとしたのだが。

　──ふと、後ろ髪がみを引かれたような思いをして、振り返る。

「……ん」

　すると俺は群衆の中に、深くローブをかぶったひとつの人ひと影かげを見つけた。

　年若い。少年か少女か見分けがつかないその人物は、聖女ではなく、投げられたあとに馬車の車輪に轢ひかれて散っていったボロボロの花を見つめていた。

「ちょっと、ジンも早く！」

「あ、ああ」

　ちらりとリルネを見ると、人影は消えてしまっていた。

「……なんだったんだろうな」

　なぜか妙みように印象に残った。







　昼を少し回った頃ころから宿を探し始めて、三軒けん目にようやく空きを見つけることができた。いやー、デカい街だけあって、宿もたくさんあって助かるなー。

「あんたが目に留まった迷子とか大きい荷物を抱かかえたご老人とかにしょっちゅう話しかけるから、まったく進まなかったわ」

「……すまん」

　俺は目を伏ふせながら頰をかく。

　でもしょうがないじゃないか。困ってたんだから……。

「つか、なんだかんだ言って、お前も手伝ってくれたじゃないかリルネ」

「仕方なくよ。そうしないとあんたがいつまで経たってもテコでも動かないからね」

　それはそうと、見つかった宿は少し大通りを外れたところにあった。助けてもらったお礼にと、おばあさんに教えてもらったのだ。

「やっぱり人助けはするものなんだよ、うん」

「善意の押し売りホントやめなさいよね。あたしもシアも重い荷物担かついで歩くことになるんだから。やるならひとりでやんなさいよ、むっつり人助けすけべ」

　いや、はい、すみません。

「しかしどこも混こんでいるのは、やっぱり独立祭の影えい響きようだなー」

「地方やあちこちからも商人がやってきているらしいからねえ」

「借りられたのは一室のみか」

「見つかっただけでも儲もうけものよ」

　中に入ると、それなりに整ったいい部屋のようだった。

　ああ、屋根があるってありがたい……。

　しかしこの部屋には、ベッドがふたつしかなかった。

　ベッドがふたつ、か……。

「よし、俺は寝ね袋ぶくろを使って床ゆかに寝よう」

「それはいけません」

　流れるように提案すると、スターシアが真っ先に反対した。うん、わかっていたよ。

「じゃあジャンケンをしよう。負けたやつが床で寝る」

「そのジャンケンというものはよくわかりませんが、誰かが床で寝るならばわたしが寝ます」

　当然という顔でスターシアは言った。キリッとしている。かわいい。

　スターシアは返事も聞かず、荷物を置いて、床に自分の寝袋を敷しく準備を始める。

　俺は慌あわててそれをとめた。

　結局、リルネとスターシアがひとつのベッド。そして俺がもう片方のベッドを独どく占せんすることになっちまった。

　悪い気がしたんだが、リルネがひそかに「なんかこういうのも、友達っぽいかも……!?」と喜んでいたのでよしとしよう。




　さすがにいつ黒衣の化け物が現れるかわからない街で、眠ねむりにつけるのかと心配だったのだが。

　食事を終えた後、部屋に戻もどってきた俺たちは久々のベッドに潜もぐり込んだ途と端たん、あっという間に眠りに落ちてしまった。

　ああ、ベッドきもちいい……。やっぱり寝袋はあくまでも寝袋だな……。

　街の外は祭りの余よ韻いんが残っているのか、どこからか歌声や楽器の音、笑い声に交じって、耳を突き刺すような叫さけび声が響ひびき……。

　と、俺は身を起こす。

「……叫び声？」

　窓の外が明るい。いったいなんだ？

　俺は窓を開いた。

　揺ゆらめくようなこの光は……、火か！

　身を乗り出せば、街の外れからもうもうと黒い煙けむりが立ち上っていた。

　このタイミングだ。弥いやが上にも俺は不ふ吉きつな予感を抱いだいてしまう。

　見に行くべきだろう。

　振り返る。リルネとスターシアは身を寄せ合って、眠っている。

　いや、ゆっくりとリルネが薄うす目めを開いた。

「……ん、……ジン？」

「えと」

　俺はリルネに声をかけようとして、思いとどまった。

　彼女にはここでスターシアを見てもらったほうがいいかもしれない。

　そう思った俺は、剣けんを摑つかんでリルネに告げる。

「街の外れで火事が起きたようだ。ちょっと様子を見に行ってくる。心配しないでくれ、すぐ戻る」

「え？　う、うん」

　口早に言うと、不安そうな顔をするリルネを置いて、俺は鍵かぎを開けて部屋を出た。







　きっと俺はうぬぼれていたのだ。

　あのメーソンを撃げき退たいできたからか、ひとりでワイルドボアを倒たおしたからか、あるいは旅が順調だったからか。

　俺はひとりで見に行くことを当然だと思っていた。

　ひとりで十分だとさえ、思っていた。

　人の波をかきわけながら走る。赤く照らされた街の景色が流れてゆく。

　俺は右拳こぶしを握にぎりしめていた。

　あの日のように、石にされた人を見捨てて、逃にげるような真似まねはしたくない。少なくとも今の俺には『トリガーインパクト』という、黒衣の化け物たちに対たい抗こうする手段があるんだ。だから。

　街の人の中には物々しい格好をした連中も交ざっている。黒光りする金属鎧よろいに、剣を提さげているものたち。恐おそらくテスケーラの騎き士しだろう。彼らが俺を呼び止める。だが、俺は構わずに走り抜ぬけていった。

　俺の目に映る光景は、徐じよ々じよに寂さびれていった。どうやら火が出ているのはスラム街のほうらしい。

　この辺りは雑多な区画だ。

　もしかしたらこの火事にあのメーソンはまったく絡からんでいなくて、ただのボヤ騒さわぎだということもありえるのかもしれない。

　俺は走りながらそんなことをふと思う。

　矢先。

　人気のない裏路地を曲がった俺は、信じられないものを見た。

　脳が理解を拒こばむ。だが俺はそれを正面から目まの当たりにしてしまった。

　炎ほのおに照らされているからか。

　いや、違ちがう。

　そこは血の海だった。

　広場なのだろう。辺り一面に、斬きり殺された死体が散乱している。

　俺は思わず口元を押さえた。

　むせかえるような死の臭においに、戻してしまいそうになる。

　──なんだこれ。

　こんなの、人間の所業じゃない。

　これもやはり、あの黒衣の化け物の仕し業わざなのか。

　ふらつく俺に、声がかけられる。

「お前か」

　俺は顔をあげた。

　そこには野生の獣けものがいた。

　浅黒い肌はだをしたひとりの青年だ。両手に爪つめのような短剣を持っている。

　血の海の上に立つその男は、あらゆる死を超ちよう越えつした存在であるかのようだった。

　俺は彼に睨にらみつけられた瞬しゆん間かん、体が痺しびれたかのように動かなくなった。

　やばい。

　本能が震ふるえ上がる。

「オレの仲間たちをお前が、よくも、よくも」

　それは狂きよう気きにも至るほどの激高だった。そのあまりにも強い感情を叩たたきつけられた俺は、咆ほう哮こうを浴びた草食動物のように身が竦すくむ。

「ちが──」

　俺は呪じゆ縛ばくを振ふり払はらうように手を挙げた。

　なんとか誤解を解かないと。

　だが青年の、その茶色い髪の隙すき間まから覗のぞく目は、俺を映してはいなかった。

「死ね」

　それが冗じよう談だんじゃないことは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　──こいつは俺を殺す気だ。

　いくら俺がどんなに人の助けになりたいと願っていたって、赤の他人の八つ当たりに力を貸すわけにはいかない。
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　俺は腰こしの剣に手を当てようとして。

　直後、手が空振りした。

「あれ？」

　違う。

　俺の右の手首から先がない。

「──」

　血が吹ふき飛び、海に混ざる。

　斬り飛ばされたんだと気づいた頃ころには、もうなにもかもが遅おそい。

　男の姿は見えない。視界は真っ赤だった。

　言葉を叫ぶこともできなかったのは、喉のどが斬り裂さかれていたからだと知った。

　仰あお向むけに倒れ、俺は目を見開いた。

　脳のう裏りに今までに出会った人たちの笑え顔がおが浮うかぶ。後こう悔かいと生きながら焼き殺されるような熱の中、俺の体からは大量の血と想おもいが流れ落ちてゆく。それらを摑むような手は、もはやない。

　俺はうぬぼれていたのか。

　だからこんなことになってしまったのか。

　俺の顔面に靴くつ裏うらが押しつけられる。

「死ね、死ね……、死んで償つぐなえ……！」

　すさまじいまでの憎ぞう悪おを浴びせられ、俺は血の海に沈しずんでゆく。

　だが、違うんだ。俺はここの人たちを殺していないんだ。

　俺はお前たちを助けるために……。

　そんな言葉を告げることもできず、俺の意識は闇やみに落ちていった。

　そして──。










　──耳に音が戻ってくる。

「あ、きょうはなにかお祭りがあるようですね」

　……。

　……え？

　俺の目の前には、スターシアがいた。

　変わらぬ声で、変わらぬ姿で、上を指差していた。

　この光景は、覚えている。

　テスケーラに入ったばかりのときの会話だ。

　これも俺の走そう馬ま灯とうなのか？

　俺が目を白黒させていると、リルネが俺の顔を覗き込んできた。

「ちょっと、ジン、どうかした？　顔色が悪いわよ」

「え？」

　呆ほうけた俺の頰ほおをつついてこようとして、リルネの指先がゆっくりと近づいてくる。

「や、やめろ！」

　俺は喉を斬り裂かれた恐きよう怖ふを思い出し、思わず叫さけんでいた。

　リルネはビクッと震えて俺を見る。

「ど、どうしたのよ……、人が心配してやっているのに」

「あ、ご、ごめん」

「ジンさま、どこか具合でも悪いのですか？」

「いや、そういうわけじゃ」

　喉と手首がそこにあることを確かく認にんするかのように、俺は何度もさすった。

　なんなんだ。

　これは現実か？

　さっきのは、夢だったのか？

　それにしては感かん触しよくがリアルすぎる。

　俺は一度、死んだんじゃないのか。

　鈍にび色いろの空を見上げ、俺は誰だれともなく問いかける。




　いったいこの街で──なにが起きているんだ。







　滅びゆく世界を救うために必要な俺以外の主人公の数を求めよ。




　第二章　ループ主人公





〈つづく〉












[image: 閑話　『リルネ＝ヴァルゴニス』]




　リルネ＝ヴァルゴニスは、イルバナ領領主の娘むすめとして誕生した。

　彼女を一言で言い表すならば『天才』。それが自他ともに認める評価である。

　伝説は枚挙にいとまがない。

　曰いわく、三歳にして魔ま法ほう書を読み解いた。初めて魔法を放ったのもそのときであり、危あやうく屋や敷しきを全ぜん焼しようさせるところであった。

　曰く、五歳にして全属性の魔法を習得。

　曰く、七歳にして修練を積んだ熟練の魔法使いを、決けつ闘とうにて打ち破った。などなど。

　リルネが魔法学校に入学したのは十歳の頃だ。

　幼い頃は伝聞のみで響ひびき渡わたっていた噂うわさがすべて真実であると、彼女はその才覚にて証明してみせた。

　こうして世界はリルネという奇き跡せきの存在に気づく。

　彼女が何者であるか、知る由よしもなく。




　＊＊＊




　メーソンを撃げき退たいした翌日。

「ん……」

　あたしは外から差し込む光に頰を撫なでられ、目覚めた。

　そこが整えられたベッドの上だったから、もしかしたら昨日のことは夢だったんじゃないかな、なんて思ったけれど。

　部屋の真ん中には石になったままの父様の像があったから、あたしは少しも現実から目を逸そらすことはできなかった。

　メーソンはあたしのすべてを奪うばっていった。理由もわからず、嵐あらしのような不条理が去ったあと、あたしの大事なものはみんな粉々にされたのだ。

　見開いた目に涙なみだがにじむ。

　あたしは手の甲こうで目元を拭ぬぐった。

　そうだ。

　まだなにも終わっていない。

　ベッドから下りる。わずかに立ちくらみがして、壁かべに手を突ついた。昨夜に消費した魔力がまだ回復し切っていないのだろう。

　それでも、両足に力を込めて無む理り矢や理りにでも歩き出す。

　前に進むんだ、あたしは。

　だってあたしの戦いは、きょうから始まるんだから──。







　十二歳の頃だった。

　当時、炎ほのお魔法第四位を習得してしばらく経たっていたあたしは、炎魔法第三位の座を得るため、炎精せい霊れいとの契けい約やくを魔法学校に申しん請せいした。

　全魔法使いの上位２％しかたどり着けないと言われている第四位だが、第三位はそれにも増して狭せまき門である。

　なぜなら第三位以上の魔法を操あやつるには精霊と契約し、彼らを飼いならす必要があるからだ。

　第三位に到とう達たつする魔法使いは、千人にひとり。すなわち０・１％。

　あたしは当然ながら、自信があった。

　この世界で生きることなんてゲームみたいなもので、イージーモードだ。魔法の才能があり、前世の知識をもつあたしは無敵だった。失敗なんてするはずがない。あたしはそうたかをくくっていた。

　教師たちの決議は揉もめたらしい。

　このリルネ＝ヴァルゴニスがいかに天才魔法使いとはいえ、当時はまだ十二歳の子どもだ。あまりにも幼すぎるというのが彼らの見解だった。

　精霊との契約は大変な危険が伴ともなう。

　彼らを畏い服ふくさせ、自らを主人だと認めさせることが契約の条件だが、その条件は個々の精霊によって異なる。

　問答で精霊を納なつ得とくさせたり、あるいは謎リドルを解かせられる場合もあるらしい。だが一いつ般ぱん的なのはやはり、戦って勝つことだ。

　精霊は触しよく媒ばいであり、現象であり、そして魔法そのものだ。精霊：サラマンダーの放つ炎は、人の手で放つそれに比べても圧あつ倒とう的てきに苛か烈れつである。いかに最だい下さん級いの精霊とはいえ、十二歳の子どもが勝利した例は歴史上にも類を見ない。

　あたしを精霊と戦わせるべきか、否いなか。大人きようしたちの手によって票が投じられた。

　賛成は５、反対は４。

　あたしは魔法学校の決闘結界内にて、サラマンダーと対たい峙じした。




『お前が喚よんだのか』

　契けい約やく陣じんにあたしの血を垂らして召しよう喚かんした精霊サラマンダーは、まるで小さな蜥蜴とかげのような姿だった。

　あたしは十分に勝てると思った。

『そうよ！　精霊サラマンダー！　あたしに従いなさい！』

　この世界に転生して十二年。人間関係以外で苦労したことなどほとんどなかった。

　なんたってあたしには現代人の知識がある上に、前世を生きてきたという圧倒的な積み重ねがあるのだ。二度目の人生というのは、一度目に比べて何倍も簡単だった。

　ロッドを振ふり回すあたしに、サラマンダーは全身から炎を噴ふき出した。

『良かろう。ならばお前の力を我われに示すがいい』

　次の瞬しゆん間かん、サラマンダーの体が何倍にも膨ふくれ上がった。

　まるでドラゴンのような姿となったサラマンダーは口から炎の吐と息いきを吐はき出しながら、あたしを見下ろしている。

　その姿に、あたしは威い圧あつされた。

　ぎょろりと見開かれた目玉に睨にらまれると、余よ裕ゆうぶった態度のあたしは消し飛ばされた。

　こんなの、知らない。

　そのとき初めてあたしは、この世界の恐おそろしさを味わった。

　炎精霊に効く水魔法ではなく、風魔法や土魔法、あるいは一番得意な炎魔法を放ったり。あたしの動きは支し離り滅めつ裂れつだった。

　ろくに戦い方も知らず、この学校の教師やチンピラをひねりつぶしていただけのあたしは、なにをしてくるかわからない格上との戦いにおいて、完全に委縮してしまったのだ。

　それでも結局、あたしは勝った。いや、勝ったなんて言えたものではない。ただ最大魔力が優まさっていただけだ。あたしは大人たちにサラマンダーの攻こう撃げきをしのぎきったのだと言われたが、違ちがう。亀かめのように己おのれの身を守っていたにすぎなかったのだ。

　あたしは自分の身の丈たけを知った。前世ではなんの取り柄えもない女子高生だったあたしが神童ともてはやされることなど、悪い夢のようなものだったのだ。

　その日からあたしは、真面目まじめに魔法の勉強をすることを、やめてしまった。

　風魔法や土魔法は第四位になれたが、第三位を目指すことはしなかった。ましてや炎魔法第二位など。

　精霊との戦いは、こわかった。

　勉強は好きだったが、争い事は向いてないなー、って思った。

　だいたい、第三位以上の力をもっていたところで、命のやり取りをする機会なんてないし。はっきり言って、意味ないじゃん。

　この世界でそこそこの力をもっていて、誰にも脅おびやかされず、穏おだやかに生きられたらそれでいいじゃないの。あたしはそう思うようになった。

　裏うら稼か業ぎようの人と仲良くなっておかしな人脈を広げてみたり、魔法以外の分野に手を伸のばして、料理なんかを勉強したり。どうしてもポテトチップスが食べたくて、でもぜんぜんうまくいかなかったり。そんなどうでもいい毎日を過ごして。

　それから三年後、ジンに出会った。







　ジンは変なやつだった。

　黒くろ髪かみで背は高く、ひょろりとしていて、でも意外と筋肉質で、いつもへらへらと笑っているような男。子どもっぽいところもあるけれど、やっぱり大人っぽい。よくわかんないやつだった。

　彼が同郷だと知ったときは驚おどろいたけど、異世界と現代を行き来できる力があると聞いたときはもっと驚いた。

　ま、今さら元の世界に帰りたいとは思わなかったけどね。あんなところに。

　ジンはあたしのためにポテトチップスを買ってきてくれたり、けっこういいやつだった。

　行き来できる能力は、彼がもつ無二の力だ。使えるから手元に置いておいたら、なんか便利かな、って最初は思っていた。

　でも、それは間違っていた。

　ジンはただのいいやつなんかじゃなくて、とんでもなくいいやつだったのだ。




　見ず知らずの女のために普ふ通つう、命を懸かけたりする？

　いくらこの世界のあたしが綺き麗れいだってさ。信じられない。本当に、ばかじゃないの。

　あたしは十五歳の誕生日に、学校の屋上から飛び降り自殺した。

　原因なんてよくあること。イジメを苦にした自殺。

　そりゃ一回目の人生だったから、あたしも攻略法がわかってなかったし。

　先生や、両親にだって相談したけど、誰だれもまともに相手をしてくれなくて。

　あたしは絶望していた。

　友達だって誰も助けてくれなかった。

　閉へい塞そく的な暮らしに息が詰つまった。

　死のうと決めたら胸がスッと軽くなった。

　あたしの死はワイドショーを騒さわがせたかもしれないけど、たぶんそれだけだ。

　あっちの世界には魂たましいすらも残っていない。今のあたしはここにいるし。

　この世界に来てからあたしは決めたんだ。ひとりで強くなろうって。そう決めて、目的は達成できたと思っていた。炎魔ま法ほう第三位の称しよう号ごうさえあれば、これから一生生きていける、ってね。

　そんなときにメーソンが現れたんだ。

　まるで十五歳を呪のろうように。あたしをこの世界では絶対に十五歳にはしないとでも言うように。

　だから、ただ善意だけでジンが行動しているのを見たときは、そりゃちょっとは嬉うれしかったけど。

　いよいよ追い詰められて、あたしはあいつを突つき放した。

　元の世界に帰って、と告げた。

　天才だのなんだのってもてはやされているけど、どうせあたしの命なんて安いもんだ。

　最初からあたしひとりが死ねばよかったんだ。

　大だい丈じよう夫ぶ、一度経験しているし。

　手慣れたものよ。

　でも、ジンは決して首を縦には振らなかった。

『──祖ば母あちゃんが見てんだよ、天国から』

　そんな冗じよう談だんみたいな言葉を口にして、あたしを茫ぼう然ぜんとさせた。

　その瞬間、あたしはわかったんだ。

　もし、十五年前。あたしが屋上から飛び降りたあの日。

　ジンが、辻つじ道みち尽じんがクラスメイトだったのなら。

　もしかしたら彼は、あたしを助けてくれていたんじゃないか、って。

　そんなありもしないことを考えてしまった。

　その瞬間、未来が開けた気がした。

　前世であるはずのなかった十五歳からの人生が、彼と一いつ緒しよになら、急にリアルな実感で想像できるようになったのだ。

　だから。

　あたしはメーソンに立ち向かった。結果はまるでダメで、結局ジンに助けられちゃったけど。

　この日、ようやくあたしはひとりで立つことができた。

　前世の死の呪じゆ縛ばくから解放されて、ようやくこの世界でどう生きるべきなのかがわかった気がした。

　リルネ＝ヴァルゴニスが誕生したんだって思った。







　そしてジンはこの世界を去った。

『ちょっとあっちの整理をしてくるよ』と、そう言い残して。

　どうせまた戻もどってくる。

　信じるなんて言うと噓うそっぽいけど、あたしはそう確信していた。

　だってあいつは、ジンだもん。

　あいつが帰ってくる前にあたしも一仕事済ませなきゃね。

　父様の像を守るための結界を張り、屋や敷しきから必要な金銭をかき集め、書いた手紙を鞄かばんに詰めて。

「シア、そっちの準備は終わった？」

[image: ]

「はい、リルネさま。いつでも発たてます」

　亜あ麻ま色いろの髪かみをもつ美女、スターシアがたおやかに微笑ほほえむ。

　旅の準備を終えた彼女の服装を見て、あたしは眉まゆをひそめた。

　あたしがプレゼントした、蝶ちよう々ちようの眼帯はよく似合っている。けれど。

「……なんでメイド服なの？」

「だってこれは、リルネさまがわたしにくださったお洋服ですから」

　すらりとしたシアには、丈の長いロングスカートがばっちりと合う。あたしの見立て通りだ。

「けど、その格好で旅に出るつもり？」

「いけませんでしょうか……？」

　あたしが念を押すように尋たずねると、シアは不安そうにこちらを見つめ返してきた。

　うっ、と思う。

　なんだろう、まだ人に強くものを言うのは苦手だ。ジンは別なんだけど。シアのような美人を前にすると、特にそう思ってしまう。

「べ、別にいいんじゃないの。好きにしなさい」

「はい、ありがとうございます」

　シアは嬉しそうに微笑んだ。

　彼女は礼れい儀ぎ正しくて、美人で、おしとやかだ。最初は魔眼持ちだからってこわがっていたのが、なんだか恥はずかしい。ジンはいい買い物をした。彼の審しん美び眼がんは確かだったな、って思う。

　でも、この子はあたしがジンに買った奴ど隷れいで、戦うための力をもっていない子だ。シアを巻き込む以上、あたしはその命に対して責任を負わなければならない。

　こわばった顔で、改めて覚かく悟ごを口に出す。

「ねえ、シア」

「はい？」

「もしジンが戻ってこなくても大丈夫よ、あたしが守ってあげるから」

「ありがとうございます、リルネさま」

　シアは微笑んだ直後に、「でも」と付け加えた。

「ジンさまは帰ってきますよ。リルネさまも、わかっていますよね」

　もちろん、言われなくてもわかっている。

　彼はいつものように照れくさそうに笑って、帰ってくるだろう。

　ジンの笑顔を思い出すと、なんだか頰ほおがじんわりと温かくなってくる。

　胸の鼓こ動どうがほんの少し、速くなる。

「……さあ、どうかしらね」

　でも、あたしはそっぽを向いて、頰をかく。

　素す直なおに認めるのは、なんかシャクだったから。

「まあ戻ってきたら、一緒に旅してやってもいいわ」

　そう言うあたしの顔は、きっと赤かっただろう。




　元の年ねん齢れいに追いついたこの日から。

　あたしの第二の人生が、ようやく始まった気がした。














あとがき









　ごきげんよう、みかみてれんです。

　本日は『滅ほろびゆく世界』をお手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。

　さてこのお話は、様々な主人公たちが一堂に集結し、巨きよ悪あくに挑いどむ物語です。これからもいろんな能力をもった多くの主人公が登場しますので、よろしくお願いします。




　とまあ、そんなお硬かたい話はさておき、ちょっとした近きん況きよう報告などを。

　てれんさんはソシャゲが大好きで、常に10個ぐらい並へい行こうしてログインボーナスをもらいつつ、気になるイベントをチマチマ遊ぶという楽しみ方をしているのですが。

　その日の原げん稿こうをきっちりあげてから（※えらい）、鼻歌交じりにきょうはどのアプリを遊ぼうかとニマニマしていたら、スマホをもろに水すい没ぼつさせてしまいましてね……。

「ウオオオオオアアアアアア！」と叫さけび声をあげて反射的に水を切ろうと思いきり振ふったものの（※変なところに水が入るため、絶対に振ってはいけません）、スマホは熱くなる一方。これなに!?　なんで熱いの!?（※回路がショートしているのです）

　時間は深夜なので、ケータイショップもやっていません。データが！　わたしがコツコツためたログインボーナスが！　わたしだけに微笑んでくれるアイドルたちが！

　……一晩、手は尽つくしましたが、ご臨終です。

　翌日、真っ白に燃もえ尽きたわたしは新しい機種を手にしていました。フフ、フフフ、入れ直したソシャゲのみんなはわたしのことを忘れているけれど、わたしはキミたちのことをちゃんと覚えているんだからね……。課金したデータも全損です。つらたん……。

　みなさんもスマホが水没したときのためにバックアップや、乾かん燥そう剤ざい（※おせんべい袋ぶくろとかの中に入っているやつです）を用意しておきましょう。密閉した袋の中に一緒に入れると水分が取れてなんかいいらしいぞ！（※調べた）　水没させないのが一番だけど!!

　というわけでこの『滅びゆく世界』は、大好きなソシャゲを封ふう印いんして一いつ生しよう懸けん命めい書いたので、どうか楽しんでいただけると幸いです！　やったね！

　そんな感じで謝辞です。超ちよう絶ぜつ可愛かわいいイラストを描かいてくださった森もり倉くら円えんさんや、この本を作るためにお付き合いしてくださった多くの方々、ありがとうございます。さらにいつも力を貸してくださる作家陣じん、そしてなによりも一番は読者の方々に、改めて感謝を。

　それではまたお会いできることを心から願って、みかみてれんでした！

























カバー・口絵・本文イラスト／森倉 円

カバー・口絵・本文デザイン／川谷康久（川谷デザイン）










滅ほろびゆく世せ界かいを救すくうために必ひつ要ような俺おれ以い外がいの主しゆ人じん公こうの数かずを求もとめよ








みかみてれん
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